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序 文

鎌倉市教育委員会

教育長尾崎賓

近年、鎌倉の街は、古い家屋や庖舗の建て替えが相いついでいま

す。その中で、埋蔵文化財に影響を及ぼす様な大規模な工事も多く

数も多くなりました。このため昭和59年度からは国庫 ・県費の補助

を受けて個人専用住宅等については鎌倉市教育委員会が独自に発掘

調査を実施するようにして来ました。

しかし急速な都市化 ・再開発が進む中で調査が順調に進んできた

とは言えません。

郷土の文化財を守るということは市民の責務でありますが、当市

のように市街地の中心と追跡、の中心が全く重なってしまうという条

件のもとでは、特に市民の皆様のご理解なくしては、埋蔵文化財の

保存や発掘調査は不可能で、あるといえましょう。皆様の御協力をお

師、い申し上げる次第です。工事計画作成に当ってはできるだけ早く

から当委員会との協議を行い、文化財の保護の方策を煮つめて行っ

てT頁きたいと思います。

本書は平成元年度に国庫・県費補助を受けて、鎌倉市教育委員会

が実施した、個人専用住宅・庖舗併用住宅建設等に伴う発掘調査の

記鈷です。本書が鎌倉の歴史を明らかにするのに少しでも役立つこ

とを祈念すると共に、調査実施に際しておtJt話になった調査員をは

じめ多くの方々に、心からお礼申し上げます。
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一一=口例

1.本書は昭和63年度及び、平成元年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊

急調査にかかわる発掘調査報告書である。

2.本書所収の調査地点は別表のとおりである。

発掘調査及び山土資料の整理!は鎌倉市教育委員会文化財保護課3. 
" 

がI:l:Uょしfこ。

" 
出土造物及ひ、写真 ・図面等の資料ーは、鎌倉市教育委員会文化財4. 

保護課が保管している。

各調査内容の詳細は、各々の報文を参照されたい。5. 
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元年度調査の概観

平成元年度の緊急発掘調査実施件数は10件で、対象面積は790m'で、あった。前年度の12件、 1643m'

と比較すると件数 ・而積共に減少するが、自己用専用住宅に関わる調査例はむしろ増加しておりま

た設計内容も耐震地下構造を取り入れるなどの土地の多目的有効利用を志向する傾向は不変で、あ

る。この動向は事業者負担の調査でも同様であり、国庫補助事業調査を含めた調査の総件数は増加l

している。この傾向は今後暫くは続くものと思われるが、昨年度の報告書でも提起した有効な対応

方法の策定がますます急がれよう。

若宮大路周辺遺跡群

若宮大路の西側IJを並走する通称小町通りのはほ、中央部、小町二丁目 5番23外に所在する。

昭和63年3月、自己用庖舗に係わる事前相談があり、埋蔵文化財包蔵地内であり試掘調査を実施

の上協議を進める こととした。同調査は 4月18EIに実施され、数面にわたる中世造構而が良好な状

態で泣存しているのが確認され、全而的な掘削行為を伴う現設計内容が変更されない限り本調査の

実施は不可避で、あると判断された。 4月26EI、設計変更の可否等についての検討するが、不可能で

あると判断された。このため県教育委員会と協議し、土木工事而での協力を得たうえで邑l庫補助事

業調査として実施しべきとの指導を得た。これを受け直ちに本調査の実施を前提とした協議を開始

することとした。

その後、事業計l亙|を巡って近隣住民との話し合いにH寺聞を要したため協議は暫く中断せざるを得

なかったが、 |問題の解決に一定の目途が立ったので11月5日、文化財保護法第57条の 2の届出蓄が

提 ，'-I~， されたのである。

そして、平成元年 1月18日付けで県教育委員会から調査実施を本旨とする通知書が事業者宛に送

付された。その後数次に及ぶ調査実施方法に関する打合せを重ねた結果、土留 ・杭打ち等を先行し

た上で、4月に入ってから調査を実施することで合意した。以上の経過を経て 3月29日事業者から調

査実施依頼書が教育委員会に提出され、 4月21日から 6月2FIにかけて発掘調査が取り行われたの

である。

調査により13世紀後半からは世紀中半に至るH寺期の建物 ・道路や井戸等の諸遺構が、種々の造物

と共に検出され、また薬研掘状の古代j非も発見されるなどの成果を得たのであった。

2 長谷小路周辺遺跡

長谷寺から六地蔵に至る区域を占める長谷小路間辺追跡、の内、甘縄神明社正面に位置する長谷二



丁目252番 l号に所在する。

昭和63年12月、自己用庖舗併用住宅建設に係わる事前相談があり、周辺の調査例に鑑みて試掘調

査を経た上で協議を進めるべきである旨を説明した。その上で平成元年 1月24日試掘調査を実施し、

地表下120cmで中世泣構が良好に残存している状態を確認した。このため、事業者と協議し遺構に影

響を及ぼさないような基礎工法の検討を依頼するが、 地盤が軟弱であるため杭工法を採用せざるを

得ないとの回答であった。このため県教育委員会と対処方法について協J議したところ国庫補助事業

調査として実施すべきとの指導を得た。 2月1日、文化財保護法第57粂の 2の届出書が提出される

が、事業計画の調整等の事由により 6月まで協議を中断せざるを得なかった。 この問、 3月29日付

けで、県教育長名による発掘調査実施を本旨とする通知書が事業者宛に送付された。 6月13日既存

建物の解体作業の終了に伴い、具体的な調査方法の協議を開始した。その結果、杭打ち箇所以外は

掘削深度が泣構商まで達しないことが判明したため、杭古11分を中心にトレンチを設定し調査するこ

とと定めた。そして、 6月30日に事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 7月6日か

ら7月20日にかけて現地調査が行われたのである。

調査により 14世紀代の建物跡等の遺構と、 I次子の羽口などの生産造物を中心とする多数の出土品

を得て、比較的調査例が希薄であったこの地域の考古学的様相を解明する上で多くの成果が得 られ

たと評される。

3 若宮大路周辺遺跡群

遺跡内の]R鎌倉駅北方を流れる扇ガ谷川に而した、小川二丁日69番 6外に戸在する。

平成元年 5 月、 事務所i~j:用住宅建築に係わる確認I.jI 1mがあ り、杭打ち工法である点から試掘調交

を実施のうえ協議をすすめることとした。6月5R、試1m調査を実施したところ地表下 1mほどで河

川護岸遺構等が検出された。このため杭抗ち箇所を中心として区域を対象にした事前調査が必要で・

あることを判明し、併せて対処方法を県教育委員会と協議したところ|ヨ|庫補助事業調査として実施

すべきとの指導を得た。6月28日に文化財保護法第57粂の 2の届/P，警が提出され、直ちに調査方法に

ついての協議をすすめ、実施対象区域を杭打ち箇所及びエレベーターピット設置場所と定めた。ま

たこれに伴う土木工事と作業員派遣を事業者{j[IJが協力することで合意した。 7月24日付けで調査実

施を旨とする県数育長名の通知書が事業者宛に送付され、また訊l交実施依頼書も事業者から提/J'，さ

れたため、諸準備を整えた後7月24日から同月31日にかけて調査が実施されたのである。調査の結

果、 14世紀代の扇ガ谷川の様相、更には都市区害IJラインに閲する新たな資料が得られたのであった。

4 浄妙寺旧境内遺跡

国指定史跡、浄妙寺境内の前面に広がる追跡内のifdり1守的l小路90番lに所在する。

2 
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平成元年7月、自己専用住宅建設に係わる事前相談があり、 RES工法(細杭による基礎構築方法)

による設計内容である試掘調査を実施のうえ協議をすすめることとした。8月3日、試掘調査を行

ったところ中世追構が良好に残存していたため、設計変更の可否についての検討を事業者に依頼し

た。然しながら設計内容の変更が不可能で、あると確認されたため、県教育委員会と取り扱い方につ

いて協議したと ころ、国庫補助事業調査と して実施すべき との指導を得たので、文化財保護法第57

粂の 2の届出書の提出を求め調査方法等に関する打合せを継続した。8月25日届出書が提出され、

その後の協議の結果基礎構築部を中心として卜レンチ調査で対応することと定めた。続いて 9月13

日に県教育長名で調査実施を本旨とする通知書が中業者宛に送付ーされ、同日に事業者ーから調査実施

依頼書が教育委員会に提出された。以上の経過を経て、 9月19日から9月30日にかけて発掘調査が

行われたのである。

調査により、 14世紀代の建物跡や境内車Ih線に直行する大溝が検出されるなど、 i争妙寺史研究に有

効な諸成果が得られたと評される。

5 大倉幕府周辺遺跡

大倉幕府跡と目される清泉小学校を中心とする追跡の周辺区域内の、雪ノ下字大倉耕地565番4外

の荏柄天神参道南端部に所在する。

昭和63年 8月、自己専用住宅建設計画に係わる事前相談があり、試掘調査を実施のうえ協議をす

すめることとした。9月3日、試掘制査を行ったところ中世遺構が良好に残存していることが確認

されたため、 具体的な協議をすすめようとしたが、 卒業計画の策定のため暫く中断せざるを得なか

った。そ して、平式元年4月10日|お識を再開したが、 RES工法による基礎設計内容であることがIlfl

らかになった。このため設計変更の可否を検討依頼するが、不可能で・あるとされたため県教育委員

会と協議し、匡|庫補助事業調査を実施すべきとの指導を得た。これを受けて直ちに調査方法等の協

議を開始し、 6月15FI文化財保説法第57粂の 2による届出書が提出され、続いて 7月17日付で県教

育長名による調査実施を本旨とした通知書が事業者宛に送付された。この問、調査実施方法につい

て協議を重ね、基磯部を中心にトレンチ方式による制査を行う ことと定めた。以上の経過を経て、

9月26日に事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、 10月5日から10月31日にかけて発

掘調査が行われたのである。

調査により 12世紀末期から14世紀中半期に亙る建物 ・滋等が検出され、とりわけ荏柄天神社参道

に平行する土皇状遺構は、鶴岡八幡宮の段葛にほうふったる有姿であり、鎌倉のいわぬる宮道に関

する賞重な発見であったと評されよう 。
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6 中世集団墓地遺跡

i骨川河口に広がる遺跡内の若宮大路西側、由比ヶ浜二丁目1015番29外に所在する。

平成元年6月、自己用住宅の建設計画に係わる開発行為の事前相談があり、周辺の試掘調査結

果に鑑みて、掘削規模の大きいガレージ部分を対象に発掘調査が必要で、ある ことを説明した。そ し

て直ちに設計変更の検討も含む協議を開始するが、変更が不可能で・あると判明したので県教育委員

会と協議し、掘削深度が遺構函に達するガレージ域を対象にして国庫補助事業調査を実施すべきと

の指導を得た。 これを受けて調査方法等を協議決定のうえ、 8月3日文化財保護法第57条の 2の届

出書が提出された。そして 9月13日付けで県教育長名による調査実施を本旨とする通知書が事業者

宛に送付された。そして、 10月6日に事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、既存建

物の解体を待って10月11日から11月15日にかけて調査が行なわれたのである。

調査により道路状の地形面などが検出され、同遺跡に関する新たな資料が得られたのであった。

7 長谷小路周辺遺跡

遺跡内ほほ中央部辺り に位置する由比ヶ浜三丁目194番24外に所在する。

平成元年7月19日、 庄舗併用住宅建設に係わる開発行為の事前相談があり、隣地での調査結果か

ら事前調査の実施の可能性が高いため、引き続き協議をすすめることにした。9月12日、地階部分

を含めた事業計画の設計変更の可否を含めた協議を行うが変更が不可能で、あると確認されたため、

専用住宅相当域を対象に国庫補助調査をすべしとの県教育委員会の指導に基づき、実施方法等を事

業者と 協議する。同協議をほぽ整えた後、 10月17日に文化財保護法第57条の 2の届出書が提出され

10月21日付けで県教育長名によ る調査実施を本旨とする通知書が事業者宛に送付された。これを受

けて更に調査方法についての紛l部を調整した後、事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出さ

れ11月20日から平成2年2月23日にかけて発掘調査が行われたのである。

調査により、 14世紀代の方形竪穴状建物跡や墓療及び古代人骨等が発見され、同追跡、に関する新

たな資料が得られた。

8 材木座町屋遺跡

史跡利]賀江l鳴を中心と した商業区域と目される材木座IIIT屋追跡内の、元八幡宮南面に位置する材

木座一丁目144番3に所在する。

平成元年11月、自己用住宅建設に係わる確認申請の相談があり、試掘調査を経たうえで協議をす

るるめることとした。 11月29日、向調査を実施したところ地表下70cmに中世紀遺構面が検出された
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ので杭打ちを伴う 当該設計内容では事前調査の実施が不可避で・あることが判明した。このため設計

変更の可否についての検討を依頼したところ、困難で、ある旨の回答を得た。これを受けて、県教育

委員会と協議し国庫補助事業調査を実施すべきとの指導を得たので、直ちに調査方法等の打合せを

開始したのである。 12月16日、文化財保護法第57条の 2の届出蓄が提出され、続いてこれに対する

県教育長名の調査実施を本旨とする通知書が事業者宛に送付された。以上の経過を経て12月25日に

事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出され、平成2年 l月16日から 2月6日にかけて発掘

調査が実施されたのである。

調査によって13世紀末期から141企紀中半期の、大型の柱穴と礎板を伴う堀立柱建物や井戸等の諸

造構が検出され、同遺跡内で も元八幡宮前という異質区域の考古学的性格を示唆する興味ある成果

が得られたのである。

9 理智光寺跡

五峰山理智光寺は明治初年に廃寺となり伽藍建物は皆無であるが、調査地点は寺域内の西側、伝

謹良新王墓下、二階堂字稲葉越802番7に所在する。

平成元年9月、 自己用住宅建設に係わる事前相談があり、試掘調査を実施し協議をすすめる こと

とした。10月11日から17日にかけて行われた試掘調査によって地表下30から80cmに良好な状態で・残

存する中世遺構が確認され、現設計内容では調査実施が不可避で、あると判明した。しかし計画変更

が困難で、あるとの回答を得たため、 県教育委員会の指導によ り国庫補助事業調査をすることとし、

その具体的実施方法の協議を開始した。11月6日、文化財保護法第57粂の 2による届出書が提出さ

れ、続いて12月1日付で県教育長名による調査実施を本旨とする通知書が事業者に送付された。そ

して全体の工程を調整した後、平成2年2月9日に調査実施依頼書が事業者から教育委員会に提出

され、 3月1日から12日にかけて調査が実施されたのである。

調査により 14世紀代を中心とする建物遺構等が発見され、理智光寺史の解明研究上極めて貴重な

成果が得られた。

10 北条泰時・時頼邸跡

鶴岡八幡宮正面の若宮大路東側から小IIIJ大路にかけての区域を占める北条泰時 ・時頼邸跡は、 若

宮大路幕府跡とも目されるが、その内の若宮大路に面した雪ノ下一丁目369番に所在する。

平成元年 9月、自己用事務所併用住宅建替えに係わる事前相談があり.周辺の調査状況から推し

て発掘調査実施の可能性が高いことを説明し、今後協議を継続することとした。 10月28日、 工事実

施方法について説明を受けたところ、杭基礎であることが判明し更に11月9日の協議の中で設計変

更は不可能で、あると明 らかになったため、県教育委員会の指導により国庫補助事業調査を実施する

5 



こととした。平成2年2月26日、文化財保護法第57条の2の届出書が提出され、続いて調査実施を

本旨とする県教育長名の通知書が事業者宛に送付された。その後調査実施方法を巡って数次に亙る

|お識を重ねた結果、まず杭打ち箇所を先行調査し次に杭工事が終了した後に布基礎域を対象に正式

調査を実施することで合意に達した。3月8日、事業者から調査実施依頼書が教育委員会に提出さ

れ、 3月13日から 3月31日にかけて先行調査が実施されたのである。

調査により若宮大路に平行して走る大都の東西壁などが検出され、都市域における官館遺構及び

大路に係わる新らたな資料が得られたと評される。
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平成元年度調査地点一覧
(※印は本書所収遺跡)

No 逃 蹴‘ Aコ7 所 在 地 事業者 調査原因 種別 面積 調査期間

※ 若宮大路周辺追 小町二丁目 5番 元.4.21-
盟鳥弥寿子 自己用庖節目 都市 80m' 

1 跡群 (No.242) 23外 元.6. 2 

長谷小路周辺 一長谷二丁目252 自己匝詰Ii 元.7.6-
2 大石雅樹 都市 60m' 
追跡 (No.236) 番 1 併用住宅 元.7.20 

若宮大路周辺泣 小IIIT二丁目69祷 事務所11十用 元.7.24-
3 阿部卓也 都市 20m' 
跡群 (No.242) 番6外 住 宅 元.7.31 

i争妙寺山境内 元.9.19-
4 i判明寺90番 1 山本耕 一 専用住宅 寺院 50m' 

(No.408) 元.9.30 

大倉幕!向 1，';J辺 ??ノ 卜大合耕地 元.10.5 -
5 一人 i示武雄 手1ffJ住宅 都市 100m' 
追跡 (No.49) 565蕎 4 元.10.31

'1' 111-14ミト11必j也 111比 ヶ法二 Jil 元.10.11-
6 ノド芥iJJ;(太郎 王早 川 住宅 墓地 130m' 
ili跡 (No372) 1015番29外 元.11. 15 

ki千小路I，'d辺 111比ヶ浜コ ド" 元.11.20-
7 !;士 Lb i21 J古 ~mHi: J 日住2と 都市 80m' 
泣跡 (No236) 194番24 2. 2.23 

材木作111r IT~ ill跡 材木座- Jil 2. 1.16-
8 森本千代 専用住宅 都市 100m' 

(No.261) 144番3 2. 2. 6 

J~I'. 'f'，'光寺跡 二階堂字稲葉越 2.3.1-
9 凶 山 太吉 専用住宅 寺院 70m' 

(No265) 802番 7 2. 3.12 

北粂泰II~\' • 11制iJ1 雪ノ下-T日 三ド 務 所 2. 3.13-
10 iill i1J 日ム 館跡 100m' 
氏1)跡 (No.282) 369番 併用{主宅 2. 3.31 
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本書所収の昭和63年度調査地点

No. 泣 跡 名 所 在 I也 事業者 調査原因 種別 面積 調 査 期間

椴小路周辺遺跡 二階堂荏柄9番 63. 4.19-
l 矢田 徹 応舗併用住宅 都市 380m' 

(N口259) 1 63. 6.27 

北条時房・顕時 雪ノ下一 「目 63. 4.19-
2 鬼頭住江 庖舗f井用住宅 官官 85m' 
民11跡 (No.278) 265番3 637.16 

長谷小路周辺 由比ヶ浜三丁目 63. 6. 2 -
3 河合冨美子 専用住宅 都市 380m' 
追跡 (No.236) 258番8 63. 8.31 

米町遺跡 大町二丁目933 紫正 l明 共同住宅 63.8. 1 -
4 者1I市 70m' 

(No.245) 番外 紫 幸 江 併用住宅 63. 9. 19 

材木座Iwr屋遺跡 材木座四丁目 63. 9.19-
5 山本元洋 倉庫i~j: 刑台. _七 者lii'l'i 60m' 

(No.261) 260番外 63. 9.30 

若宮大路周辺遺 雪ノ下-TH 共同住宅 63.10. 1 -
6 瀬古美年 者1Iili 443m' 
l?1r.lTF (No.242) 210番外 併 Jfl住宅 元.1.16 

若宮大路周辺遺 扇ガ谷一丁目 63.11. 4-
7 小 黒俊1 子11:1 !古制作i用住毛・ 告Ilili 20m' 
跡群 (No.242) 74番8外 63. 12. 10 

若宮大路周辺遺 小町二丁目280 元.1. 19-
8 iJ.主辺昌子 底舗併用住宅 都市 40m' 
跡群 (No.242) 番2 元.1.27 

笹 目 iI2 跡、 共同住宅 元.1.28-
9 笹目IIIT330番 l ね i~ド Jι if'\ 者1Idi 80m' 

(No.207) 併 JIIii: '-t; Jl:.. 2.21 
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1.横小路周辺遺跡 (No.259) 

二階堂字荏柄 9番 l地点



例言

1. 本報は鎌倉市二階堂字荏柄9番 1における庖

舗併用住宅建設に伴う発掘調査報告である。

2.調査は500m2の対象地の内、 380m2を国庫補助

事業調査として鎌倉市教育委員会が実施し

た。

3.本報の執筆は菊川英政が、図版作製には関口

真理、南保由平IJ、折茂芳J!IJ、長田夏子があた

った。

4.本報に使用した写真は、遺構、造物とも菊川

が撮影し、遺跡遠景・全景写真はシン航空写真

株式会社に依頼した。

5.調査体制は以下の通り。

坦当者菊川英政、新国哲也

調査補助員 小物[1津シゲ子、 折茂芳則、上原

恵美、田辺竜司、関口真理、秋元葉、平尾真

史、菊地正明、南保由利、(順不同 ・敬称略)

調査協力者 吉田文一、吉田茂夫、吉田茂、

成田初枚、河盛ミサエ、新井その、青木綾子、

安田ヒデ、市瀬ツル子、鎌倉市高齢者事業団、

シン航空写真株式会社、(順不同、敬称略)

6.出土品等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会

が保管している。
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第一章調査地点、の位置と歴史的環境

鶴岡八幡宮社頭から、県道金沢・鎌倉線を東に進むと、間もなく鎌倉宮(大塔宮)への分岐点と

行き会う。この先県道は蛇行する滑川と併行しながら、朝比奈峠へと続いていくが、泣跡地はこの

分岐点から約130m程東へ寄った所にあり、西を東御門川、南を消-川、東を二階堂川によって画され

た標高13m程の徴高地上に位置する。周辺地域は、水利の良さも手伝って、古来より生活が営まれて

いたようで、荏柄天神社下JHで縄文前期の土器片が採取されているほか、遺跡地の約400m西に所在

する小林邸内遺跡・南御門遺跡~1:2では弥生中期から後期にかかる住居社数軒が発見されている。また

先頃調査された大倉幕府跡(雪ノ下大倉耕地569番1地点).Uでは古墳時代後期の土器片、向荏柄遺

跡JI:4では奈良 ・平安期の造物と住居祉が検出されている。

中世に至っては、遺跡地付近もかなり拓けていたと考えられる。寺社も多く、杉本寺は天平六年

に (736年)創建、荏柄天神社は長治元年(1104年)勧請と伝えられ、 i骨川を挟んだ対岸の谷戸には

勝長寿院があった。l隊長寿院は頼朝が父義朝幸j{思のために建立した大手IJで、文治元年 (1185年)創

建、天文九年 (1540iド)頃までは堂宇も残っていたようである。また泣跡地北側を北東へ伸びる路

は二階堂大路とH乎ばれ、同じく頼朝発1811による大手IJ、永福寺へと通じる古道である。永福寺は、奥

州平泉の ~II 尊L寺 ・ 毛越寺を模して造られ、文治五年 (1 189iド)事始めを行ない、その後、 15世紀中

頃には廃寺となったことが文献史料や発掘調査によって確認されている。

二階堂大路と六iiIJ路との交差する辺りは、大倉辻と呼ばれ、建長三年(1251年)商業地域として

指定され、 11Mわいをみせていたことが:想像できる。同地は?ti永凶年 (1180年)に頼朝が聞いた大倉

幕府の東南f{Jにあたり、交通の要衝部でもあった。

追跡地}i';'J辺にJ，l;'fi:するi.J:P家人、被宵は数多し、。荏柄天神前には、和田平太胤長の屋地があり、建

似元年 (1213"1'.)北条義H寺が拝領し、被宵である金窪行親、安藤忠家に与えられている。字佐美判

îç 、 ;UI- い.J{tfÌ大輔JI;~'秀の l~IS も近辺にあったとされる 。 また、北条義時の大倉亭は、貫達人氏によれば、

杉本観 i干の 一州ブiで、 二階~l;!.:大路の辺りであろうとしている。川まさに、家屋は喪を並べ、門扉は軒を

以べた景観であ っ たのだろう。当然、水災も多く、 『吾妻鏡~ r九代記』で知らるだけでも、建久二

年(1192年)から延隆三年(1310年)に至るまで、 7件の大火が載せられている。各件の内容は『鎌

合rli史 ・総説紘U に詳しく、また 『向荏柄遺跡発掘調査報告書』 に抜粋して載せられているため、

ここでは行田各しておく 。

元弘三年 (1333王ド)新田義貞の鎌倉攻め以後、延元二 (建武四)年 (1337年)には北畠顕家と斯

波家長が杉本でli戎い、杉本城は落城したと伝えられている。 注6この杉本城は山城で、追跡の東方、

杉本寺の裏山一併がそれにあたるものと思われる。
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註 l. W鎌倉市史・考古編』吉川弘文館 H百利]47年

2.調査担当者・河野真知郎氏の御教示による。

3.調査担当者・馬試IJ和雄氏の御教示による。

4. w向荏柄遺跡発掘調査報告書』同泣跡発掘調査団編、 1985年

5.貫達人「北条氏亭祉考J W金沢文庫研究紀要』第8号、昭和46年

6. w鶴岡社務記録~ f也、 『鎌倉市史・総説編~ 384頁に詳しい。

第 1図調査地点の位置

l調査地点 2法華堂跡 3荏柄天神社 4大倉幕府跡 5大倉幕府跡 6大倉幕府跡 (YO5 6 

9-1 地点) 7向荏柄遺跡(1次地点 ・2次地点) 8杉本城跡 9杉本寺 10i争明寺田楽辻子追跡、

11横小路周辺遺跡 12格小路周辺遺跡
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第二章 調査経過と概要

第I首i 先行調査

調査地周辺は、 /)f/  づJ 
でおり、排土の搬 〉三/3+ 4十 + +Mg-N7+ il 8 + 

出は南側の県道よ ソf_j
り行う以外になか \~ 

B十 + + + ¥+ ¥ +占 ¥ + 
った。そのため、

県道に接する部分
C+ ¥ ¥ + ¥1"¥ + + + + + 

を先行して調査

し、大型車の駐車

スペースを設ける
D¥r ¥ ¥ + L.Jt + + + + 

こととなった。第

2図右下の先行調 E ~ ¥ ¥ + ¥ + ¥ v + + + + 

査部分と記した箇

所がそれで・ある。 F+ 十 + 十 + + I +"& 
11 

先行部l査は新国 百 調フ忙

哲也が担当し、 昭 G +¥ ¥ ¥ + + ¥ ¥ ~ + + + ¥ + ~立分乱代
和63年 2月15日か

ら約10日程の日午呈 H+ + + +。 + + 

で実施された。時 (県道金沢 ・鎌倉線)

閥的な 制約もあ 第2図グリッド配置図

り、後述する第 2商(第 4節参照)まで下げて泣構検出に努めた。したがって第 1面での状態は不

明である。検出された造構は、方形竪穴、溝、柱穴群がある。なお、遺構全図(第 5)の先行調査

部分には、平板羽IJ量による平而図を合成してI減せておいた。

第2節本調査

先行調査終了後、重機による表土除去作業を経て、本調査が開始された。表示掘削中は新国が、

本調査は菊川英政が担当した。1Ii?程63年4月19日-6月27日まで、期間を 1週間延長して実施され

た。調査にあたり、まず調査区全域に4m方眼を組み、南北車IhにA-Hまでのアノレフアベッ ト、東西車Ih

に1-8までの算用数字を付した。グリ ッド内はその北東隅の杭番号をもってH乎称することとした。

17 



なお、南北軸は磁北に対してN-14
0 

12'20" -Eの傾きをもっている。

第l面、第 2面での追構検出作業に努めたが、第 1面は後世の削平や表土除去作業に伴う掘り過

ぎ等で失われた部分が多く、検出作業は困難であった。確認された追構は、殆んどが第 2面精査|昨

にみつかったものである。道路状造構、溝、井戸、土壌、方形竪穴、石組寵、 柱穴群がある。

第3節 卜レンチ調査

トレンチ調査は、本調査終了間際の昭和63年6月18日-6月21日にかけて実施された。主と して

第2面下の遺構確認と土層堆積状態を把握するために実施したもので、調査区西寄りに南北方向の

3箇所、調査区北辺に沿って1箇所の トレンチをあけた。(第 2図)

北辺の 卜レンチ Iでは、溝、土壌、井戸、柱穴が検出された。 卜レンチII、III、Wでは、 卜レン

チIIの東側壁面に柱穴らしき落ち込みが確認されたのみで、 他に追構は在存しなかった。

第2面下の遺構については、時間と予算の都合上、全両を掘り広げることが不可能で‘あったため、

トレンチ内だけの調査にとどま った。

本報告書では、先行調査、本調査、 卜レンチ調査とも一括して取り扱い、遺構番号を連続させた。

番号の順は任意で、追構聞の新!日開係を示すものではない。

第4節土層推積と生活商

土層の堆積状態は、調査区東壁、西壁と撹乱媛内壁、更に 卜レンチ内壁で行なった。その結果、

地表下80cm位までは、大小土丹塊、炭化物、かわらけ片、瓦片等を多量に含む中世地業!習が堆積し、

大略2枚の生活商が認められた。上部を第 l面、下部を第2而とした。

第 l面は細かく破砕した土丹を主体とし、短期間に幾度も再地業されたものらしく、 illJい用状を

呈す部分がみられた。調査区南部に最も明瞭に泣存し、東部、 北部、西宮r;では不明瞭、中央部では

より新しい面が狭小ながらも残っていた。調査区壁面の観察からは、 D-Fライン近りが若干高く、

北側が最も低くなっている。幾層かの薄い地業面のうち、上而に炭層、焼土層をのせる部分も認め

られたが、全体的な広がりは不明である。

第2面は暗黄灰色砂質土上商である。同層は調査区東寄り部分で厚く、 北部では薄く殆んどみら

れない部分もあった。精査中にとばしてしまうことが多〈、 実際には同層下に広がる暗褐色粘土層

上商で遺構検出を行った。第 1商同様、上商に赤く焼けた箇所もあり、火災を受けた可能性がある。

第3面は中世地山上国とした。同商上に厚く堆積する日音褐色粘土層は、灰白色粘土ブロ ックを混

入し、締りが強く、無造物である。第3商は、調査区北側で標高12，2m、南側で1l，8mを測り、 北か

ら南へ緩く傾斜していることがわかる。

地山は暗灰色粘土層とl培茶褐色粘土層の互層で、ともに白色微粒子を多く含み、締りが強い。下

部は青灰色に変色している。
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第三章 検出された遺構

今回、調査によって検出された造構は、道路状遺構、溝、方形竪穴、井戸、土壌、石組龍、柱穴

群がある。第 1面の造存範囲が狭かったことから、殆んどが第 2面で調査され、遺構の密度は非常

に高いものとなった。特に柱穴は切り合い関係もi欽

しく、おびただしい数が検出された。 (第5商)

ここでは主要遺構について説明を加えていくこと

にする。

A 道路状遺構(第 4図)

調査区東壁際で検出された。表土層掘削時に既に s 
確認されており、第 l面に伴なうものと思われる。

道路幅員は約 2m。主軸方位は磁北に対し、約4
0

程西へ傾くが、ほほ南北方向とみてよい。

道路中央部分は細かく破砕した土丹を密につき固

め、両側縁部にやや大形の土丹を配している。断面

の観察からは、薄い間層を狭んで、下部にも道路面

らしき土丹がみられたが、一枚の道路而として検出

はできなかった。部分的な貼り替え、補修を繰りか

えし、継続的に使用されたものと思われる。

側溝は第 2面で検出できた。 ITlii30cm程の小規模な

溝である。第 1面使用時には道路面から崩れ落ちた

土丹塊が側溝上面に広がっており、埋没していた可

能性が強L、。

B 溝 (第 5・6図)

溝1 調査区南辺で検出された。六浦路に並行す

る溝と思われる。主車Ibは約4.5。程傾くが、ほぽ東西

とみてよい。溝の南側半分及びG5グリッ 卜以西は、

宅地塀構築の際に壊されて途存しない。

調査区東壁での土層観察により、新|日2時期が確

認された。(第 6図)新しい溝は第 1商に伴ない、
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第 6図溝

断而は逆台形、上音Il llJ高 140cm、底部 1~/i\ 30cm 、 i楽さ 100cm を ìRJI る。古い講は、これより若干南寄りに

掘られていたもので、第 2面に伴なう 。なお、構底で・検出された井戸 5はこのいずれの溝よりも

。、
目

ν古

(ロ)溝2 調査区東壁寄りで検出された。確認面は第 2而。道路状追構に伴なう側溝と思われ

るが、第 1面精査11寺では検出できなかった。断而は浅いU字形を呈す。この溝と並行して、東側に

1粂の浅い溝がみつかっているが、本社との開係は不明である。

(ノ、)溝3 調査区間寄りで検出された。確認面は第 2商である。上部|阪は80cm、底部|隔50cm、

深さ90crnの断面U字形を呈する描である。(第 6図)主車111は磁北に対し、約4.5。東へ傾く 。

南端は撹乱のために消滅し、二|ヒ端は井戸12によ って切られる。井戸12以北に検出できないことか

ら、 i梓の始まりもこの辺りと推定される。j省の覆土は、締りの良い暗茶褐色粘土層と|培法、褐色粘土

用を主体とし、最下層には少量の炭化物を混入する。造物の出土はない。

(ニ)溝4 卜レンチ I内で検出された。確認而は第 3而である。上部|隔70cm、底部|幅20cm、深

さ40cmのU字形断而の溝である。(第6図)東端は井戸13に切られ、西端音11は直角に折れて北へ伸び

るようである。構内の柱穴は本i.!l:に伴なうものではない。

C 石組竃(第 7図)

調弦区西壁際のD2クリッド杭音11で検出された。第1而を掘り窪めて構築されたものと思われる

が、掘り込みライ ンは屯雨{l[ljの土層断而(第71'K1上段土層図)で確認されただけである。誼の奥壁

を支える l府茶褐色土(同 1:K16 層)は、 本力1:以二|じに坪Hí'えする地業土と区別し草1f~ <、掘り方プランを明

石'(Eにし得ーなかった。

部は南北に2基1:11:設されるが、雨イJ[Jj部分は原形を保っていなし、。南側部分を壊して必要部材を抜

き、 二|ヒ側部分を構築した可能性がある。

1iむの構造は、約20x 25 x 40cm程の鎌倉石切石を両側に 3ないし 4個立て並べて{)!ij壁とし、床面と

奥壁は瓦で構築する。床而の瓦はその[Jl:Ju而を市かして敷かれ、支柱の代わりとして、制長く整形加

工した土丹塊を両脇に配置している。床面は奥に向ってわずかに上っており、最奥音11床面が*祉周
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辺の第 l面レベルとほほ、合致する。

焚き口部は西側に設けられる。阿部に

は炭層の充填する浅い窪みがみられた

が、掘りすぎのため造存しない。

奥壁は瓦片を 2段に立て並べ、若干外

方へ傾かせて作られる。畑i道としての特

別な構造はみ られないが、奥壁に沿った

天井部に排煙孔があけられた ものと思わ

れる。

竃内部には、天井部材と考えられる賞

褐色粘土(第7図2層)がまとま って検

出された。この粘土は土丹を潰したよう

な粒子の細かいもので、炭化物を少量含

む以外に混入物は全くなかった。

出土造物としては、南側誼内部の炭層

上で、かわ らけ血が 1点みつかっただけ

である。煮炊具の出土はない。

本社検出の際、周辺を精査 したが、柱

穴等は確認できず、上屋 (逝屋)の有無

は不明である。

。p
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第 7図石組竃

D 方形竪穴(第 8図)

方形竪穴とは、上屋構造をもっ半地下

式の建築i止であり、作業小屋、倉庫、簡

易な住居等と考えられているもので、単

に方形を呈する土媛とは別に扱った。 し

かし、現実には、上屋を支える下部構造

の不明なものが多く、確実な区分にはなっていない。

(イ)方形竪穴 1 (第 81~1 1) F5グリッド杭の西側で、検出された。確認而は第 1j(ljである。

短辺1.8m、長辺2.9m、壁は15cm程が残る。床而は平坦で'ti:穴等は存在しなし、。謹二1.:'11に炭化物、悦

土を多く 含むが、床 ・壁聞ともに焼けた痕閥、はなかった。::I:_:ililhは磁二|仁に刈し、約9
0

程*へ傾く 。

(ロ)方形竪穴 2 (同図 2) 先行調査|時に検出された。確認而は第 2隔である。短辺2.6m、長

辺3.9m、壁高は約60cm を iWJ る 。 北東角 11/1\ を柱穴によ っ て 切 ら れる 。 !木I而のBY~は短車Ih方 ríl J に 4 本、 長

lliJl!方向に 2本みられる。いずれも深さが 2-4 cm程度の浅い溝で、線大木を渡した痕跡、であろう 。
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また床商にみられる小穴は、深さ10cm程度のものである。

南東隅の土壌ら床面から掘り込まれており、 85x 115cm、i奈さ約10cmを測る。この中央音11には更に

直径約60cm、i奈さ40cmの円妓が存在するが、本祉に伴なうものか若干疑問が残る。一時期古い柱穴

を同時に掘ってしま った可能性がある。本祉の長軸は約2。の傾きをもつが、ほほ東西方向とみて

よい。

(ハ)方形竪穴 3 (同図 3) D 4グリッド杭部で検出された。確認面は第2而であるが、第 1

面精査の際、本祉上面に人頭大の土丹塊が多くみられ、掘り込み面は第 1面と考えられる。短

辺2.4m、長辺3.4m、壁は約30cm程が残る。南西隅に70X80cm、深さ70cmの方形土撲を伴なう 。こ

の土壌中からは、造物片とi昆って、 鎌倉石切石の砕片が出土している。床商の柱穴は大きさ、深さ

ともまちまちで、本祉に伴なうものか否かは明確にし得なかった。本祉の主4illlは、ほぽ磁北と一致

する。

(ニ)方形竪穴4 (同図 4) 井戸2および撹乱嬢によって l二部を失なう 。掘り込み而は不明で、

あるが、造物からみて第2面の可能性が強い。短辺1.4m、長辺2.2m、壁高1.2mを浪IJる。!未而は平

坦で、 壁は垂直に立ち上がる。覆土は小形の土丹を少量含む暗褐色粘質土を主体とし、最下層は炭

化物を微量含むH音灰褐色粘土が堆積してあた。本祉の長軸方位はほぼ東西である。

短辺と長辺の比率は、他と同様に l対l.5前後であるが、建築祉とするには若干疑問が残る。

(ホ)方形竪穴 5 (同図 5) F 4グリ ッド杭部で検出された。確認面は第 1而である。東南角

隅を井戸 1に切られている。覆土はH音茶褐色土が主体で、焼土、炭化物も多く検出された。短辺l.

4m、長辺2.3m、壁高60cm、床面は平坦で、壁はほぼ主一直に立ち上がる。東壁際に山茶碗窯系控ね鉢が

l点、逆位で出土している。床面から15cm程浮いた状態であり、投棄されたものと思われる。短辺

と長辺の比率は 1対l.6。主ililh方位は、はぽ磁北と一致する。本社も小形であり、建築J:Jl:とは断定し

難い点がある。

(へ)方7E~竪穴 6 (同図 6) 確認面は第 2面。南壁を方形竪穴5と土嬢5に切られ、東壁は井

戸4に切られている。覆土は締りの良い11音褐色粘質土を主体とし、出土造物は少なかった。短辺2

3m、長辺2.68、壁高約 1mをiWJり、西壁に張り出し部をもっ。壁はほほ垂直に立ち上がり、壁際に

50cm間隔で、浅い窪みが並んでいる。板材の遺存する箇所もあり、礎板ないしは根太状の長い板を置

いたものであろう。張り /1'，し部床而の不定71ラの窪みは、深さ約40cm。炭化物を微量合む軟質の灰褐

色粘土を掘 っ たものであるが、 ~if、底面とも不明瞭で、、掘りすぎている可能性が強い。 本祉の主~ilh

は磁北とほぼ一致する。

E 井戸(第 9・10図)

井戸枠の泣存しないものに関しては、その平面プラン、 i奈さ等を目安に井戸と判断したが、特に

円形プランを呈するものの中には、他に比して浅く、井戸の機能を有したか疑わしい例もある。ま

た大形で深い井戸は、追跡地~I:'央官I1 より西側に多く検出 された。
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(イ)井戸1(第9図1) F 4グリ ッド杭の東イJ[lJで検出された。 確認面は第l面である。方形

竪穴 5を切る。平而形は、 l辺70cm程の方形フ。ランを呈し、壁は中佐から垂直に落ちる。井戸枠は

検出されなかったが、 壁画はあたか も板材が密着していたかのように平担である。底面は標高11.

1m、確認面からの深さは1.8m.mlJる。底面中央官Jlの窪みは深さ20cm、曲物等を埋置したものであろ

うか。覆土中位には挙大から人頭大の土丹塊がまとまって出土した。

(ロ)井戸2(同図 2) C 5グリッド内で検出された。確認而は第 l面。 北側IJ半分は撹乱によ

って上部を失っている。方形プランをもつが、 1辺の長さはj底而に近づく和短かくなる。中位では

一辺約1.2m、底面では l辺約O.8mである。壁面下部にみられる段は、方形竪穴 4の床面が壊されず

に残ったものである。井戸枠は検出されなかった。覆土中には、確認面近くで炭層の厚い堆積がみ

られた{也、確認面から1.2m程下て、破砕された鎌倉石切石が投棄された状態でみつかってお り、更に

確認面から2.2m程下の所て、長さ約O.7X l.Om、厚さ約30cm程の大形鎌倉石切石がほぼ水平の状態で、

検出された。井戸廃絶時の埋納儀礼の一種てあろうか。。底而の標高9.9m、確認商からの深さは3.1m

をiQlJる。

(ハ)井戸3 (同図 3) F 4グリ y ドで検出された。上部を撹乱壌に切られるため、掘り込み

面は不明で、ある。平面プランは 1辺1.2mの方形、壁はほほ垂直に落ちる。 確認而から2m程下で、炭

層、 3m程下で、木質腐蝕層が検出された。井戸枠はなし、。底而の標高は8.4m、確認商からは約4.8m

のi*さである。
(ニ)井戸 4 (同図4) E 4グリッド杭の東jJ[lJで検出された。確認而は第 2而である。上前iを

1辺約2.8mの隅丸三角形に掘り、 1_1'位以下を円筒形に掘り下げた特奥な形の井戸である。底而は直

径O.8m程の円形を呈する 。 ~IJ\丸三角形の各頂点からは、縦方向に ì'i河北tの窪みが底而まで掘られてい

るが、集水のための施設か、あるいは井戸掘削の際にと られた作業」の工夫なのか明確ではない。

また、各項点部にみられる柱穴も、本祉に伴なうものであるか不明である。底而の標高は8.4m、確

認面からは2.7mの深さを損IJる。井戸枠は検出されなかった。

(ホ)井戸5 (同図5) 調査区の南辺を|浪るiWj-1底而で検出された。上而を溝 1に切られ、南

側半分を撹乱で失っている。 1辺が約2.4mの方形フ。ランを呈し、 他と比べて大形の井戸である。全

掘はできなかった。本社は該期の遺跡、範囲と六inl路の関係を知lるJてで、興味深い資料といえよっ。

(へ)升井コ戸 6 (同図 6) 制査区西壁笥寄'りのD3グリツド内で

る。東側半分を撹乱1旗臣虞Tによつて切られる。平而フプ。ランはH凶直h主;径O.8-l. Omの円7形|杉ヲでで、、 )底丘I而白は若干丸みを

有する。調査中に水が浸み出すこともなく、井戸として扱うには問題があるかもしれない。底而の

標高は11.8m、確認面からは1.lmの深さである。

(卜)井戸7 (同図7) 調査区のほほ片I央部、 D6グリッド内で検出された。確認而は第 2面

である。上面は不整円形、底面は直径O.8m程の円形を呈する。底面は平坦で、棋高11.4m、確認而ーか

らは1.5m程の深さである。壁は上位から垂直に落ち、壁面下部からは水が少々浸み出していた。

(チ)井戸 8 (同図 8) 井戸7の北東、約 3m程mu:れた場所て、検出された。確認面は第 2而であ
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る。上面は柱穴等が切り合うため不整形を呈するが、 I辺0.8m程の隅丸方形に近い形状といえる。

底面中央部は浅く窪むようであるが、不明瞭である。底面の標高は10.8m。調査中でも下部に水がた

まっている深さである。形態・規模とも井戸lと類似している。

(リ)井戸 9 (同図 9) 調査区北西部、 B2グリッド杭近くで検出された。確認面は第 l面。

上面プランは直径1.3m程の円形であるが、底面に近づくに従い径は狭ばまる。底面の標高は11.2m

をiRlIる。北西部壁而には、浅い溝状の挟れが下音1)まで掘られる。この挟れ部は、井戸掘削の際の技

術的工夫の一つであろうか。覆土 ~Il か らは礎石に使用されたと思われる扇平伊豆石が数多く出土し

た。確認、面付近で20数個、確認面下 1m程の所で'13佃が数えられた。

(ヌ)井戸10(同図10) 井戸2の東側、撹乱壌の底而で検出された。かろうじて残る南側壁面

の状態から、第 1面を切っていることは明らかである。底面は直径0.7m程の円形プランを呈し、標

高は11.4mをiWIる。調査中に水がわずかに浸み出す程度の深さである。

(ル)井戸11(同図11) 調査区西壁際のD2グリッドで検出された。確認面は第 1而である。

平面プランは直径約1.3mの円形。底商では直径約0.9mに減じる。底面は若干西側に片寄っており、

標高7.2m、確認商からは 6mの深さである。南側壁而には井戸 9と同様の扶れが底而まであれ、てい

る。覆土下層からは火熱を受けた扇平伊豆石、石臼等が/J".土している。なお、本祉最下音11でも岩盤

はみえていない。

(オ)井戸12(同図12) D 3グリッド杭の南側で検出された。確認面は第2面である。 1二而フ。

ランは直径2.2-2.6mの惰円形を呈す。井戸底の標高は6.7m、確認面から 6mの深さを側る。誼土

上層には扇平な伊豆石 6個と破片20点、鎌倉石切石の破片 4点が投棄され、その下部には炭用の推

積がみられた。 井戸枠は納で組んだ横木の上に支柱を乗せる、方形~ず{桟支柱形式と呼ばれるもので、

井戸底から 5段分が造存していた。傾1I板は 3段分の長さをもち、 4枚を横に並べて 1Trriを構成する。

掘り方は完掘できなかったが、上面プランでは雨.径3.8m程の円形を呈するものである。

(ワ)ヲ升井|ド二戸l口3(第6図) トレンチ I内で

戸であるが、 全掘はできなかった。溝4より新しし、。

F 土壊(第11図)

特徴的なもののみ記すことにする。

(イ)土按 1 (第11図 1) D 6杭の南側で検出された。確認面は第 I面である。直径約70cm、

深さ10cm程のやや惰円に近い形状を呈し、中央音1)に曲物を1型置する。曲物は周囲に塗った漆皮)j莫だ

けが遺存する。厚さは 1mmもなく、完全な形でとり上げることができなかった。底板もあったよう

で、同じく漆皮)j莫が底部に遺存していた。i出物の内外ともUJ.土造物はない。

(ロ)土妓2 (同図 2) F 5グリ ッド杭の約 2m東側で検出された。 確認而は第 2而。摺鉢状を

呈 し、常滑窯産の裂が据えられた状態で出土した。裂は上半部を欠失し、底部のみが造存する。他

によI~.土造物はない。
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(ノ、)土嬢3 (同図 3) F 2グリッド杭近 くで検出された。確認面は第2而。直径70-75側、

深さ15cm程の不整円形を呈する。内部に渥美窯(? )産の担ね鉢が投棄された状態で検出され、更

にその内側から山茶碗2点がみつかった。いずれも破損品で、ある。

(ニ)土境4 (同図 4) F 7グリッドで検出された。確認面は第2面。短辺70cm、長辺80cmの

方形プランを呈し、深さは85cmをiW同 。底面は平坦で‘、壁はほぼ垂直に立ち上がっている。東北角

隅に接して、大形の鎌倉石切石がみられるが、本社には直桜関係ないものと思われる。

(ホ)土壌5 (同図 5) 方形竪穴5の西側、Eグリッド内で検出された。確認商は第 l商であ

る。短辺80cm、長辺120cmの長方形フ。ランを呈し、i楽さは70cmをil[lJる。底面は平坦で、壁はほぼ垂直

に立ち上がっている。

(へ)土壌 (同図6) C 7グリッド内で検出された。確認面は第2雨。短辺100cm、長辺120cm

の方形プランを呈し、深さは40cmをiHlJる。 j底面は平坦で、、壁は緩い雌l面を もって立ち上がる。

(卜)土按(同図 7) E 7グリッド杭の東側で検出された。確認而は第 2面である。短辺100cm、

長辺115cmの方形フ。ランを呈 し、 i奈さは75cmを損IJる。底而は平坦で‘、壁は垂直に近く立ち上がる。中

央部から若干東壁寄りに、大形の伊豆石が検出された。伊豆石は底而から約10cm程浮いた状態であ

る。また近くから瀬戸窯産の仏華瓶I点が出土し、二|ヒ宋銭も覆土中から 4枚出土している。墓按の

可能性が強い。

(チ)土媛8・9(同図8) E 4グリッド杭の西似IJで検出された。確認而は第 lji而である。覆

土は両土被ともに近似しており、識別は困難で‘あった。 南刊[IJ を土墳 8 、 北側 を土~f.t9とした。平而

プランはともに直径 1m程の円形で、深さは土媛 8 が60cm、 土~J.i 9が70cmを測る。土域8の底而には

15 x 20cm程の浅い窪みがみられた。

G 柱穴群(第 5図)

柱穴は遺跡地全面にみられ、やや凶イj[lJに集中する傾向が窺える。造物の出土した柱穴だけで も約

600穴を数え、総数は1000穴近くになると思われる。切り合い|立l係も綾雑で、 一械の主!!:物を1111，'+'，する

ことは不可能で、あった。短期間に幾度も建て替えが行なわれた結果であろう。柱穴はドIJ!，九)j)1ラフ。ラ

ンを呈するものが多く、 i奈さはまちまちである。柱の高さ調整や沈み込み防止のために、 ι|二)l:l-鬼を

内部に入れた例もみられた。

柱穴の中には住居以外の木fJJl1や板塀に使用された ものも合まれる。溝1の北{JlIJ1.6m程に土丹城を

入れた柱穴列が認められ、こうした施設の存在を考えさせられる。

柱穴群に関しては、もう少し検討したいため、ここでは簡単な説明だけに留めておく 。
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第四章 出土遺物

調査中にi:11土した造物は、かわらけ皿、常滑焼襲、瓦などを主体とし、骨、貝などの自然造物を

含めたその総量は、天箱 (長さ54cm、短辺34cm、深さ15cm)約125箱分であった。ほとんどの造物は

地業層中から出土しており 、追構内から出土したものは数少ない。ここでは、前章で述べた造構内

より出土した造物に限り掲載し、説明を加えていくことにする。

溝 1出土造物(第12図 1-2 1) 

溝 lは南半分が撹乱によ って失なわれているため、造物の大部分が、第 1商に伴なう新期の講中

より出土している。

1 -12はかわらけ1U1o 7と12が手担ね成形の ものである。糸切り 底のかわらけ血は、底径が大き

く、器高が低〈、体部は内轡する特徴をもっ。 2は内底而のノデツケが行なわれず、螺施状の調整

痕を残し、 'I' ~背1 )分は窪む。

13は山JI110 1塙灰色を呈す。JJ台土は精製され、|守色微粒子を多く含む。焼成は竪級。内底面には重

ね焼の際の副!着j~誌がみられる 。

14・15は-'l1f11必li9Iiの小片である。14は仁|縁部内1J'riに一条の沈線を有するほかは、残存部に文様はみ

られない。キ111部lは酸化気味で抗色l味が強く、 制かい貰入が多く入る。15は体部外面に鏑蓮弁文を配

している。中111はl'Ij台引付古1)を|徐いて掛けられる。1炎青色を呈 し、貫入は大きく粗い。

16は i~\英窯庄の-1"1: 'ね鉢小)'，-である。r);Ji而に降灰がかかる。

17-20は 'I~ ; ~; ~'I!l 兜必のもの。 17 と 20は担ね鉢。 1 7は 1 1 縁部を丁寧にナデ、口唇部を平坦に仕七げる 。

休部外而はへラナデiUliJ整で、ある。20は凶卜j反!日{したもの。口唇部に若干丸l床をもっ。体部外商は聴

峨前'l:~(X:ji~ を l川 11戒に伐し、下位のへラケズ リ 痕もほとんどナデによって消されている。高台は肉厚で

Jeu -tな ものを!!，'jる。|付rfli，'，位以下は陪粍が著しく、内底而には重ね焼の際の融着痕がみられる。

18・19は裂1r紘古1)の小)'，-である。18はN字状に:j"Ji-リ曲げ"19はT字状に整形した縁帯を もっ。

21は中，'i似ギ;製liJiのii，j.古1)である。陸側は鋸で切断され、更に切断するための浅い溝が裏面に掘られ

ている 。 切断 1 (li か ら は約1 ， 5cmの 1I\J líi~i で・ある。こうした例は、 i骨石製釧の小片にもままみられ、廃材

利用の-19IJといえる。

溝3:+'，土辿物(第12図22-28)

22・23はかわらけ皿。22の底部は静止糸切りで、内底面のナデツケは行っていない。器JIヲに若干

歪がみ られる。 休部は中位で強く屈1111し、口縁音Ilは直立気味に立ち上がる。JJ台土中に微砂粒を多量

に含むため、部表はザラついた感触で、 11音赤褐色にかtきヒっている。また、白色針状物質も多く合

33 



有する。 23の底部は回転糸切りである。内底商のナデツケは行っていない。暗燈褐色を呈するもの

の、 JJ台土は22と同じで、やはり ザラついた感触をもっ。器高はやや高く、体部は丸昧を有する。口

織部を強く ナデるため、 外反気味の口縁となる。

24・25は青磁。 24は内底面に櫛描画花文を配す皿である。柑はi炎青色で透明感がある。25は碗。

残存部に文様はない。全体に肉厚で、高台畳令l部の粕も完全には削りとられていない。干111訪問は黄色

l床が強く、 細かい貰入が多くみられる。

26・27は山皿。26は黒l床がかった時灰色。口唇音Ilはわずかに外反する。 27は明灰色。器高が高く、

口唇部は内管する。

28は、 山茶碗。胎土中に粗い砂粒を多く含む。

i昨4出土遺物(第12図29-32)

常滑 ・渥美窯産の袈片も少量出土しているが、実視IJで、きるものは少ない。図示したかわらけ皿lは

いずれも小片である。

29-30は底部に回転糸切り痕を残す。31は手担ね成形のものである。

石組iZ出土造物(第13・141:R133-59) 

33は誼床面の奥壁側、34は焚き口側に敷かれていた瓦である。土庄のために割れているが、 当初

は完形品であったと思われる。ともに格子目IITき痕を凸面に残す王子瓦である。

35-38は平瓦。35・36は屯奥壁に使用されていた瓦で、 37は雨iJllJの鎌倉石iJ!lJatと支出、11代わりの土

丹塊の聞に落ち込んでいたものである。38は同寵の覆土中からIJ'，土した。

39は竃奥壁に使用された瓦である。破損後、奥壁として用いられたもので、復原するとほぼ一枚

の平瓦となった。凸而には粗し、縄目が残る。

40 - 4 4 も同竃の覆土 ~I-' から ，':l:'，土した瓦である 。 42が丸瓦、 他は平瓦。 4 1 は温床I而に蚊かれた33苦手

の瓦の下部で検出された。42は37番の瓦と同地点で検出されたものである。

44-45はかわらけ皿。45は北側琶の外部で'，'J'，土したもの。53は南iWJ屯内の炭層由ー 1-で，'ILIーしたも

のである。ともに平面図上に記録した。48・49は北側の竃内覆土'-1'、54・55は南側の逝|人l縦二1-_'1'か

ら出土しており、 他は竃周辺部の出土である。50は底部穿孔かわらけ。52は子担ね!却|ヲである。

56は青白磁葉。天井音Ilに文様を配す。笹川l辺音IlI:I'，土。

57は常j骨窯産の壷口縞市11。南側竃内より iI'，土。

58は山茶碗窯系控ね鉢。誼周辺音IlULJ。

59は鉄釘。南側i1E内，':l:'，土。

方形竪穴1出土造物 (第15図60-74)

60-63はかわらけJJlL61は灯明1[[1としてイ史用されたものである。
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64・65は青磁碗。64は外面に鏑蓮弁を配す。手111は細かな気泡を多く含むが、透明感、光沢とも強

い。 65は内底面に草花文を配す。粕は失透し、高台内部分にまでかかる。高台内底面のflhは、中央部

分を残し、きれいに拭いとられている。

66は瀬戸窯産の平碗。内面から外面体部中位にまで灰fJlIがかかる。ドブ漬けである。外面の高台

部近くに回転へラケズリ痕が残る。内面に重ね焼の際の目痕がみられる。

67は天目茶碗。 舶載品であろうか。JI台土は灰色を呈し、粘性が強い。体部外面および高台部は右

回りの回転へラケズリを行うが、 蹴状の亀裂が多く入り 、 「寧な仕上げ、とはいえない。漆黒色のflh

が内面に厚くかかり、外而高台部分にも一部流れ落ちている。

68は産地不明の陶器蓋。混入品であろう 。天井部にのみ薄く灰手Ihをかけ、鉄絵を配す。

69は山茶碗窯系の控ね鉢。

70は常滑窯産の襲。 T字状の縁帯をもっ。

71は子熔り 。

72はし、わゆる磨り常滑と呼ばれているもの。常滑裂の破片を利用し、焼け焦げや錆等を落したも

のであろう。周縁部が磨耗している。

73 ・ 74は凝灰岩製砥石。 同ーの石材を使用したものと思われる 。 I~l砥である 。

こ の他に鉄釘数本と銭が出土している 。 銭は2枚みつかっ たが、~j!iの ため判読は不可能で‘ある 。

方形竪穴21出土造物(第15図75-91)

75-85はかわらけ皿。灯U)，llillとして使用されたものが何点かみられる。77. 79・84・85は、 71f手

タイプの皿である。

86は常j骨窯産の担ね鉢。

87は常滑窯産の襲。

87は転用硯と思われる。滑石製鍋の鍔を削り落し、内面1-1-'央部に陪粍痕が観察できる。

89はかわらけ質土製品。11台土 ・色調 ・焼成ともかわらけ皿と同じであるが。体部下位から底而に

かけて子持ちのへラケズリを行っている。千葉地追跡、では、土器fZ子熔りとして扱っているものの

中に本品と近似した例があるが、本品の内而に二次的な被熱の痕跡はみられなし、。

90は手熔り。

91は常滑窯産の捜ね鉢。小片からの復原である。高台はない。口唇端部は若干;室み気味で、外方

へ引き出される傾向にある。内面下位にl藷粍痕がみられる。

方形竪穴3出土造物(第16図92-99)

すべて床面南西隅の土;旗中より出土した造物である。

92-97はかわらけI皿。96は略完形。97は薄手タイプのものである。

98は瀬戸窯産の卸 llillo

99は砥石。頁岩製であろうか。平坦に使用している砥石は一而だけで、他面には幾筋もの粂線

38 



:ozη 
、二土二五

巳:3.~

ミミ ーイ5 ミーヰJ78二デ

モ土4 て「刀 9
て;二Ld，巳土弓oV86

二百
三二七-r三三二三
R三二一ィ

。 10cm 

39 



ミゴ亡イCよ三三 :ョ
モ司-~モ三2!
日

三主JJヲ02又一斗ーイ06
込-十一イ05

03 一一一一一一一 107 

巳1ーイヒ三弓亡二三

そ二二二二ぷ

4 1り8

ミ斗マイ3ミヨ~9
ξ二~，人--t-ぷ
三辻二戸f5

ヒゴ :::c=:~2 三三ヰ ...d
モヰイ11

118 

窃意義⑬

om 

仇

wn材
U
日

民「

10cm 。
119 

方形竪穴 3・4・5出土遺物

40 

第16図



がつく 。鋭利な先端部を砥いだのであろうか。

方形竪穴4出土造物 (第16図100-101)

造物は非常に少なかった。 i則図可能なものをとりあげた。

100はかわらけ皿。

10Uま常i骨窯産の査である。

方形監穴5出土造物(第16図102-122)

102-116はかわらけ皿。113は白かわらけと呼ばれる畿内地方からの搬入品である。 102・103は灯

明JlIlo 106は薄手の小JUIである。

117は瀬戸窯産の水注で、あろうか。口縁部及び{本部下半を欠失する。

118は常滑窯産の裂。口縁部をN字状に折り曲げている。

119は出茶碗窯系のJJF1ね鉢。口縁部の大部分を欠くが略完形である。壁ーよ り床面近くで出土した。

内底而に磨耗痕がみられる。

120は銭。天情通宝 (1017年)・皇宋通宝 (1039年)・照寧元宝(1068年)である。

121は鉄釘。右端の l本は頭部を環状に丸めている。

122は銅製品。

ブ'nlヲ監穴6，LI'，土i立物(第17凶123-140)

123-129はかわらけlIIlo125・129は手担ね成形である。

130は産地不詳の.tf;!.ね鉢}'，'、l情灰色を呈 し、焼成は堅級である。

131は山茶碗窯系の叫ね鉢。口唇端部にit線がみられる。

1 32 は'，!計百窯産の輩あるし、は小形の ~m。

1 33 ・ 134は瀬戸窯庄のもの。 13 3は合子身1111 0 議受け部と外底面を除いて、薄く灰~Ihがかけられる。

134はI!LJ:tf壷底部。

135は舶載品。JYl豹h欽絵燃の底古IlJ-1である。内底而に草花文らしき文様がみられる。

136は111茶碗祭系の担ね鉢。131と同一伊|体か否かは判然としなし、。残存部から復原した傾きは若

干急で、総体に歪みがあった可能性もある。内而下位に磨耗痕がみられる。

137 はìIJ\美窯産の~~o il唇音11内而と肩部外而にj享く|降灰がかかっている。口縁部の立ち上がりは直

立に近く、 IJ唇音11は若干外1J!1Jに引き，'-!-'，されるが、端而は平坦で、ある。

138は平瓦。l竺l而に地1:1し、制日が残る。

1 39はß~釘。

140は北宋銭。元祐通宝 (1086)であろうか。
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井戸 1出土造物(第18図141-172)

141-161まではかわらけ皿。このうち、 154までが上層出土。 155以下が下層出土のものである。

形態的には全く差異がない。小皿は器高高く、 体部市住で屈曲し、口縁部はわずかに外反する。大

血は直線的で、あるが、体部下位に丸l床をもち、口縁部が外反する特徴をもっ。

162-164は瀬戸窯産のもの。162は小11Ilと思われる。口唇音Ilに茶褐色の鉄紬がかかる。162はやや

深めの皿。体部外面は回転へラケズリ、底部は削り出し高台である。162と同様に、ドブ漬け手法に

よ っ て 口唇部にflll をかける 。 淡緑色の!束手111 てある 。 164は灰~III平碗。 削り出し高台をもち、体部外商

は回転へラケズリ。キ111は内商および体部外商下位までかけられる。内底面近くには重ね焼の際の目

痕が2ヶ所残る。162・163が上層出土。164が下層出土。

165は青磁鏑蓮文碗。小片である。上層出土。

166は常滑窯産の護口縁部。下層出土。

167は産地不明の饗底部。11台土中に粗い一長石粒を多く含み、焼成不良。土器に近い。内市は磨滅し

ており調整不明。外I而はユビオサエのちナデと思われる。外底而には静止糸切り痕とスノコ庄痕が

観察できる。下層出土。

168は北宋銭。至道元宝 (995年)・至大通宝 (初鋳年不明)ともに」て層の出土。

169は土風炉の肩音Il破片である。透し窓の一部が半円形に残る。内面はナデ、外商はへラミガキが

施されていたようである。下層出土。

170・171は瓦器質香炉。170は171より若干大き目のものと忠われる。休部外面に菊花文を配す。

上層出土。171は外而に雷文を連続して押捺し、底部に脚をEllり付ける。下層出土。

172は瓦質手借り。体部内外商にへラミカキを行うが、内面は粗雑で-ある。外商の口縁部近くには、

it線と菊花文、連珠文を配す。脚を有すが、残存音11僅少のため形状等は不明。下層出土。

井戸2出土造物(第19医1173-195)

173-184まではかわらけilllo176・179・182が下層出土。他は」て層から1:1:'，土した。 176は薄手タイ

プの小皿で、休部に丸l床をもち、器詳iが高い。小皿は全体に数少なく、完形品は少なかった。大血l

は丁寧な作り の も のが多 く 、 完7r~ ti~1 も多く出土した。 特に、 181-184の大皿は他に も 比 して大振り

で、特徴的な一群である。

185・186は青磁碗。高台畳f寸部以外の全而に豹11がかかる。186は単葉の鏑蓮弁文碗であろう 。とも

に上層出土。

1 87は瀬戸灰~III小皿。 内底面中央部に菊花文スタンプを押捺する 。 最下層 出土。

188-190は瀬戸折縁1m。内外商に灰手111を刷毛塗りする。仁|唇端部の作りに差異がみられる。いず

れも下層の出土で・ある。

191-192は常滑襲。191は下層、192は上層出土。

193はi官石製スタンプ。取手部に 3箇所の孔をあける。下層出土。
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194は土風炉の破片。 11要のくびれ部分と思われる。外商に連珠文を配す。内面はユビオサエ後、下

部をへラナデ。外商はへラミカ、キを施す。内外商とも黒く慎されている。上層出土。

195は北宋銭。祥符元宝 (1008年)。上層出土。

井戸3出土造物(第19・20図196-227)

196-210はかわらけ皿。196・197・203・204が上層出土。 198・199・205・206が下層出土。200-212・

207-210が最下層の出土である。小llllは器高が低く、底径の大きいものが目立つ。大皿も204を除い

て小Jmと同様の特徴をもち、体古11の内主きするものが多い。手控ね成形の血や薄手タイプの皿はみあ

たらない。 204は混入品であろう。

2 11は青磁碗。残存部に文様はみられなし、。高台内底部は~!I.~~lhで、ある。最下層 l引土。

212は青白磁梅瓶。キ18はi炎青白色を呈す。下層出土。

213・214は常滑窯産のもの。213は護口縁部。214は控ね鉢である。ともに下層1+'，土。

216は手焔り。口縁部外商にー粂の沈線がめぐる。最下層出土。

217は山茶碗窯系の担ね鉢。高台は断面三角形状を呈し。 丁寧な作りである。内閣体部下半に磨耗

痕がみられる。最下層出土。

218は北宋銭。元祐通宝 (1086年)。上層出土。

219は鉄製品。つるはしの先端に似た形状である。用途不明。下層出土。

220-226は木製品。 220・221は木槌。221が柄の部分である。火を受けて、約半分が炭化してい

る。下層出土。 222は錐等の柄であろうか。一端を欠く 。下府出土。223は管状の木製品。表面は

平坦で、ある。下層出土。 224は黒漆を塗った椀。無文である。下層出土。225は1[11。黒j奈を塗った

後、朱漆で花文を内外商に押す。下層出土。226は家具、 制度品の一部であろうか。タj材の一部を掘

り窪めて敷居状にし、約3.5cm間隔で薄板を立て並べたものらしい。 3箇所に釘穴がみられる。下

層出土。

227は不明石製品。灰白色の凝灰岩を三角柱状に加工する。撃で1~ll った痕跡がれ所にみられる。重

量は約5 . 5kgを測る。はね釣瓶の重し石であろうか。最下層 ，~'，土。

井戸 4出土造物(第21・22図228-286)

228-255まではかわらけllllo229・230・232・241-243・245-248が上層出土。他は下層tlJ，ニ仁で、あ

る。 228は口折れかわらけ。器JIヲ的に数タ イプが混じり合うが、慨して小[[11、1:1"皿、 大川1ともに器肉

が厚く 。f本音flは直線的で外反する傾向がある。

256は明代の白磁小皿。小片である。上層出土。

257は瀬戸灰柑小皿。キ111は口唇部にのみかかる。破損後に火を受けている。上層IJ'，土。

258・259・261は青磁。 258は内底而に櫛描画花文を配す小Jmo 259・261は1純である。 261は無文。

いすれも上層から出土した。
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260は白磁四耳査小片。上層出土。

262・263は天目茶碗。 262は口唇音11が茶褐色、それ以下が黒褐色を呈す。瀬戸窯産。 263は漆黒色

を呈し、素地は灰色轍密、舶載品と思われる。ともに上層11'1土で、ある。

264は瀬戸灰柑平碗。制は黄色I床を帯びる。上層出土。

265は瀬戸窯産の卸し血。口縁部内外商に灰柏を塗る。」二層出土。

266は常滑窯産の担ね鉢。小片である。 上層出土。

267-269は瀬戸窯産のもの。267は行平であろうか。内外商に灰手Itをかける。上層出土。268は

折縁皿か。内外面に灰手IHをかける。上層出土。269は洗であろう 。外面の灰利lは孝IJ落している。上層

出土。

270・271は山茶碗。同一個体か否かは不明。270の内底面には磨耗痕がみられる。控ね鉢として使

用したものか。下層 1lf'1土。271は口縁部を除き、内外面とも黒く 煤けている。上層出土。

272は山茶碗窯系担ね鉢。下層出土。

273-276は常滑窯産のもの。273・276は控ね鉢。274・275は喪である。 275のみ下層出土。

277-279は子悟り。 277は口縁下に円孔を有す。口縁音!l内而から体部外面にかけて、 二次的な火熱

を受ける。最下層出土。 278は口縁部外商に沈線をめぐらし、菊花文・連珠文をスタンプする。

上層出土。279は土器質で明償褐色を呈す。口紘音11を外方に引き出す特徴的な器形である。最下

層出土。

280は土風炉。肩部の破片で、透し窓の一部が弧状に残る。内而はへラミカ、、キを施し、銀灰色を呈

す。上層出土。

281はかわらけ皿の底部を加工した土製品。下層HJ1土。

282は灯明台と思われる。IM;111:illは片手で握って主主形した附単なものである。 1っ待1+'1ニl二。

283は茶臼模造品。長石等を多く含む土で焼き上げ、 側I而および上商を黒く嬬しである。イ!lIJ而には

2箇所に把手孔をあける。実際に使用されたと思われ、臼の目は磨耗し消えている。 1っ書出土。

284は北宋銭。皇宋通宝(1039年)

285は瓦片を利用した製品。瓦の凸面周縁が磨耗し、擦痕が多くみられる。錆落し等に使用したの

であろうか。 上層出土。

286は軒丸瓦。 瓦当面に巴と連珠を配す。下層出土。

井戸5出土造物(第22医1287-295)

287-294はかわらけ血。287・292・293が糸切り底である。

295は渥美窯産の控ね鉢。高台Nlに誌の圧痕がつく 。|川氏而に)密耗痕はない。

井戸7nU'.j立物(第221ヌ1296-305)

296-299カずかわらけ 1111。
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300は青磁。小形の碗であろうか。キ111は酸化気味で、粗い貫入が入る。

301・302は白磁口禿小皿I。

303-305は瀬戸窯産のもの。303・304は卸し皿。 305は折縁皿である。

井戸 8tl~，土泣物(第23図306-311)

306-308はかわらけ皿。

309は白磁口禿げ小皿。口唇音1Iに黒漆様の付着物がみられる。

301は瓦器質香炉。外面にへラミガキを施すが、嬬されてはいなし、。沈線区画内に桜の花弁形のス

タンプが連続して押される。

311は瀬戸折縁血。折り返された口唇部は平I旦で、体音II外商に離離調整痕が残る。内外而にj束手IIJを

施利l。

この他に、舶載品の黒泊I1天目茶碗小片が出土したが、図示し得なかった。

井戸9出土造物(第23図312-323)

312-317まではかわらけJIllo 317は口折れかわらけと称する小JULである。

318はi粉、戸天目茶碗。 体昔日片も出こ|二 したが接合しなかっ た。内底部商に黒手Jft を施手III 。 高台内の I~ IJ り

は甘く、斜めに一回転削っただけ。ベタ高台に近い。

319は産地不詳の碗。外底而に|旦|転糸切り痕を残し、高台は付け高台。体制iとの境いは丁寧にナテれ

られ、畳f寸部には山茶碗同様の籾殻状圧痕がつく。白色微粒子を多く含む胎土で、焼成は竪鍛。11台

芯部が暗赤褐色、器表が黒灰色を呈す。

320も産地不詳。小片であるが復傾径は21cm程と なる。体部が直線的で‘仁l唇部は平坦に近い。須恵

器高台王手に似た器形である。Ilfi土は白色微粒子を少量含み、鍛密。Ilti芯 ・器表とも灰色を呈す。

321 ・ 322は控ね鉢。 321が山茶腕窯系、 322が'，~it; ~'骨窯産のものである 。

323は 'Mf;H~'~~。 総肉は厚 〈、折 り 1I11 げた口縁音IIが頭部に密着している。

井戸10出土泣物(第23図324-328)

324-326はかわらけ皿。

327は備前窯産の描鉢。内而に6粂単位の櫛目をつける。

328は土風炉。口縁部、 )1阿部、!底音IIの破片が出土し、図上復原したものである。底部と胴部のつな

がりや総高に誤りがあるかもしれなし、。頭部に桜花文スタンプ、 JI阿部の隆帯区画内に雷文スタンプ

を押す。更に、雷文スタフ。J-_には珠文を貼リ付けた浪跡がみられる。底部には獣舷11に雲)1ヲを主Ilみあ

わせた!闘lが取りつけられる。円融音1I内而から休部外而までへラミガキを行う 。)阿部はへラケズリ後

へラミカAキを施す。内外面とも黒灰色を呈す。なお、本品のみ 4分の l縮尺で掲載した。
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ヲ 1" 1HI~土造物 (第24図329-338)

329-332はかわらけ皿。完1r~品はない 。

333は瓦器椀。暗灰色を呈し、口縁部のみ灰白色を呈す。

334は瀬戸窯産のもの。 血であろうか。 小片である。

335は青磁折縁鉢。休部外商に鏑蓮弁文を配す。

336は瀬戸行平であろうか。 小片である。

337は山茶碗窯系担ね鉢。

338は安山岩製粉びき臼。下臼である。破損後に火を受けた痕跡がある。最下層から出土した。

井戸12出土造物(第24・25図339-390)

339-378がかわらけ皿。 364 まで、が上層 1':1:'1 土。 365以下が下!日 I:I~I土である。上層と下層ではかわら

けI皿のタイプに大きな差がみ られる。 掘り直しが行われた結果かもしれなし、。上層出土のかわ らけ

101には体部の外反するタイプを含むが、 下層出土のものは内轡するタ イプばかりである。

379は瀬戸窯産のもの。平碗であろ うか。仁l縁部は屈曲して外反する 。 灰~III を施手111す るが、 外商{本

音lí は ~!I.r， ~lh て、ある 。 小片であ るが大振 り の碗と思われる。 上層出土。

380-382は常滑窯の製品。380が担ね鉢。上層出土。381・382が護口縁部である。381が l'層r1'1土。

382が上層出土である。

383・384は青磁碗。 ともに下!層冒カかミらJ出:1

する。3犯84は内底函に草花文を配し、 |百l紘一に高台畳付音li以外に施キ111する。

385は転用硯であろうか。常滑裂のf本音li片内面に磨耗痕がみられる。下層1:1'1土。

386は木製品。扇骨である。骨は 5枚残存し、いずれも先端を欠く 。'簡を束ねる丸棒は直径約 4mm 

で両端には約 3mmづっとび出している。漆を塗付した形跡、はみられない。下層出土。

387は子熔 りであろうか仁l縁部および外面をへラミガキ、内而は組制(~なへラナデで仕上げる 。 外I行i

を嬬した形跡、は特にみ られないが、 内而は火熱を受けて細かいひび割れが多く入る。残存音liが小さ

く全形状は不明、輪花形であるかもしれなし、。 ド層出土。 388は常消窯産の担ね鉢。 小片からの復

n主である。 外商f本部下半に縦方向の木口状工具調整痕がみられる。内面中佐の指頭圧痕より |マでは

使用による磨耗が顕著で‘ある 。 下層 I:I~I 二l二。

389は安山岩製粉ぴき臼。下臼と思われる。目は磨耗し消滅している。上層出土。

390は滑石製鍋。鍔部先端は欠損。残存部から推察すると大形のものと思われる。上層出土。

土:lj~~ 3出土遺物(第26図391-397)

391・392は青磁石宛、 日。

393・394はかわ らけJill.o 393は底部回転糸切り 。 内底而は il毘くナデツケを行っている 。 仁l 唇部が)j~

l享し、 iti形に歪みがみられる。 394は子担ね!制限である。
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395 . 396は山茶碗。 395は内面に磨耗痕がみられる。高台の貼り つけは組雑。 396は器肉が厚く、

高台もしっかりしている。内底面にへラによる落書き様の文綬をつける。

397は産地不詳の担ね鉢。胎土中に白色微粒子を含み、堅鍛。胎芯は暗赤褐色ないし器表と同じ黒

灰色を呈す。高台部にはへラによる刻み目が入る。内底面は磨耗している。

土壌4出土造物(第26図398-405)

398-402はかわらけJIll。

4031副知骨襲。織，出ーは下方に大きく垂れ下がる。

404は青磁。鉢であろうか。全両に手111がかかる。

405はj9c釘。

土~r 5 出土造物(第26 1~1 406-410) 

406-408はかわらけ皿。いずれも小片である。

409は瀬戸香炉。 休部内外而に薄く灰~IIIがかかる 。 脚は台形状に粘土を貼 った簡単なものである 。

410 は前十13・ ~gr;~J{~I[ 。 片口が付くようである 。

土~~ 6，'1'，土造物(第271'K1411) iRlI凶可能なものは、かわらけ皿L#だけで、ある。

二j

412-41凶6はかわらけ|川[[1.0 412は灯U}1_1Il10 414・415は薄子タイプの皿である。

417は瀬戸仏本胤。光形川である。底部を1111転糸切りし、休部外商に薄く灰豹11をかける。

418は市十lei-説11紘;'';11)'，。

419は‘|三上Lo1"IHliに終了日の1111き痕を伐し、イWH雨には竹管による円文を押している。

420は北米政。]じ材jjj)じi;:0086iF)以外は判読耳、可能で、ある。

1);;:( 8 ，'1'，1'. (第271ヌ1421-426)

412-423はかわらけIfIl。

424. "， 'i磁 ~! I.fi文腕。 il--1f; 古 1I は践JJ台 。 |付底而に一条の沈線をめぐらす。 土境 5 出土の破片と接合。

425・426は瓦。425が丸1Lo 426は平瓦である。

土岐9，'1'，土 (第271ヌ1427-431)

427・428はかわらけJI且。

429は揃戸窯産のもの。 腕であろうか。口縁音1I外而と内面に灰キ111がかかる。

430は瀬戸折紘.lnlo I1-J而および体部下位まで灰キ111が刷毛塗りされる。土~~ 5出土のli&γ1と持介。
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第五章 まとめ ~多多ケ......--\

B- _..-~~ランf

遺跡地の地理的条件をみると、

金沢から鎌倉府内へ通じる六浦路 c-
に面し、幕府、永福寺、勝長寿院

といった頼朝ゆかりの遺跡と至近 D-

距離にある。 『吾妻鏡』に記される
I期

ように、当該地域は開府以来、御 E 

家人や北条氏被官らの居宅が営ま

れ、調査地点もそうした一画であ F-

ったことは想像に難くない。重複

する多数の柱穴群が当時の状況を G-

示唆してくれるが、 残念ながら建

物の規模、配置、時間的に変還と
2 3 4 5 6 7 8 

いった問題に関しては不明といわ

ざるを得ない。ここでは、掘立柱

建物以外の遺構を整理・検討し、 ~お\調査地点の生活空間の変化を追っ
B 

てまとめとしたい。

まず、遺構相互の切り合い関係
C 

と検出面、出土造物を参考に、全 。
体を 4期に分けた。(第28・29図) 方形竪穴4

D 
遺物の年代観については、河野真

気l郎氏の論考 (1鎌倉における中世
E- 方形竪穴6 II期

土器様相JW神奈川考古』第21号、 む1986) に依っfこ。
F-

I期 第 2面下を生活面とす 井戸3

る。土壊 3、井戸5、溝3が該当 ロG-
する。井戸 5の存在から、遺跡範

囲はより南側に広がっていたと判

断される。なお、第 3面で検出さ
2 3 4 5 6 7 8 

れた溝4は、出土遺物からみて、
第28図 1 • II期遺構図
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当期と大きな時間的隔たりはない

と思われる。短期間のうちに大規

模な地業が行われたのであろう。 い六
出土造物の特徴から、 13世紀中頃 B- ¥ 
一後半代に比定される。 III期

II期 第 2面を生活面とする。 c- 吠f'~
側溝(溝 2)を伴なう道路状追構 。 。
と溝 1 (旧)によって遺跡地の東 D-

i⑬)Q 当ニ時長も

辺と南辺が限られる時期である。

方形竪穴4・6、井戸 3・13が当 E- 11 弁戸12

期に属す。当期以降の地業層や泣

構覆土中からは、瓦の出土が目立 F- Q水1
つようになる。瓦は永福寺の究元

宝治年間 (1244-48)の大修造、 G-

弘安十年 (1287)の改修の際に使

用されたものと同じであり、追跡、
2 3 4 b 6 7 8 

地へは二次的に運ぴこまれたもの

である。当期の年代は、およそ13

世紀末一14世紀前半代と考えられ ~\ 
る。

B- W期

III期 第 1商を生活面としたH寺
。

期。道路状追構は補修されて残る
')~.í司 9

c-
が、侭IJi背(溝 2)は機能を無くし

て埋没する。溝 1 (新)はII期よ
恭子l~ Qil二戸10

D-

i⑬斗 8り北側に寄せて掘り直されてい

る。方形竪穴 2・3. 5がL字形に
E- 日 V40

土被 88 井戸7 0 
配置され、井戸は大形で深い 3基 土焼4

が掘られる。同時に 3基が使用さ F- 。井戸3口
土焼3固

れたか否かは速断しかねるが、出

土遺物からは井戸11が最も早く埋 G-
ブJJr~竪穴 l

められたようである。土壌は道路

状遺構近くにみられる。土蝶7が

墓とすれば、屋敷地内に存在した
2 3 4 5 6 7 8 

ことになり、 当時の墓制上貴重な 第四国 l!l. N期遺構図
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例といえよう 。更に当期で特:筆すべき事は、石組i包の検出である。市街地の調査で炉祉の検出例は

増えているが、 l二IJ世~g lの iiむは関東地方においては類例をみない。井戸 11 ・ 1 2 と近核して設置されて

いる点に注目される。 当期の年代は、大体14世紀中頃ー15世紀前半に比定されよう 。

w1羽 生活商の大部分は、後|止の削平を受けて消失する。この時期にも道路状泣構は残ったと思

われる。遺跡地南辺を限る溝 1は、既に埋没してしま ったのだろうか。当期まで下る泣物の出土は

ない。方形竪穴はllIi干南辺寄りに作られる。土墳は 1・4・5. 8 ・ 9 がこの期に属すが、土~;~ 1 

は井戸 8廃棄後のものである。井戸は小形で浅いものが目立つ。 大形の井戸では、前期の井戸12が

掘り直されて使用されている他、 三角形状の掘り方をもっ井戸4がみられる。小71ヲのず|二戸や土療の

分布のあり方は、ど こか無秩序な観を呈す。また、井戸 9・12内部より多量に出土した肩平の伊豆

石は、礎石建物の廃絶を示しており、 前期とは逃問、の内容が大きく変ったようにみうけられる。当

期の年代観は、およそ15世紀1_1'頃-16世紀初頭と考えられる。

以上、非常に大雑把ではあるが、遺跡地の推移の一端を知ることができた。掘立柱建物を含めた

迫構配置、丈尺の制による街割りなどの問題は、今後の課題としたい。
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図版 8
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図版17
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図版20
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図版21

企土壊 3出土遺物

83 
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2.北条時房・顕時邸跡 (No.278)

雪ノ下一丁目265番 3



例 言

1. 本幸|iは鎌倉市雪ノ下一丁目265番 3における厄舗併用住宅建設

に伴う発掘調査の報告書である。

2.発掘調査は、国庫補助事業として鎌倉市教育委員会が、 北条時

房 ・顕Il寺邸跡追跡発掘調査団と併行して実施した。

3.本書の執筆、図版作成及び編集は原康志・田代郁夫・佐藤泉 ・

*1主実 ・土屋浩美・高野麗・中島充雄が行なった。

4.調査体制は以下のとおりである。

担当者 松尾 宣方
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第 1章調査地点の位置と歴史的環境

北条|時房 ・顕時邸跡、No.278遺跡、は鎌倉市雪ノ下一丁目265番3に所在する。鶴岡八幡宮に程近く 若

宮大路に接 してその西側に住置する。

若宮大路について吾妻鏡蕎永元年 (1182) 3月の粂は次のよ うに記 している。

「十五日 乙酉。自鶴岳社頭至由比j甫直曲横而造詣往道。是日来雌為御素願。自然渉目。而依御，豊

所御懐苧御祈故。被始比儀也。武術手自令沙汰之給。仇北候殿己下各被運土石云々。」

こうして造られた若宮大路は宗教的中核としての八幡宮とともに中世都市の中心を形づくってお

り、大路八幡宮近くはまた政治の中心と もなっていった。特に北粂氏執権政治の頃にはその東側に

幕府や北条得宗家の屋敷などが集中している。

当追跡はこうした大路東側と向い合って位置しており、当時の政治的枢要の地であったと思われ

「北条時房 ・顕時邸跡」といわれている。

北条時房 ・顕時邸跡とされる区域での調査は、図 1-2・3・4・5で実施されている。 このうち

3酬 ・4制遺跡では若宮大路西側の側溝にあたる木組の護岸をもっ大溝が検出されている。また図

1-7'1;(31. 8では同じく大溝が検出されており大路両サイ ドに同規模の木組護岸の南北大溝が構築

されていたことが判明している。

註

(1) r;lt粂IIW'房・顕l時邸跡 雪ノ下一丁目273番目地点Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査制告書4J鎌倉市教育委員会 1988年
(2) 原!武志 「北条l侍房 ・顕l時正11跡、 雪ノ下一丁目274-2地点発据調査報告書J1詰l発搬調査団 1988年

(3) 烏i間|和維「北条泰l砕・時頼邸跡 雪ノ下一丁目371番l地点発指調査報告書」同発掘調査団鎌倉市教育委員会 1985年

(4) . !~Ji目l和維 「北条泰時 ・ 時頼邸跡 雪ノ下一丁目372帯7r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 l昭和59年度発掘調 鎌倉市教育委員会 1985ip 

第 2章検出した遺構

調査区全体では、現地表下70-90cm前後の第 l面から中世基主主層である黒褐色土の地山上前であ

る第 5商までの 5枚の生活面が確認され、各面から地桁建物、tkI!立柱建物と囲炉裏、溝、土媛、井

戸などと共に、多数の柱穴が検出された。

これらの遺構群のうち、本書では若宮大路側の調査区東端城で検出された、大路側溝にあたると

考え られる南北溝の範囲内に限って報告するにとどめ、調査区全iWJ図(原因者負担分調査区も念め

た範囲)を割愛した。そのため追跡全体について不明瞭な結果になってしま ったが、この点につい

ては、原因者分担分の調査報告書に併せて収錯することにし、木工頁では御容赦いただきたい。
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従って、以下に述べる検出した造構は、大路側-溝にあたる南北溝についてのみ説明を加えることに

したい。

(1)層序

調査区の全面にわたって、現地表面下70-90cm程度まで近・現代の客土層が入っており、これを除

去するとすぐに中世包含層に達する。この包含層は暗褐色砂質土である。これを掘り下げて現われ

る第 l面は、大小の土丹塊を築き固めて構築された土丹版築面が認められた。

第2面は半人頭大の土丹塊と白い貝殻粉を含んだ砂が撒かれて構築されているが、比較的締りが

なく、築き固められた程ではない。

本報告分の調査区範囲内では、第2而以下は南北溝 I-IIl期までの厚い堆積土に襲われていて、

しかも地山を掘り込んで、かなり深いところまで認められた。南北溝 I-IIl期覆土は、 I 期がかわら

けを多量に含んだ砂利層で、上古I1は削平を受けていた。この層の下には厚さ30cm程度の灰色砂層と

l培茶灰色粘質土との上下層から構成されたI1期の覆土が認められる。日I期は地山をも掘り込んで作

られた溝であり、土層推積の観察からi背中にたまった土砂を謀った痕跡を窺ぃ知ることができ、こ

の覆土は上層がII期溝を構築した際、向IJり取られていた。

(2)南北溝 I-IIl期

南北溝 I期(図3、図版 2-1・3・4-1 ) 

掘り方は断面が箱形を呈し、確認面からの残存する深土は約40cmで、ある。掘り方底面の両側縁に

沿って納穴をもっ地覆材が据えられている。これが溝枠の基部構造となり、その間隔は推定芯々296

cm程て、ある(地覆材がずれている為)。この地覆材は、 l本が長さ393cm、幅llcm前後、!♀さ8cm程で、

あり、芯々50cm程の間隔で長 さ14cm前後、 |隔5cm程のfr~l穴が穿たれている 。 両端部は半分の杭穴に

なる。地袈材聞の継目部分(図版 4-1 )やその中央には、 1-3 枚の長めの礎板や土丹塊 (ì)~岩塊)

などが敷かれていて、沈下を防止している。さらに両地誼材の平行関係、を維持する目的で、随所に

これを挟み込むように杭が打ち込まれてい る。 地覆材の外{J!肋、 らは側壁として 1~~35 cm前後、 j享さ 3

cm程の長い板材があてがわれていた。

なお、南北溝 I期の上部で、この講材とは異なる地覆材が検出されている。このことは、もう 一

時期新し くなる溝が存在するのか、または I期の修復H寺における地誼材であったのか、 今後の調査

の課題であろう。

南北溝口(図 4、図版 4-2・5-1 ) 

掘り方は断面が箱形を呈 し、確認面からの残存する深さは30cmであるが、底而の同f]!lJwj奈は滞状に

一段低く掘り込まれており、そこに地覆材が置かれている。 地覆材は東fj!lJが良好な造在状態を示し

ていたが、西側では殆んどが抜取られていて、わずかに調査区南壁で確認できたに過なし、。しかも

かなり振れた位置に見られたので、両地覆材聞の距離を断定することができなかった。東側の地覆

材は、 l本が長さ396cm程で、|陥lO-12cm、厚さ 5-7 cmである。長方形に掘り込まれた納穴は、 芯々

で、約50cmの間隔で、穿たれており、長さ 12-14cm、 I~~ 4 cm程で、両端音Ilは半分程度の和j穴をもっ。地
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覆材下には沈下防止のための礎板や土丹塊が敷かれ、さらにズレを防ぐための杭が内側(西側)の

み打ち込まれている。地覆材の外側には側壁になる長い板材があてがわれている。

I也君2材は南北溝 I期とほぼ、同一規格の用材を使用している。

南北溝III(図4、図版4-2・5-1 ) 

本期の溝材は南北溝 1. II 期と基本的にはほぼ同じ構造を もつが、 この基本構造に加えて、内側

への倒壊を防ぐ目的のために、控えをとった遺構が検出されたことである。以下には、溝枠の構造

説明とともに控材の様子についても若干触れたい。

溝は掘り方底商の両側縁と中央を溝状に掘り凹め、両側縁に沈下防止の土丹塊や礎板を敷L、た後、

地覆材を据えて、内側にのみ杭を打ち込んで、いる。 地積材聞の芯々距離は約275cmである。 I也覆材は

l本分の長さが320cm以上で、幅10cm前後、厚さ 6cm前後である。納穴は芯々て、約56cmの間隔であり、

その長さは12cmで、 |幅3・4cmである。納穴には束材の納部分が残るものがあり、これは納穴の間

隔でそれぞれに束材が立てられていた証拠であろうJlさらに言うならば束材の上端には底面のも

のと同じよう な葛材が載っていたと思われる。

次に控材について述べるが、この中で控材の各部材の適切な名称、が分らないため、控貫や控横木

といった用語を使用した。この点、先学の方々からの御教示を賜わりたい次第である。

控材は溝掘りの両肩口の外側に検出されているが、特に西側IJで発見されたものは造存状態が極め

て良好で、あった。控材の構造は、仰IJ壁をなす羽目板や、束材に村穴を開けて控えをと った東西位の

控貫があり、それと直角方向に組手仕口で継く控樹木がある。さらに控貫と控横木の交差する直近

の内イJ!iJ には控杭を打ち込む。 控貫は長 さ 185cm以上、 l~ffi10-12cmの角材を用いており、これには線刻

の三鱗文や焼印の梅花文や花菱文などが認められた。控J横木は長さ345cm以上で、やはり角材を使用

している 。 控えを取っ た同じ構造をも っ大路側溝のf~IJが大路東側の雪ノ下一丁目 371番 l 地点(図 l

-6 )で検出されており、また雪ノ下一丁目271番ロ地点(同図-3 )では倒壊を防ぐために内側に梁

(突張り)を施していた。このような講の構造はまさしく 『蒙古襲来絵詞』安達泰盛邸門前に描か

れた棋や 『北野天神縁起j菅原是善郎門前にある溝と良く似ており、当時の大規模な講の典型であ

ったようである。

J空材検出面と同一レベルで、大型の礎板と土丹塊が105cm間隔で、検出されている。

(3)南北溝III期ドの遺構

南北溝期下の状況は、講の東側では、大路に沿って走るl幅60cm、確認面からの深さ20cm程の南北

が調査区外に延びている講を検出した。さらに70-100cm東で‘大型の礎板をもっ柱穴がこの溝に平行

して確認された。一方、東側では若宮大路と思われる 3枚以上ーの土丹ー版築面が検出されている。

これらの遺構よりもさ らに古いH寺期の造構が、大路に対して直交していない図 5の東西方向に走

る溝であった。覆土中からは造物が出土していないので時期決定はできないが、重複関係やその覆

土の様相から見て、本地点で最もoい一群に属する泣構であろう 。
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図3 南北溝I期
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図4 南北溝口・I!I期
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図 5 南北溝下の遺構
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第3章出土した遺物

(1) 舶載陶磁器類(図 6、図版7)

青磁

lは蓮弁文碗である。復元口径11.8cm。口縁部は外反する。素地は灰色を呈し竪轍である。 柑は青

色を呈する。本報告書対象外調査区4面上出土。 2も蓮弁文碗である。素地は灰色を呈し組い。 軸

は灰緑色を呈す。対象外調査区第 1包含層中，:1:'1土。 3は櫛掻文碗で、ある。素地は灰色で、紬は透明

な灰緑色を呈する。 地山上ピッ ト63から出土。4は小碗である。口径8.2cm、底径3.0cm、器高4.6cmで、

ある。無文で素地は灰白色で組い。軸は淡緑色で口唇音Ilと高台畳付を除いてj享く 施されている。 4

商カか苫ら出土o 5は蓮弁文i碗1純宛で、ある。素I地也は灰色で

而カか冶ら出土。 6は櫛掻文Jillである。素地は灰白色で、 *111は透明な灰緑色を呈し底部際まで施粕して

いる。 内底面に雷光文と弧状文を刻する。地山上.出土。 7は劃花文碗である。素地は灰色で粘性が

あり、キ111は透明で厚く 、高台内は無軸。見込に輩IJ花と櫛撞を配する。南北溝裳込3層中から出土。

青白礎

8は櫛掻文腕である。素地は白色で、手111は透明度が布く高台脇までかけている。高台の削り込み

はほとんどなし、。見込外周に沈娘、見込及び内而に櫛撞文が描かれている。3商から出土している。

9は合子の蓋である。後4.5cmで、輪花型、 I買古[1に|隔の狭い蓮弁(? )を配す。i炎青色を呈する。素

地は灰白色で竪融。 3j(riド包含)脅から1+'1土。10は小査の身である。素地は灰白色で竪級。 軸は気泡

が多く、青白色をfiiす。肩背11に珠文を配する。3Tfli 1['1土。 11は落し蓋か (? )。内面のみ施柑し、外

1Mは露11台。京地は以l'ー|色で出椴。 3耐で，'+'1土している。12は梅瓶の胴音Ilで牡丹の葉が陽刻されてい

る。京地は版[ヨ色であ'i'ltがあり、手111は薄く貫入が多L、。 3而出土。13は皿で、口縁は輪花状である。

|人j而に花文を施す。京地はI'l色を呈じ、破口に漆継ぎの痕跡、がある0*111は淡い水色である。 3商出土。

白磁

14-16・18はJI正の1111である。いずれも*111がボテリとかかっている。素地は14、15が灰白色でや

や相|く、16は二次焼成のためか灰色でやや粗く、 18はやや灰色がかった白色で粘性がある。 15は日

係 ;~I I諒 11台 !{I I に漆桜の J'，I~，色物が付着している。 ìW~ 、金属製の覆ili命があったのか。各々 の法量 (口径 ・

成後 ・部1":1)は、 14は11cm• 5.5cm . 3.2cm、15は11.9cm. 6.8cm . 2.9cm、16はllcm・6.5cm・2.4cm、18

は9cm. 6 cm . 1.3cmである。14、15は3面、 16は3而下、 18は3面から出土している。 17は合子の

身である。素地は以内色で組く、利lは、ず(白色で透明度は高い。 4層下から出土。 19は鉢の底部で、

口縁玉縁になるタイプであろう。素地は灰白色で、利lはやや青|床を帯びた白色である。漆継ぎの跡

がみられる。内外国全てに施手111されている。 5面上から出土している。

その他

20は褐紬の査である。素地は淡褐色で粘性があり、手111は繰褐色を呈す。21は瓜型の水j主で、ある。
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素地はj炎紫褐色を呈し鍛密。 22、23は同一個体と思われ、底部片の方の内面には鉄絵が施される。

素地は砂粒や石英粒子を多く含み桁I~:が強く流文がみられる。内面口縁下より施利l される。 3 面下

出土。

(2) 国産陶器類(図 6、図版 7) 

瀬戸

24は灰キlliの小型仏華瓶である。 )J阿部最大径4.4cm、底径3.6cmである。素地は灰白色で細密。紬は)関l

部中位まで施される。頚部下に 4本の沈線が巡る。底部回転糸切り 。3面出土。

東播系

25は鉢である。素地は小石を極少量含み砂質である。内面は木口状工具により調整されている。

内面磨耗しており担鉢として使用されたものであろう 。南北溝 1の覆土中出土。

(3) かわらけ(図 6・7、図版7・8) 

自かわらけ

26・28・29は白かわらけである。 26は所開 rpcJ折」と称するもので、上記いずれも手控ねである。

IJti土は26がやや粗く、 28は精良、 29は石英・ 長石粒を含む。 26は4而下、 28は精良、 29は石英・ 長

石粒を含む。26は4面下、 28は南北満額土、 29は4雨下から出土している。

かわらけ(図 6-26-29、図 7-1 -57、図版7)

27はやや砂まじりの胎土で糸切りの糸の撚りはやや粗く、内底面に墨書が認められる。

以下かわ らけについては法量 (口径・底径・器高)を記す。 lは4.4cm. 3.6cm . 0.9cm、2は7.3cm・

3.9cm • 2.1cm、3は7.2cm• 4.5cm・2.2cm、4は7.5cm• 4.4cm • 2.3cm、5は8cm・5.3cm・2.5cm、6は7.

7cm • 4.7cm・2.3cm、7は11cm・6cm・2.8cm、8は13.2cm・7.8cm・3.5cm、9は7.2cm. 4.2cm • 1.9cm、

10は7.9cm• 5.6cm・1.7cm、11は8cm . 5.8cm・1.7cm、12は8.4cm・6.8cm• 1.7cm、13は12cm・8cm. 3 

cm、14は12cm. 8.2cm・3cm、15は13cm• 8.6cm . 3.6cm、16は4.3cm.5 cm. 1 cm、17は5.3cm・4cm . 

0.9cm、18は7.6cm.5.1cm・1.6cm、19は7.4cm・4.2cm・2.2cm、20は7.4cm.4 cm . 2.1cm、21は7.9cm.5. 

9cm. 1.8cm、22は8.4cm.6 cm・1.6cm、23は7.9cm. 5.5cm・1.7cm、24は8cm • 5.2cm . 1.8cm、25は7.9cm・

5.5cm. 2 cm、26は8cm • 6.7cm・1.5cm、27は8cm・5.7cm・1.6cm、28は8cm・4.5cm. 1.7cm、29は8.2

cm .5.2cm・1.8cm、30は8.2cm.5 cm・1.7cm、31は8.2cm• 5.5cm・1.6cm、32は8.9cm・6.3cm. 1.3cm、33

は9.2cm・7.2cm・1.6cm、34は8cm • 5.3cm • 2.lcm、35は9.2cm・約7.5cm. 1.5cm、36は9.3cm・品守7.5cm・

1.6cm、37は12.4cm. 6.8cm • 2.9cm、38は12.3cm. 8.5cm . 2.9cm、39は12.3cm・7.3cm.3 cm、40は11.6cm. 

7.9cm・3.2cm、41は12.6cm、7.7cm• 3.3cm、42は12.7cm・8cm . 3.3cm、43は12.1cm. 6.9cm . 3.4cm、44

は12.2cm• 7.9cm • 3.4cm、45は12.4cm.7 cm . 3.2cm、46は12.4cm・7.9cm・3.4cm、47は12.6cm• 7.8cm . 

3.7cm、48は12.7cm・8cm・3.5cm、49は12.6cm・6.9cm. 3.4cm、50は13cm・kr.nOcm. 3.2cm、51は13cm.

約8cm・3.8cm、52は7.6cm. 5.7cm . 1.6cm、53は8cm . 5.4cm • 1.8cm、54は7.8cm.5 cm・1.6cm、55は

8.4cm・約7.5cm• 1.8cm、56は8.2cm. 5.6cm . 1.4cm、57は8.6cm・5.5cm・1.8cmである。このうち手控ね

かわらけは35・36・51・55である。
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(4)骨角製品

今回の報告対象外の調査区内よ り、骨角製品が多数出土した。

算(図 8-1-11、図版10- ) 

弊は、調査区内より破片を含む多数の出土を見た。すべて鹿骨(四肢骨)製で、表面に講を有す。

全体的によく研磨されている。こ こに11点を図示する。

1は長さ15.5cm以上、 l陥1.7cm、厚さ0.3cmor頁部に切り込みがみられる。裏面項部下に研磨の擦痕
を残す。先端部欠損。よく研磨されており全体に光沢がある。側面は丸昧をもっ。第 3包含層中よ

り出土。 2は長さ18cm、|幅1.6cm、厚さ0.3cm。径0.25-0.3cmの楕円孔を有する。項部講を加工する。

構内擦痕を残す。よく研磨されており、全体に光沢がある。 {WJ而は丸味をもっ。4商上より出土。

3は長さ15.4cm、l隔1.7cm、!早さ0.25cm。径0.25-0.5cmの楕円孔が誕面上方に向けて穿たれている。全

体に研磨のJ剰反を残す。裳Tt'iIにもi帯を有す。括れ昔日から先端にかけて削り、光沢がある。両側面は

稜をもっ。 4面上より出土。 4は長さ12.3cm、幅1.2cm、厚さ0.35cm。項部に径0.5cmの孔を有する。

両面に溝を持つ。溝部以外で研磨の擦痕が目立つ。{l[iJ商に稜をもっ。3面下包含層中より出土。 5

は長さ12.8cm、1陥1.5cm、厚さ0.3cm。項苦[1に径0.3cmの孔を有す。先端部丸昧をもっ。よく研磨されて

おり、全体に光沢がある。側而は鋭い稜をもっ。4而下包含層中より出土。6は長さ8.7cm以上、 幅

1.4cm、厚さ0.3cmo J買部に径0.2cmの孔を有す。裏面に研磨の擦痕残る。よく研磨されており、全体に

光沢がある。 {j[IJTrrjは鋭L、稜を持つ。3mu.より出土。7は長さ12.8cm、幅0.75cm、厚さ0.15cm。溝を

有さず。よく1iJI'I容されており、全体に光沢があるρ{l!IJTfIIは平らで招れ部一先端にかけて丸l床をもっ。

全体に反る。3I(rI下砂層よ り11'，土。8はiえさ12.8cm以上、 l陥0.75cm、厚さ0.2cmo 2条の講を加工 して

いる。 よく研j持されており、 全体に光i)(がある。{J!lJ而に鋭L、稜をもっ。全体に反っている。4面上

より ，' 1'， ニ|二 。 9 は長さ 12.5cm以_1 '. 、 IÞ~\O .75cm 、 厚さ 0. 2cm。 誕I而中央音11 にわずかな溝を掘り込む。 側面i は

九l味をもっ。先端は欠損。41(rI下包含府より出土。10は長さ9.6cm、l隔0.5cm、厚さ0.35cm。長円形の

|新l(rIを足しわずかな平tllj(IIを表・災に もつ。先端部よく 研磨され光沢がある。中世地山上より出土。

11はl七さ4.5cm以.1、|幅1.25cm、)以さ0.25cm。表而に、初fJ砦の擦痕が残るf也、 線刻ら しき ものも残る。

よく やiJf}袋されてお り、 全体に光以がある。仰IJ而は丸l床をもっ。3而下包含層中より出土。

用途不明骨角製品 (1:><18 - 1 3 、 ~I版 10 - ) 

1 3は )1 1途不明の 'l~ 製品であ る。 頭部は径1.2cm、 長 さ 2 . 1 cm、 ~!I]j古 11の径0.7cm を計る 。 軸下部に径0.4

cmのJしを穿つ。鋭部 卜.[(rÎ に、 MJ~ "í< IJがある 。 箱の把子か。 4 面下包含層中より出土。

(5) 石製品 (1ヌ18-12、凶版10- ) 

抗色を量するガラス質のれ石に、貝殻様の石炭質が付着したものである。 2.3cmx 1.5cmの不定形を

主し、径0.4cmの孔が穿たれている。装飾品であろ うか。 3ilii包合居中出土。

(6) 銅製品 (1:kI8-14-17、I:RI版10)

1 4は掛金を受ける為にJIJ ~ 、 ら れた壷金と考えられる。長 さ 3.4cm、環状部の径1. 1 cm を計る 。 方形の

断面を呈する絡を丸く l品lげて環状部を造っており先端部は尖る。 4fili下包含層中 より出土。
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15はsili金具と考えられる。頭部の径1.7cm、長さ1.6cm。平板状の車111部下位に径0.2cmの孔が穿れる。

4面上より 出土。

16は花弁状の飾 りをもっ針隠である。直径1.8cm、孔径0.5cmを計る。 花弁は 4枚。 4雨下包含層中

より 出土。

17は用途不明品。官ili金具と考えられる。長さ10.7cmを計る。銅板を叩き出して円弧状の断商に整形

する。 1面上 1号土壌中より出土。

(7) 漆製品・木製品

木造跡では多量の漆製品 ・木製品が出土しているが、出土層位は第 3IIII上から第 4面にかけてに

ことに集中している。この項ではこの多量な造物のうちの一部を任意で、選び図示した。

漆製品(図9・10図版9・10)

i椀・Jlll.葦 ・鉢などの什器に加え、膳・!揺)払1I(1:R110-13・14)・釘隠とみられるもの (図10-8・9)・

調度部材とみられるもの(図10-11・12)・櫛 (図10-1 -6)・鞍など種類は実に多種にわたる。J=1i

途不明の製品も多い。

図9には什器を掲げた。 1・2は第 3而より 出土。 3-6は第 3面下木器層より出土。 7-12は

4蘭及び4面下木器層より出土。13-17は第 5而より出土。いずれも柾目材を ロクロで削り出し黒

漆を直塗りしている。文様は朱i奈で施している。椀 ・皿は市内遺跡で出土する一般的なタイプのも

のである。このうち 3・7はスタンプを用し、て施文している製品。図示した以外にもこの技法で文

様を施している製品は多いが、第 5而以下の層位からはこのタ イプのものは出土しない。

漆器の椀 ・皿については、器Jfs・施文技法の分類が鶴岡八幡宮境内研修道場用地の資料をもとに

行なわれている。北¥1 しかし、当遺跡、では出土層位が第 3而から 4商に集中している。また多校の形

態の製品が混在して出土しており、出土層位による器形等の変化は把握できる状態ではない。概し

て5のような簿子で丁寧に削り1:1'¥された浅い高台をもっ腕が下層部ではみられなくなり、 17のよう

な厚い高台をもつものが増えることを確認するにとどまる。

図10・1-7は櫛である。前掲の層住からtiiiiが多く 出土した。その形態も歯聞の密なものからキIl

なものまでさまざまであるが、 1、 2のようなII峰に装飾的な技工を凝らした製品が複数tl'¥土したの

は希な例といえる。ごく特殊なものは 6で、黒j奈地に蝶釧をあしらったもの。筈I1れ口に二本の欽釘

がささ っており、割れ商を漆で接着-して補修した痕跡、がある。また 7のような馬櫛も数点tl.'¥こ|二して

いる。これらもさまざまな形態の製品が混然と出土している。

木製品 (図 9. 10図版9・10)

3商」ニ.3面下 .4面下に木器用があるが、この構成土に含まれる木製品で最も多いものは答状

ー製品である。その他折敷 ・曲物・ 草履;芯・ 下駄などが目立つ。そしてこれらに混入して独楽 ・也打

などの遊戯具や図10-15の人形を一例とするような形代など信仰に関わるものも複数出土している。

多く検出された製品のなかには墨書のあるものが含まれている。とくに折敷片とみられる簿い板

材に文字や絵が書かれている製品がしばしばみられた。16・17はそのうち墨書が比較的明瞭に残つ

106 



‘， 

ているものの一例である。また注目すべきものに19がある。第3面木器層より 出土したものである

が、上部を剣先状に切った厚さ約5mmの杭状の板に 「口二丈あかき口口口口口，(人道カIJの墨書がある。

これに似た木簡が既に北条泰時 ・時頼邸跡(雪ノ下一丁目371番1地点)で出土しているJ2}これは、

厚さ 6mm程の杭状の板に 「ー丈伊北太郎跡」と書いたものと 「ー丈南くにの井の四郎入道跡」と書

いたものの二点である。 北条泰時 ・時頼邸跡のこの例については、若宮大路の東側溝の構築を御家

人役として分担された折の表示ではないかとの見解が現在有力である。木造跡は若宮大路をはさん

で北条泰時 ・時頼邸跡の向い側に位置し、この木簡の出土地点も若宮大路の西側溝に近い辺りであ

る。出土地点や丈数と人名を記している点などの共通から、 19の木簡もおそらく同じ用途のもので

あると考えられる。 「あかき口口口入道」が誰であるか詳しく検証する必要もある。

註 1 r研修道場用地発掘調査報告告j1983年鎌倉市鶴岡八附宮 ・研修道場用地発掘調査団
註2 r ~ t粂泰時 ・ l侍頼正11跡、 雪ノ下一丁目371番ーl地点発掘調査報告書J1985年 北粂泰時・ l時頼正11跡発制調査団

編鎌倉市教育委員会発行
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第4章 まとめ

今回報告分の発掘調査では、調査区東壁沿いに南北に走る三時期以上の大規模な木枠をもっ溝が

検出された。この南北溝はその規模や構造から推定して、若宮大路の側溝と考えられる一連の溝の、

続きとみでほぼまちがいなかろう。

ところで、若宮大路の似IJ慌であると認められるものは、現在までのところ本調査地点を含めて大

路西側で三ヶ所、東側で二ヶ所しか確認されていない。調査地点の制約からいずれも鶴岡八幡宮に

近い地点に集中しており、西側に三ヶ所はともに県遺跡台帳により 北条時房・顕時邸跡といわれる

地域に、西側二ヶ所も 「北条泰時 ・|時頼邸跡」または 「若宮大路幕府」跡と伝えられる地域に位置

している。各調査地点からは、いずれもしっからした構築方法による木枠組みの溝が検出されてい

る。

南北溝は3時期にEることが確認されているが、当溝の各期の年代観については、今回報告対象

外である西側に広がる調査区全体の各生活商と各期に於ける 当溝との連関の上に比定されるべきで

あるが、一応ここでは当溝11'，土のかわらけから大まかな年代を述べる。

当十i'lf:覆土内出土かわらけのうち最も新しい様相をもっ一群は、所謂薄手精製かわらけで大 ・中 ・

小の3種が認められる。 14世紀中・ 後半代に位置づけられている。前段階のものとして鎌倉の第1Il

期 ・N:JiJJに位置づけられる13世紀中葉から後半のものと13世紀末から14世紀前葉のものがみられ、

最も古い様相を示すものとして手控ねかわらけで、鎌倉第II期に位置づけられているものが出土し

ている。すなわち器壁がやや薄く、 IJ台土が砂っぽく焼成良好で、硬質な感じを受ける 1群のかわらけ

でほぼ同法量の内底無調整のものと伴出している。 この手のかわらけについては、内底無議整の大

型品が当追跡から出土していないため、その所属期を判断するのに苦しむ。 内底無調整のかわらけ

中・小型のものについては鎌倉第II期まで下るのか、あるいは前期手づくねかわらけが鎌倉第 I期

まで遡ぽるのか。今ひとつ良く分らない。北条時房 ・顕時邸(雪ノ下一丁目273番ロ地点)追跡東西

溝口出土かわらけをみると、鎌倉第 Iの底部糸切のかわらけ大 ・小と手控ねかわらけがともに出土

しており、中に前述砂っぽく硬質でやや成形のヘタったかわらけが混っている。

今回報告対象外の西側記査区で地山上の土壌から一括資料として多量のこの手のかわらけが出土

している。その分析の結果を合めて、もう少し考えてみたい。

いずれにして も、 木組を伴なった講及びその下から上記の時期に亘るかわらけが出土しており、

南北溝の開始時期(木組の有無を含めて)をどこまで遡ぽらせるかは今後の課題と しておく。
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『北野天才、Jji縁起』より転戦

『蒙古襲来絵~pJ .ß より似 .1戊

図11 絵巻物より見た溝の機子
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図版 2

"'1.調査前の状況(東から)

... 2. 南北溝 I期(東から)
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図版 4

...1 南北溝 I期の地覆材及び礎板 (西から)
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図版5

企 1. 南北溝n.m期 (南から)

...2.同最下層の状況(南から)
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図版6

"'1.控貫に焼印された四菱文(下部欠失で花菱文か)

...2.控貫に刻まれた三鱗文
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図版 7
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かわらけ

出土遺物(3)
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図版 9



図版10
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出土遺物(4)
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図版12

漆器
出土遺物(6)
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図版13
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図版14
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出土遺物(8)
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3.長谷小路周辺遺跡

由比ヶ浜三丁目258番8

争



例 言

1. 木造跡は鎌倉市由比ャ浜三丁目258番8地点に

所在する遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は昭和63年 6月2日から同年 8月31

日にかけて実施した。

調査に際しては本追跡に南接する長谷小路

周辺追跡発掘調査団(団長 ・吉田章一郎)に

資器材の援助を受けた。

3.本編の執筆 ・編集は斉木秀雄が行った。又、

検，"1'，泣構 ・造物の実測及びトレースは斉木の

他に下記の分担で行った。

出土造物実ml)トレース

検出造構トレ ー ス

図版作成

宗基富貴子

伊丹まどか

稲田桂子、小林

重子、早川直子

4.本編に使用した写真は検出泣柄を斉木が、 IJ'，

土泣物を木村美代治が撤i践した。又、 PL1に

使用した航空写真は(附サンシャイン工業に依

頼した気球写真であり、長谷小路南追跡発掘

調査団より借用したものである。

5.訪/;)宝1'i本*1)

市，';)査員 斉木秀雄

訪.'i)査補助員 汐兄一夫、f:EI辺龍司、菊池正

l明、伊n"ti武紀、稲田佳子、片

井裕子、宗基;守;l~t f-、伊丹ま

どか

6.本泣跡の調査に|主jわるIJ'，土品等の資料は鎌倉

市教育委員会が保管している。
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第 l章 追跡、の位置と歴史的環境

第 2章 調査の経過と推積土層

I 調査の経過

II 土佐積土層

第 3章 検出された遺構と造物

〈中世〉

方形竪穴建築祉

II 井戸

III 土壌墓

N 土嬢

V f官F

VI 確認商品土造物

〈中世以前〉

I 包含層の分布

II 土壌墓

III 構

W 卜レンチ出土造物

V 追跡、内採集造物

第42主 まとめと考察

Fig. 1 追跡位置図

Fig.2 グリ ッド筈IJ付図

Fig.3 推桔土層模式図

Fig. 4 ~II 'J止遺構全体図(綴じ込み)

Fig.5 1号方形竪穴建築士止

Fig.6 1号方形竪穴出土造物(1)

Fig.7 1号方形竪穴出土造物(2)

目次

本文目次

図版目次

Fig.9 2号、 4号、5号方形竪穴出土造物

Fig.10 3号、9号方形竪穴建築担1:

Fig.ll 3 号ブJJf~竪穴出土造物(1 )

Fig.12 3号方形竪穴出土造物(2)

Fig.13 3号方形盟主穴出土造物(3)

Fig.14 12号、 13号、15サ方形竪穴建築士止

Fig.15 12号、 13号方形蛙穴出土泣物(1)

Fig.8 2号、4号、 5号方形竪穴建築担1: Fig.16 12号、13号方形竪穴出土造物(2)
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Fig.17 14号方形竪穴建築祉 Fig.29 土媛3

Fig.18 14号方形竪穴出土造物 Fig.30 溝 1、溝2

Fig.19 16号、 17号方形竪穴建築士止 Fig.31 確認面出土遺物(1)

Fig.20 16号方形竪穴出土遺物 Fig.32 確認面出土遺物(2)

Fig.21 井戸 1 Fig.33 中世以前全体図(綴じ込み)

Fig.22 井戸1出土遺物 Fig.34 土壌墓

Fig.23 土媛墓 1 Fig.35 溝

Fig.24 土壌墓2 Fig.36 卜レンチ出土遺物(1)

Fig.25 土壌墓2出土造物 Fig.37 卜レンチ出土遺物(2)

Fig.26 散乱骨 Fig.38 遺跡内採集遺物(1)

Fig.27 土壌出土遺物(1) Fig.39 遺跡内採集遺物(2)

Fig.28 土嬢出土造物(2)

写真図版 EI 次

PL.1 長谷小路周辺遺跡群現況(気球写真) PL. 9 1.溝6、溝 7(南から) 2.溝 1(北

PL. 2 中世遺構全景(北から) から)

PL. 3 堆積土層写真(部分) PL.IO 舶載磁器

PL. 4 1.方形竪穴建築祉群(白線が3号、南 PL.ll 舶載磁器、瀬戸

から)2. 2号方形竪穴建築祉(南から) PL.12 瀬戸製品

PL. 5 1.土壌墓 1(南から)2.土媛墓 2(南 PL.13 瀬戸製品他

から) 3.同(西から) PL.14 かjつらけ

PL. 6 1.土壌3(東から) 2.1司(北から) PL.15 骨製品他

PL. 7 1.溝2、溝3(北から) 2.溝3内獣 PL.16 常滑他

骨 3埋葬人骨(中世以前、南から)

PL.8 1.獣骨出土状況 2獣骨出土状況
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第 1章遺跡、の位置と歴史的環境

遺跡地は鎌倉の中心を南北に通る若宮大路の下馬交差点から長谷観音、大仏前を経て藤沢方面に

向う道路(国道134号)の南側、下馬交差点から長谷観音のほぼ中間に佐置する。本遺跡は長谷小路

周辺追跡群(神奈川県遺跡台帳No.236 )の北辺にあたり、現況レベルは、 1l.50m前後を測る。旧鎌倉

地域では高い土地である。

追跡地周辺は中世においては 「前浜」と呼称されていた地域の一部であったと思われる。浜地とは

街中の 「屋地」 と異なり、御家人等の屋敷地がなく、明確な区割りのない土地であったと忠われる。

「前浜」の名の由来は不明であるが、若宮大路の浜ノ大鳥居の前の浜であるための名称であったとも

考えられる。前浜と呼ばれた地域は東は消')11西岸、西は稲湘!川辺、北は六地蔵辺までであったらし

い。 『吾妻鏡』等の文献によれば、この他にも「甘縄」、r-Ij-縄魚IIITJなどの地名が本遺跡周辺の地名

として記されている。

甘縄魚町というのは魚河岸的な名であるから現在の坂ノ下から稲瀬川河口にかけての地域に存っ

たIIITだろう 。1，1-純と呼ばれた地域は追跡地の北西400mの山裾に現存する甘縄:t11l1lfl社付近一待てあっ
たらしし、。甘‘縄神明社はこの地域では古い社の一つである。社蔵する 『相州鎌倉郡ネ111興山甘縄寺神明宮

縁起略』によれば、和銅三年 (710)八月に行基が草創し、染屋|侍JU、が山 七に神l明宮、 麓に神輿山円

徳寺を建立したと伝えられる。この後、 i原頼義が相模守となり、上野介直方の女をめとり、当社に

祈って八幡太郎義家を甘縄の地に生んだとされている。

甘制周辺には-1:1-縄和11明社の他に長谷寺 (736年創建)、高徳院 (元光明寺の奥|境、倉IJ建不明)、 光

則寺 (1271年創建)の寺院が現存しており、この他に万寿寺、長楽寺という寺院も存ったことが 『鎌

倉廃寺事典』でわかる。両寺院ともに宗旨未詳(万寿寺は禅宗の可能性あり )で現在のどの辺に存

ったものかは把めていない。

又、甘縄の地には多くの御家人が居住していたことが 『鎌倉市史 総説編-.1に記されている。

これによれば、甘縄神社近くに安達盛長、安達最盛、安達義景、安達泰盛らの安達一族の屋敷があ

り、ここにはj原頼朝も度々おとづれている。この他にも多くの御家人の屋敷、月11宅などが存在して

いたようだ。

遺跡地周辺はーやや西側に寄るかもしれないがー古くから鎌倉に入る交通の要所で、もあった。古

くは古東海道が稲村ヶ崎の先端から現在の坂ノ下に抜け、遺跡地周辺から現在の材木座にある元八

幡宮付近から小坪 ・逗子へ抜けていたと考えられている。鎌倉が中世都市として営えてから鎌倉に

入る七本の道路(鎌倉の七口)のうち大仏の切通し、極楽寺の切通しの 2本の道路は追跡、の西方で

合流してから六地蔵方面に抜けていた。

中世以前では追跡地周辺に古東海道の道筋が近くを通り、鎌倉H寺代より前から存る甘純神明社、

御霊ネ11時1(鎌倉権五郎景正を祭ネrjlとしており、椛五郎ネrjl社ともいわれる) が近くに存った。又、追
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-逃跡地 S.由比ヶj兵3-199-1 

1. 由比ヶ浜 3-254-24 6. 日産保養荘用地

2.由比ヶI兵3-258-1 

3.由比ヶ浜3-194-25 

4.大海老用地

7.長谷小路南逃跡

8.由比ヶ浜中世集団墓地追跡、

9.由比ヶ浜南追跡

10.笹目泣跡、

11.伝安達邸跡

(1-7は長谷小路

周辺迭跡群)

Fig.l 遺跡周辺地図
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跡地の南東の砂丘一帯は 「下向原古墳群」といわれる古墳群があり、近年まで古墳が存ったようだ

が、現在は残っていない。この附近の妥女塚という古墳から出土したという人物埴輪は京都大学が

蔵している。中世以前でも、遺跡地周辺である程度の生活が営まれていたことが十分に推定できょ

う。中一i止のにぎわいと同じかもしれない。

追跡地周辺では、本遺跡、の属する長谷小路周辺追跡群を中心として、多くの泣跡、の発掘調査が近

年になり実施されている。それらの発掘調査の成果の l部はすでに報告されているが (.EI)多くの新

事実を与えてくれた。

1:1:1.1立以前では長谷小路周辺遺跡群内で約10基、南接する由比ヶ浜中世集団墓地造跡群内で約20基

の竪穴住居祉が検出されており、緑キ111陶器片、墨書土器片など多くの造物が出土している。これら

の集落は海抜2.5m前後から営まれていることが由比ヶ浜南遺跡で確認されている。(川}又、木造跡の

11本を含め、本遺跡群内で6体の仰臥イ中展葬が検出され、うち 1体には鉄鍬、骨跡、刀子などが副葬

されていた。(且 3)これらの土媛墓の年代は、造物か少ないこともあって明確にできない。 しかし、 I:B

土造物では弥生時代から10世紀までの年代が考えられている。

中世では方形竪穴建築担1:を中心として若干の礎石建物、掘立柱建物、井戸、土壌、土墳墓などが

検出されている。これら建物構成は、市街地の検出泣構とは大きく興っている。土焼墓は単体葬と

集合葬とがあり、地域によっては単体葬のみられない地域(追跡)もある。これらの土墳墓と方形

竪穴建築祉との関係は、 一部を除いては、土披墓の方が新しく構築されているようだ。

追跡地周辺の発掘調査は近年になり増加する傾向にある。そのため、これからも多くの新事実、

新知見が収集できょう 。泣跡地周辺は、鎌倉市内でも、あまり例のない、弥生時代から15世紀まで

の遺構が断続的ではあるが確認される地域であり、今後の調査、研究が待たれる。

註 1. r長谷小路周辺泣跡群、 I~:I比ヶ浜三 [ 目 194存25地点、」

『鎌倉市緊急調査報告 ・5j 

註 2.1989年誹l査。海抜1.8-2.8mtこ多 くのゴミ (ii1物 ・貝殻など)が棄て られており、この中には鉄カマなど も含ま

れている。

註 3.1988:' 1:制査。 本ill跡にm接。 二L: ~J.i:gに7ウン ド等は目的立できなか っ た。 刑務品は死者の左下肢骨片に存 っ た。
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第 2章調査の経過と堆積土層

I 調査の経過

発掘調査は試掘調査を経て、昭和63年6月2EIから 8月31日にかけて実施した。調査にあたって

は、現況が駐車場 (アルフ アルト舗装)であったため、これら を掘削機械により除去すると同時に、

地表より約 1mの撹乱土層も取り除いた。

又、本追跡、に南接する長谷小路周辺造跡(由比ヶ浜三丁目258番 1地点)と密接な関係が検出遺構

に認められると推定されたため、グリッ卜1M'、名称、割付けも同じものを使用した。使用したグリ

ット記号は南北方向は南から北にアルファベッ ト、東西方向は東から西に数字を使用しているが、

南接遺跡、のものをそのまま使用したため、本遺跡、の標示数字等は変則的になっている。グリッ トは

4m方眼を使用した。グ リッ卜南4ヒ111由に磁北とは 5。西にズレている。

やそ有

長谷小路周辺追跡群

〔由比ヶ浜3-258-1地点〕
団長吉田]fr-f!11 ) 

市道

Fig.2 グリ ッド割付図
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11.50m 
現j兄地表

1.表土及び現代佼乱

2. I暗褐色砂質土。土丹、粘土

ブロ yクを多く含む

l (中世造物包含層)

lO.70m 
2 

3.白黄褐色砂層

lO.50m 
(飛砂、中世地山)

3 
4.黒褐色弱粘質砂層

lO.OOm (湿地時堆積土、中位以前

4 の地山、包含層)

9.60m 5.臼褐色砂層(9'1Jt以前の

5 
造物を含む)

Fig.3 堆積土層模式図

II 堆積土層

本追跡、内では大別して 5府の推積土層が確認された。現況での駐車場面は北から南に向ってゆる

やかに傾斜している。

第1屑は表土及び現代撹乱}将。引地表 トー1m前後にまで達している。第 2層は暗褐色砂質土、中世

造物包合層である。小ニ仁川、炭化物なとを多量に含んでいる。

第3府は白賞褐色砂府、 '1'11上(14批紀頃の)基撚府である。海岸からの飛砂の堆積層と考えられ

ている。まったくの無造物!刊である。本追跡、および周辺での中世基盤層として把えられている。上

f(1Iに版築地行様のものはみられない。一卜.部が近 ・現代に削平を受けている可能性がある。

第4}ì手は黒褐色~~J粘 11:{jj;}(・'Io '11'j仕以前の基盤層および逃物包含!習である。又、本層の上国に無数

にある小穴から 、本!討がlít .fl' [後しばらくの jl~J、湿地絞の土地であったことが判明した。 小穴は水辺

に住む陸~j::の 小.!l，のものであろう。

第5)日は臼褐色砂用であるが、本土}百も飛砂で形成されており 、層内に 2-3層のlt!f.い黒褐色弱

粘質砂層に類似する府がベル ト状脈拍をしている。これらの土!宮内の泣物は採集できなかった。し

かし、純文時代の土器は出土していないから、弥生H判て以降の堆積であろう 。
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第3章 検出された遺構と遺物

調査では臼貰褐色砂層(第 3層)上および黒褐色弱粘質砂層(第 4層)上の 2枚の確認面から多

くの泣構が検出された。遺構は井戸 l基、方形竪穴建築祉12基、溝 8木、土墳墓 2体、散乱人骨 2

個所、炉状遺構1、柱穴、土撰などであるが、これらは確認而の違いにより 明確な時代区分が認め

られる。

臼貰褐色砂層上から検出された追構群は、方形竪穴建築祉、 ぅ円二戸、土境墓、土壌などであるが、

この一群の造構内出土造物には手づくねかわらけなど13世紀代の造物はほとんど含まれていない。

黒褐色弱粘質砂層上(あるいは中)で検出された遺構は土壌墓、溝、散乱人骨などであり 、これら

の一群の遺構内出土造物には若干の中世造物を含むものの、ほとんどは中世以前の造物を.':1:"土して

いる。

以上のことから、本報文中では臼貰褐色砂層上の遺構群を中世、黒褐色弱粘質砂層上の遺構群を

中世以前(中世初頭を含む可能性もあるが)として区分して示すこととする。 両確認商の中間に堆

積している臼黄褐色砂層はま ったく造物を含まない自然堆積層(海岸よりの飛砂)と思われる要素

が多く、両確認面聞の時代差は明時である。

以下、調査により検出された遺構を中世、 1:1'世以前の区分にしたがって説明を加えていくが、以

下の文中で使用するレベル数値はすべて海抜数値である。又、 調査11寺に泣構として番号を附した も

のの、整理段階で疑問点が指摘された追構については図示しなかった。そのため、図示した泣構の

番号には連続性がないものもある。これらの割愛した遺構内の出土造物はすべて、採集造物として

まとめた。

く中世〉

中世に属する白賞褐色砂層上からは方形竪穴建築祉12基、井戸 l基、土墳墓 1基、構内散乱人骨

1個所、炉状遺構1基、柱穴、土161などが検出されている。臼賞符J色砂層の上に堆積しているはず

の中世造物包含層および版築面はすでに削平を受けており、ほとんど残っていない。そのため、す

べての遺構が同一商で確認されている。覆土は同色、同質の推積土であり、時間的な制約もあり、

詳細な切 り合い関係は把めなかったものもある。それらについては可能な限り同一図に載せ、確認

できた相互関係を記した。

以下、方形竪穴建築祉、井戸、土~l~墓、炉状遺構、その他泣構の) 1阪に説明を加えていく 。

1.方形竪穴建築士止

極〈部分的な検出にとどま ったものも含め19基が検出されたが、図示にしたのは12基である。い

ずれの方形竪穴建築祉も床面は黒褐色弱粘質砂層を掘り抜いており、 多 くの "I~世以前の土器片等を
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覆土内に含んでいる。

(1) 1号方形竪穴建築士止

L-6グリ、ツy 卜周辺で

Fig.5 1号方形竪穴建築士止

れている。平I耐)1ラは東西方向に長車111を持つ長方形で市'(g認壁高95cm、床商レベル9.0m前後、南北軸N

-30 -wを測る。!予告穴規模は東西5.0m、南北約4.5m(共に上|幅)で掘り込み壁はほぼ垂直、床面

は平坦である。

床面上には礎石あるいは木痕などの明確な基礎構造は確認できなかったが、西壁直下に沿って溝

様の遺構と小柱穴が検出された。溝様遺楠こは上l幅30-50cm、深さ15-25cmて・断面形はU字形を呈して

いる。周辺の遺跡で検出されている方形竪穴の床面上に残る基礎木の痕跡、とも異なるように思われ

る。小柱穴は床面上南西隅近くに 8口集中しているが、径15-20cm、深さ 5-15cmと小規模で、もあ

り、判然としない。

!ft穴覆土内からは多くの遺物が出土している。復元図化の可能なものは Fig.6、 Fig.7に示し

たが、この他に小片の舶載磁器片、常滑喪片などが出土している。以下、図示した遺物について若
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Fig.6 1号方形竪穴出土遺物(1)
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Fig.7 1号方形竪穴出土遺物(2)

干の説明を加える。

Fig. 6-1、2は舶載磁器。1は日正の白磁、 2は青白磁梅瓶片。 1の復元口径は10.6cmo 3 -18 

はかわらけ。口径は 3-14が7-8 cmの小Jlll、15-17が12cm前後の大皿で、あろう 。18は口径 5cm弱

の極小皿であるがコースターあるいは口唇部が内側に折れ曲る 「内:JJrれ小皿」 とも異なる。出土し
たかわらけの胎土は粉質ではなく、砂を含んだ粒の粗L、土であり、外底面には回転糸切り痕とスノ

コ痕が残っている。側面形は小皿では器高が低く直線的に外反する側壁を持つものが多く 、大皿で

は側壁中位に曲折点を持つものが多い。

Fig. 6 -19-23は瀬戸製品。19、20は灰利l折縁鉢。19は口径24cm、器高6.7cm、底径10.6cm、外底

へラ切り 。内底面には重円文と蓮弁様の花文が線刻される。20は口径29cm、器高7.6cm、底佳16.6cm、

外底へラ切り。内底面には中央部と外周に重円文が線京IJされる。21は精良胎土の入子、口径6cm強。

22は灰豹iJ碗、 口径16cm強、器高5.8cm、高台径6.6cm。外底而は回転糸切りの後に貼りイ寸け高台。23は

天目茶碗、口径12.5cm、器高7.7cm、高台径4.5cm。

Fig. 7-1は常滑襲。底径22cm弱、残存高約llcmo Fig 7 -2 -4は鉄釘。はほ全体の把める 4は

長さ約9.5cm、1辺5mmほどの方形断面を持ち、項音11は折り l並lげ‘られている。5は万子。刀身幅約1.

2cmo 6、7は室開銭。 8は骨製枠。 9は須恵、器片。

(2) 2号方形竪穴建築士止

1号方形竪穴の北東て、検出された。 1号、4号ブ'171ヲ竪穴に南東部を壊され、東壁は調査区外に推

定される。確認規模は南北4.7mm強、東西3.3mで、壁一高約80cm、床面レベ/レ9.7m前後、南北軸N-4
0

-w封切lる。床面は平坦で、あるが、特につき固めたような痕跡は認められない。床面上には竪穴北
西隅の柱穴を除いて、 f也にはま ったく造構が検出されでいない。北西附Iで、検出された柱穴は径60cm

前後、深さ30cmをiWJるが、 f也の竪穴附にも存るべきものなのかは把めない。

覆土内の造物はFig9-1、2に図示した 2点のかわらけの他に常滑饗片、瀬戸製品の破片。舶載

磁器片などが若干量あるが、いずれも小片であり図示できなかった。2点のかわらけは lが10.5cm、
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2が12.5cmの口径を持つ。中皿と大皿であろう。側壁は lが口縁部内湾気味に対して 2は外反傾向を

示している。

(3) 4号方形竪穴建築士止

1号方形竪穴建築:1:1上北で検出された。 2号方形竪穴を切り、 1号方形竪穴に南半分を切られる。

確認規模は東西約3.0m、南北1.9m、壁高約1m、床面レベル9.6m前後、南北軸N-6
0 -wを測る。

床面上遺構としては西壁直下の溝様遺構および大小 3口の柱穴が確認されたが、上屋を推定するほ

どの配置は認められない。溝様遺構は上幅35-40cm、深さ10cm前後、断面方形を呈し、柱穴は大が

径70cm、i奈さ 15cm、小が径15-20cm、i菜さ10-15cmをifilJる。

遺物は小面積の調査ということもありさほど多くはない。図示できたのはFig9 -3 -6の4点で

あり、この他にはかわらけ片、常滑片などが少量出土している。 3は常滑護片の周囲を研磨した製

品。砥石あるいは鉄鍋のスス落しとして使用されたのだろう。 4-6は銅銭。 4は判読不能。 5、

l号方笠

5
2
 

ロマ 4号
口
一
勺qL
 

10m 

。 2m 

Fig.8 2号、 4号、 5号方形竪穴建築士止
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Fig.9 2号、4号、 5号方形竪穴出土遺物

6は紹聖元宝である。

(4) 5号方形竪穴建築士止

。

℃二コ二二三ク7

モ二平 イ

ミヨ-'~
lOcm 

ほとんどを l号、4号・方形監穴建築祉に切られ、極く一部の検出にとどま った。 4号方形竪穴の

施設の可能性も残るが、こ こでは区別して図示した。確認規模は南北l.lm、東西50cm、壁高80cm強、

床面レベ/レ9.7m前後。

造物はFig9 -7 -9に図示した 3点のかわらけの他に若干の舶載磁器が出土している。3点のか

わらけはいずれも 口径 7-8 cmの小皿で、口唇部はやや直線的に外反している。いずれのかわらけ

も胎土は砂を含んだやや粒の*.11~、 ニI~ で、 外底I耐には凹転糸切り痕とスノコ痕が付 く。

(5) 3号方形竪穴建築士止

制3fif区内ほぼ中央で検，'1'，された。北凶古15で9..，手 lj}fJ!'，~王穴建築祉を切っている。又、床面検出の柱

穴を主lt療すると、 これらが一|計lilを形成しているようにも忠われる。調査H寺には、この区域を若干

のJil，;fi'U-.J刊の変化から、 lO-'，})j形燃火としていたが、 明確な変化として把めなかったため、ここで

は一つの幣j'(としてまとめた。!I'，土造物も同様に扱った。

本)jJfJ'符火建築t.JI:は本ilj;跡で検出されたなかでは最も残年状況が良L、。検出規模は東西5.3m、南

北7-7.2m、itそ，'::j80cm、lふーl(rIレベル9.2mJjij後、南北fJllJN-60-Wを測る。床而上からは約50口の小

相穴および'iWitiJ'<の泣付jが検，'1'，されている。 これらの柱穴は、 北側IJに約 2mの|隔を残して南側にのみ認

められる。泌さは 5-15cmて、浅いものが多し、。溝様の造構などは根太木の据え跡とも考えられよう。

この場合、 H.l ~;tから約4.50mH近に切り合いの線を推定しでも良いかもしれない。

造物は額二L'.L半分を '1'心に多量に出土しているが、ほとんどはかわらけであり 、舶載磁器、瀬戸

などは臥めて少ない。Figll-l-75、Fig12-1 -42はかわらけ。木造跡検出の方形竪穴では出土量

がも っとも多L、。lは11t主4.2cm、総高 1cm弱、底径3cm弱で、 低い側壁は直立気味である。 「内折れ」

あるいは 「コース ター」とl呼ばれているものであろう 。他には破片もない。

Figll-2 -75、Fig12-1 -22は口径7-8 cm前後の小形llll。いずれの11台土も砂をやや含んだ粒の

籾L、土で、 外底はl.!!l転糸切り、 スノ コ痕が残る。 似1)壁は直線的に外反するもの、口唇音Ilが内湾気味

のものなどの変化は認められるが、総高は1.5-2cmのものがほとんどで、2cmを越えるものは極くわ

ずかしか合まれていなL、。Fig12-22は側壁の一部が内側に押されている小皿l。約半分を欠くため「耳

145 



皿」的な形状をしていたものかは把めない。図示した96個の小皿のうち、灯明皿として使用されて

いたのは 6個だけである。

Fig12-23 -42は口径12-14cmの大血。 11台土、整形は小l皿と同じである。倶IJ壁は直線的に外反する

ものはほとんどみられず、端部のみ外反傾向を示すものと、内湾傾向を示すものとが混在している。

20個体のうち、灯明皿として使用されたのは3個である。

ロ-
C」
[

♂ EP匂~ J@@ 

①Vib Jo 
h三二二2 8 d 8 
@) 

荘、

10m 

。 2m 

Fig.10 3号、 9号方形竪穴建築士止
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Fig.ll 3号方形竪穴出土遺物(1)
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Fig.12 3号方形竪穴出土遺物(2)
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Fig.13 3号方形竪穴出土遺物(3)

。

。 lOcm 

Fig12-43-45は土製品。43はかわらけと同質土を使用した無顎小査、同級ーの製品は周辺の遺跡、で

も多く 出土している。口径4.2cm、)j阿部最大幅7.2cm、j底部4.2cm、器高4.2cm、外!底回転糸切りの後に

スノ コ痕あり。44、45は植物繊維を多く含んだ粒の粗い)j台土の土製品。 11台土はフイゴの羽口に用い

られているものと類似している。44は底径10cm弱。45は口径10cm弱、底径7.5cm、総高6cmのややコ

ップ~I~ を呈する製品。 2 点共にj存 j他物は付着していないが 「ルツボ」 と考えられる 。

Fig13-1 -3はフイゴの羽口。3点ともに破片のため、原形は把めなし、。11台土は粗い石粒、植物

繊維を多く含み、粉質である。 1、2は最大径7.5cm前後で中一央に 3cm前後の孔が穿けられている。

Fig13-4、5は釘。2点共に先端部をわずかに欠 くが、 4は10cm、5は11.2cmが残る。

Fig13-6は砥石。Fig13-7、8は常滑製品であろう 。7は常i骨こね鉢、復元底径15cm強。内面は

よく磨かれている。8は'，lif;~骨の襲。 復元口径53cm前後、口縁部はN字に近 く折り l:ttl げられ、縁帯|隔

5.1cm。

(6) 9号方形竪穴建築士止

3号方形竪穴建築担1:北西て‘検出されたが、ほとんどを 3号方形竪穴によって切 られている。確認

規模は東西で'282.8m、南北4.8m、壁高70cm、床面レベjレ9.3m前後。床面上からは柱穴等の遺構はま

ったく検出されていない。

造物は覆土上半分を l二1-1心としてかわらけ、常治宝v午、舶n茨磁器片等が若干量出土しているが、小
片が多いため図示できるものはない。
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(7)12号方形竪穴建築士止

調査区中央西壁際で検出された。中世地山上で、のフ。ラン確認では 1個の方形竪穴建築祉であった

.が、掘り下げの結果3基の重複と判明した。 3基の方形竪穴建築祉の最終的な掘り上げ調査後の姿

はFig14になるが、土層図等の資料からは13号方形竪穴が最も新しい構築である。

本方形竪穴は南側の覆土のほとんどを13号方形竪穴によって削平されている。本建築祉の掘り方

の方が深いこともあり、平面形状では一応の規模が把めるが、床面追構等は削平を受けていると思

われる。

確認規模は東西4.80m、南北5.60-6.0m、壁高l.7m、床面レベ/レ8.90m前後、南北車IIIN-4
0

- W 

をiNIJる。床面上北半分には約20口の小柱穴及ぴ溝掠遺構が検出されている。本来は南半分にもこの

ような泣構が存在していたものと思われる。 小柱穴は径15-40cmほどの円形ないし方形で、 i楽さは

5 -15cmとi芙い。

造物は竪穴の床面が地表から深くまで掘り下げられていることもあり、多量に出土している。本

竪穴出土のものはFgi15とFig16-1-8に図示したが、このなかには13号方形竪穴出土のものも若

干量含まれてしまっている可能性がある。 12号、13号のいずれから出土したか把めなかったものは

Fig16-9 -13に、13号方形竪穴出土のものはFig16-14-19に示した。

Fig15-1 -15はかわらけ。口径 7-8 cmの小皿と12-14cmの大JIIlとに区分できる。胎土はやや砂

を含んだ粗い土で、外底回転糸切り、スノコ痕がほとんどに付〈 。小皿では直線的に外反する側壁

を持つものが多く、口唇部が内湾するものは少ない。大]]1では内湾傾向を示すものが目につく 。

16-20は舶載磁器。16・19は口]C白磁皿、白濁色の手[11がかけられ、口唇部のみ削り取られる。各

寸法は16の底径が6cm弱、 17-19の口径が17から9cm、10.8cm、10.9cmを測る。20は縞蓮弁文青磁碗、

復元口径14.5cm。内外商に淡青緑色の手[11があっくかかる。

21-29は常滑製品であろう 。21は饗口縁部、復元口径35cm前後。22は饗底部、復元底径28cm強、外

商底部近くに指頭整形痕が残る。23は貼り付け高台を持つこね鉢。24は護口縁部。 23の底径は25cm

弱、 24の口径は28cm強を測る。 25は査、 26、27はこね鉢、 28は小査、 29はこね鉢である。Fig16-1 

はこね鉢。[JJ茶碗窯の製品であろう。 2-5は釘、 6、7は須恵器片、 8は瓦。

(8)13号方形竪穴建築士止

;惟積土層などの観察では12号、 15号方形竪穴建築祉の覆土内に掘り込まれている方形竪穴建築祉

であるが、掘り込みが浅いことと覆土内の切り合いということもあり、平面的に本遺構を検出する

ことはできなかった。

堆積土層の観察による竪穴規模は南北5.6m、東西3.4m以上、壁高1.4m、床面レベル9.10m呈の規

模を有していたものと考えられる。土層観察の結果では床商上に土;蹟あるいは柱穴様の遺構が存っ

た事は推定できるが、平面的に把えられなかった。

造物は、 12号、 13号方形竪穴建築祉覆土内から多く li'dこしているが、明らかに13号方形竪穴建築

士止からの出土と考えられるものはFig16-14-19に図示した 6点に|浪られてしまう。 14-16はかわら
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Fig.16 12号、 13号方形竪穴出土遺物(2)

19.，_ 

け。胎土はやや砂を含んだ粒の粗い土で、外底面回転糸切り。口径は14から12.6cm、10.8cm、7.2cm。

17はこね鉢、復元口径24cm前後。18は砥石、石質はキメが細かく、やや軟い。幅4cm弱、厚さ 1cm 

弱。19は骨製の拝。幅7mm、一端部を欠 くが1l.5cmが残る。

(9)15号方形竪穴建築士止

12号、 13号方形竪穴建築祉の南に検出されたが、これら 2基の方形竪穴により北側のほとんどを

切られ、東は試掘調査横により切られる。そのため検出された部分は極くわずかである。

確認規模は南北l.3m、東西1.5m、壁高80cm、床面レベル9.4mをiWJる。南北軸の方向などは残存す

る壁面が少ないこともあり、計測できなかった。

造物はかわらけ、常滑襲、瀬戸製品、舶載磁器片などが若干量出土しているが、いずれも小片で、

あるため図示できなかった。
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Fig. 18 14号方形竪穴出土遺物

(10)14号方形竪穴建築士止

井戸lの南側で検出された。本方形竪穴は東を16号、 17号方形竪穴に、二|ヒおよび商を井戸1およ

び現代撹乱によって切られているために、検tl"，された而積はわずかである。そのため形状、規模等

に不明瞭な点が多いため、図示するのに多少の異和感があったが、造物が出土していること もあ り

ここに示した。

確認観模は東西3.0m前後、南~t3.20m、 壁高80cm、床面レベノレ9.0m を illil る。床面は平坦であるが柱

穴が 1個検出されたにとどまった。柱穴は50x 80cmの惰円形を呈し、深さ15-25cm。一般的な柱の

穴とは異なる。

泣物はFig18に5点が図示できたが、その他には小片のかわらけ、瀬戸などが若干量出土してい

る。 Fig18-1なフイゴの羽口、径7.5cmほどの径を持ち、中央に径 3cm前後の孔が穿いている。
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胎土は植物融維と粗い石粒を含んだ粉

質土で、先端には黒緑色の溶触物が付

着している。 2、3は舶載磁器。 2は

内底面に渦巻文が5個以上線彫りさ

れ、高台畳付と外底面を除く全面に青

緑色の軸がかかる。高台径5.4cm。

4、 5は;常滑の饗。 4は復元口28cm

前後、口縁部は外方に引き出され、口

唇端部は内側に向く。 5は復元口径48

cm前後。口唇端部は直立気味である。

(1 1) 16号方形竪穴建築士止

井戸 1の東側、調査区東壁際で検出

された。東は調査区外に延び、南は17

号方形竪穴に切られているため、確認

された面積はごくわずかである。確認

規模は東西1.6m、南北l.3m、壁高 1m、

床面レベル 9m前後を測る。

造物は調査時に17号方形竪穴と区分

できないままに掘り上げてしまったた

めに、明確な伴出(覆土内)遺物が把

めなかった。そのためより規模の大き

い17号方形竪穴の出土遺物に含めた。

(12) 17号方形竪穴建築士止

16号方形竪穴の南北で検出された。

井戸 lに竪穴北西隅を切られ、調査区

外来にさらに延びる。確認規模は東西

2m、南北6.7m、壁高1.4m、床面レベ

ル9m前後、南北車IhN-5" -WをiWJる。床面は平坦であるが、柱穴などの泣構は確認できなかった。

造物は16号方形竪穴建築祉覆土内を含めて多く出土している。Fig20に図示した造物は両方形竪

穴建築祉覆土内出土のものであるが、特に出土竪穴の区分はできなかった。以下、説明を加える。

1はフイ ゴの羽口、径は不明だが、先端部に黒緑色の溶触物が付着 している。 2-8はかわらけ

小皿。口径 7-8 cmで、胎土はやや砂を含んだ粒の粗い土のものがほとんどであるが、 2は粒が細か

く、8は砂分が多い。8の外底而に残るゆるい回転糸切り痕などからは、これが鎌倉初期に見られ

る一群に近いことを示 している。
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9は砥石、 10は銅銭。 「皇宋通宝」である。11、12は欽釘。11は先端部を欠くが、桟作長 5cm、l 

辺5mmの方形断面。 12は全長7.5cm、5x 7 mmの方形断而を持つ。 いずれの項部も折り 1"1げられてい

る。この他にも若干量の鉄釘片が存る。

13-16は瀬戸折縁鉢。灰flR製品で、ある。13は口径20cm弱、部市5.6cm、底筏12.7cm、14は似川11符

28cm強、 15は27cm強を測る。16は復元底径12.5cm前後、 17、18は;町村守護J.，'のスタンプ文株。

II.井戸

井戸は約400m2の調査面積がありながら l基しか検出されていなL、。しかし、 地続きにliH変する長

谷小路周辺泣跡 (Fig1 -2) では数基の井戸が検出されているので、井戸の構築にも 引Aではlリ!

確にできないが一場所の適、不通iが存ったのかもしれない。

(1)井戸|

澗査区南寄りの中央近くで検出された。16号、 17号方形1:点火のー音I1を切るが、堆干11土JK'等の観察

では14号方形竪穴に覆土南半分を切 られている。掘り方は南北3.3m、東西3.2-4.0mの平[trj7j:J1ヲを呈
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Fig.21 井戸 1

し、深さ3.20m、床面レベノレ6.0m前後の

規模を有する。井戸枠は確認できなか

ったが、検出状況および堆積土の観察

などからは l辺 1m前後の木組み枠の

存在が推定できる。調査時点では井戸

底レベルで、は湧水がみられなかったか

ら当時と地下水レベルが変化している

ことが考えられる。

出土造物は比較的多く出土している

が、小片のため図化できないものが相

当数含まれている。復元実測が可能な

ものについてはFig22に11点図示し

た。 lは蓮弁文青磁碗片、口径復元不

能。 2は;市消・の裂、 口径22cm弱。 3は

2と同一Il台土の破片外表にみられるス

タンプ文才表。

4 -10はかわ らけ。 4-8は口径7

-8 cmの小lllloIl台土はやや砂を含んだ

粒の組い土で、焼成良好。外底面には

回転糸切り痕とスノコ痕が残る。側壁

は比較的外反傾向を示すものが多く、

口唇音1)が内湾するものはほとんどみられない。

9， 10は口径11-13cmの大皿。1]台土、整形は小皿のそれに類似する。器形は小皿とやや異なって

一「一YJ T2 に二コーーク4 KZ王ζ え て亡ユι二ク6

Fig.22 井戸 1出土遺物
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おり、 9は直線的に外反するが、 10は口唇部が内湾傾向を示す。

11は切断された獣骨である。このような切断された獣骨は本遺跡周辺の遺跡地内から多量に出土

している。本遺跡では確認できなかったが、長谷小路南遺跡では骨製品の加工場的な造物の出土状

況が認められている。

III. 土墳墓

臼黄褐色砂層 (標準3層)上から土壌内埋葬人骨 l体と構内集積人骨1個所が確認された。この

他に獣骨が多くの遺構内から検出されているが、これはには埋葬されたような痕跡はみられない。

遺跡地周辺の調査では数多くの埋葬人骨が検出されているが、近年の調査では中世以前の埋葬人

骨が多く存在していることが確認されている。本遺跡、でもそうした人骨がみられたが、本書では中

世と中世以前とに分けて編集しているため、中世以前のものについては後送して、中世の もののみ

を本項で扱った。

以下、説明を加えるが、 Fig24に示した土媛墓 2とは明確な埋葬例ではなく、溝内に集積したもの

であるが、当初は集合葬として把えたため土壌墓の名称、を附したものである。又、人骨は聖マリア

ンヌ医科大学の森本岩太郎先生に取り上げていただき、性別その他のコメン 卜をいただく予定であ

ったが、教育委員会の都合もあり、いまだ鑑定結果が出ていないため割愛した。

(1)土墳墓 |

井戸1の南西で検出された単体埋葬墓であるが、現代撹乱によりほとんどが失なわれている。残

存音11からみると、土壌は長方形ないし長円形を呈し長11!lli2m以 l二、短車Ili1.2m前後、 深さ40-50cmの

規模を有している。

埋葬された人骨は北頭、西商の側臥屈葬と思われるが、下1/支骨及び下腕骨、手指骨が確認された

H苦古L

。
Fig.23 土墳墓 1

にとどまった。この{也の骨はf畳乱によって削平を

受けてしまっている。

土境内からの出土遺物は、土撲のほとんどが削

平されてしまっている ということもあり、少量の

かわらけ片、鉄釘片などが出土したにすぎない。

(2)土墳墓 2

j背l覆土内に集積された人骨群を土境墓 2とし

て扱った。確認当初は溝覆土にみられた若干の土

質差から方形の集合墓であろうと考え られたが、

調査の進展にともなって、構内に廃棄された人骨

であろうと判断した。

1m i荷内から検出された人骨は頭骨が71本みられる

のに対 し、上腕骨、 七・下肢骨、背骨などは 7体
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Fig. 25 土墳墓2出土物

分にはとうていおよばない量しか確認されていな

い。このことからすると、 7体の集合葬と考える

よりは 「改葬」あるいは 「廃棄」と考えるのが良

いだろう 。

造物は人骨周辺から 2枚の銅銭、溝覆土内から

若干の常滑 ・瀬戸 ・からわけ片などが出土してい

るが、 Fig25-1 -3に図示した以外は小片であ

る。 lはかわらけ、復元口径 9cm弱。口縁部およ

び外面にタール状の付着物がある。2、3は銅銭。

2は聖宋元宝、 3は元口通宝である。出土状態か

らは今回の廃棄に際して埋納されたと考えるより

は、骨とともに移動してきたと考える方が良いと

思われる。

(3)散乱骨

遺跡、内数個所で、 人骨、獣骨が散乱した状態で

確認された。これらの骨は、ほとんどが掘り込み

を伴わずにーあるいは掘り込みが把めずに一検出

されている。検出された層位は白寅褐色砂層中か

ら黒褐色弱粘質砂層上に至る間で、自然堆積層内

である。

以下、各出土骨について説明を加えるが、これ

らの獣骨も鑑定するには至っておらず、筆者の不

十分な知識から特定するのは、いたずらに混乱を

起こすだけである。したがって、ここでは出土し

た骨の層位、人、獣の区別等について簡単に触れ

るにとどめた。

F日ig26か-A骨lはま黒褐色弱粘質砂層上で

j溝蒜内の大型動物骨でで、ある。溝内であるため、本来

ならば、本工頁には含まれないのかもしれないが、
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骨の散乱状況を明確にするため、ここに出土状況図だけを図示した。私見した限りでは牛の骨と思

われる。

造物は溝内全体の出土が少ないということもあり、明確な時代判定をできるようなものは出土し

ていなし、。 堆積土の観察では、 I~l -I立以前の構築の可能性が認められる。

B骨はM-6グリッドの黒褐色弱粘質砂層上で検出された頭骨である。牛と思われる。近くでは他

の部位骨は検出されていない。

C骨はK-7グリッ卜の黒褐色弱粘質砂層上で検出された小型IIll'i礼動物の骨である。骨格を示すほ

どの部位は出土していないが、犬あるいは猫であろう 。

D骨は M一7グリットのやはり黒褐色弱粘質砂層上で検出された。大型晴乳動物(陸生)と思われ

る。周辺からはまったく造物は出土していない。

E骨は土媛墓2とした溝1の南西一裕で検出された散乱骨群である。検出而はf也の骨群と同じ黒

褐色弱粘質砂層上である。 この一群の/J'，土骨のなかには多くの人骨が含まれているが、明確な埋納

穴が確認されたものはなし、。 他の動物骨と同様に散乱しているのである。

E骨周辺からは、若干のかわらけ片などが出土しているが、小片のため、時期決定をするには資料

が少ない。

以上、散乱している骨について若干の説明を加えてきたが、これらの骨は黒褐色弱粘質砂層上に

散乱 している。散乱 している骨は動物骨が主であるが、 E骨ーのように人骨も多く含まれている地域も

ある。この状況は、白貰褐色砂層の雌:fl't前に追跡地周辺が人骨、動物骨などの散乱する地域(墓地

ではなく)であったと推定できる。

N.土塀

ブj形!枝氏建築祉、井戸などの大JIヲ追緋が多く検出されたものの、それらの遺構の問、あるいは覆

土」ーなどから約100lJの柱穴、土壌が検出できた。これらの遺構全体を観察しでも、特に規則性は認

められないが、多くのi柱穴が存在している ことからは、掘立柱建物が、方形竪穴建築祉と併存して

いたことが十分に推定できる。しかし、柱穴から建物を復元することはできなかった。

_:l:販には多くの形状があり、 X、造物の出土するものしないものなどの変化が認められる。本項

ではそうした土媛それぞれについて説明を加えるべきであろうが、紙数の都合もあり、 ここでは造

物を，'-1仁Lした土1疫を1_1'心にした。

以下、説明を加えるが、得土;肢の平面および断面形は図示せずに、その概要を記し、 出土造物は

可能な限り図示した。又、 f也の造構などとの切り合いで平面形が完全に把握できなかったものにつ

いては、泣物を図示したが、説明を訓愛したものもある。

D-12 

2号方形竪穴建築祉の北西附近くで検出された小土撲である。平商形は径l.3-1.5mの不整円形を

呈し、深さ20-30cm、底而レベル10_16m。覆土内には若干の炭化物が混じる。
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造物はかわらけ、;常滑饗片が出土した。ほとんど小片で、あるが、かわらけ 3点 (Fgi27-3 -5 ) 

が図示できた。 3点のかわらけは、いずれも砂を含んだ粒の粗い)]台土で、内底面には指頭ナテが施

され、外底面には回転糸切り痕とスノ コ痕が残っている。口径は 3が7.5cm、4が8cm強、 5が13cm

強(復元)をiWJる。

0-22 

調査区北西隅近くで検出された小土壌で、ある 。 平面~I}は東西70cm、南北65cmのややくずれた方形

を呈す。深さ20cm、底面レベル10.50m前後をiWJる。復土内には若干量の小土丹が混入する。

造物はかわらけ、常j骨片などが小量出土しているが、いずれも小片で、あり図示できない。図示で

きたのは鉄釘 l点 (Fig27-13)である。わずかに先端を欠くが、全長6.5cm弱。上端は折り曲げられ

ている。

0-23 

D-22の南東で検出されたが、南側を現代井戸の掘り込み及び試掘療に切られているため全体形は

把めない。残存部平面形は方形を呈し、東西40cm弱、南北30cm。深さ約10cm、底面レベル10.56mを

iWJる。

造物は、土摂(あるいは柱穴)が小形ということもあり、数点しか11'1土していなし、。これらも小

片が多く、図示できたのはFig27-14、1点である。 14は白磁日正碗。復元口径12.5cm弱、内外面にか

けられた白濁色の柑が口唇部でかき取られている。

0-26 

調査区北東隅近くで検出された。西・東で他の土墳と切り合っているため原形は失われているが、

本米は円形平商を呈していたと思われる。南北径約70cmを測る。i朱さ20-25cm、底而レベル10.30m

前後を測る。

造物はかわらけ、常i骨・片などが若干量出土しているが、いずれも小片であり図示できなかった。

Fig27-20に図示したのは111t-図化できた鉄釘である。全長12cm強、 l辺7mmなどの方形断而を持ち、

I頁音Jlは十斤り曲げ.られている。

0-31 

調査区北東隅近く、 D-23東側で検出された土墳である。一部を現代撹乱および試掘療によ って切

られている。平面形は~Yf:様を呈し、 |陪80cm、長さ 1.8m、深さ 30-40cm 、 j本而レベル 10.10m前後を測

る。覆土内には若干の炭化物が含まれる。

造物はかわらけを中心に約10点が出土しているが、小片が多く図示できたのは 2点である。2点

がはFig27-15、16に示した。15は口径8.5cm、側壁中心に曲折点を持ち、 μ唇音11は外方に引かれてい

る。 llti土にはやや砂が多く含まれる。 16は復元口径13cm弱。

0-34 

調査にはほ中央、北端近くで検出された。北西宮11でイ也の土媛と切り合ってお り、やや不明確であ

るが、本来は方形平面を呈していたものと考えられる。長辺1.4m、短辺1.1m、泌さ約50cm、底而レ
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ベル10.20m強をiRIJる。覆土内には若干の炭化物と小土丹を含んでいる。

土墳の規模に比して出土造物は少なく、かわらけ2点が図示できたにとどまった。Fig27-17、18

が本土t噴出土のかわらけである。ともに口径7-8 cmの小皿。)j台土は砂を合んだ粒の粗い土で他のも

のと変化していない。

D-37 

D-12の北側で検出された柱穴様の小土壌である。長径60cm、短径45cm、深さ35cm、底面レ公ル10.

30m弱を測る。

造物は極めて少なく、 Fig27-19に図示したかわらけが I点出土しただけである。 19は口径7.2cm、

口唇部には油煙の付着が認められる。

D-38 

D-12の西に接して検出された比較的大きな土壌である。平而7Jヲは附丸方形を呈し、長iitlJI1.6m、短

~i11i1.4m弱、深さ 40-50cm、底面レベ/レ10.20m弱を測る 。 覆土内には若干の炭化物が含まれる 。

造物は比較的多く出土しているが、小片が多いため、図示できたのはFig27-21-23の3点である。

21、22はかわらけ。口径は21が7cm、22が13cm強を測る。23は常i骨窯の無頚輩。口径15cm強、!阿部

最大|幅17.5cmをiRlJる。

D-47 

D-38の西側で検出された。平面71ヲは不整形を呈し、東西最大|陥70cm、南北最大幅1.1m、i奈さ20cm、

l底商レベノレ10.40mを測る。

小形土擦ながら出土造物は多く、 Fig27-26-31に図示した6点のかわらけの他に、小片ながら蓮弁

文青磁碗、常i骨~片などが出土している 。 かわらけはやや砂を合んだ粒の粗い土で、外底面には!日

転糸切り痕とスノコ痕が残る。口径は26-29が13-14cm、30、31が8cm前後て、ある。

D-49 

1号方形竪穴建築祉の西で検出された柱穴様の掘り込みである。 北・南をf也の追構、撹乱と切り

合っているため不確かであるが、東西筏55cmを測る。

造物は少ない。図示できたのはFig28-1の l点である。 1はフイゴの羽口、)j台土は植物繊維を 多

く含む組い土で径7.5cm前後。中央に 3-3.5cmの径の穴があけられている。下端音I1を欠くが上端部に

は黒褐色のj容触物が付いている。

D-50 

12号方形竪穴建築祉の北側で検出された柱穴様の掘り込みである。平面形は円形を呈 し、径40cm

前後、深さ30cm、底面レベル10.30m弱。

泣物は少なく、かわらけ 1点の図示にとどまった。これはFig28-2に示した。口径7.5cmo

D-56 

D-50の東で検出された。本土壌の南部分はD-55と切り合っているため、土壌の全体形は把めない。

残存部からみると円形平商を有していたものと思われる。残存部規模は東西1.2m、南北60cm、i奈さ
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25cm、底面レベル10.20m弱。

遺物は3点が図示できた。 Fig28-3 -5に示した。3は山茶碗窯こね鉢。 4は両国及び外周が磨れ

た銅銭。 5は釘。

D-63 

調査区西壁際で検出された土墳であるが、北側IJを現代撹乱に切られ、調査区外に延びるために全

体形は把めない。残存部から推定すると、本来は方形を呈していたものと考えられる。確認規模は

南北2m、東西l.lm、深さ約50cm、底面レベル9.80m前後を測る。

遺物はFig28-6 -9に図示した 4点のかわらけ以外に若干量の常滑片、舶載磁器片などが出土し

ている。かわらけは 6、7カ言口径:7 -7.5cm、8、9カぜ12-13cmをiRlJる。

D-64 

D-63の南側で検出された。北側をD-63に切られ、さらに調査区外西に延びる。平面形はD-63同様

方形を呈していたと思われる。残存規模は南北1.9m、東西l.lm、深さ約40cm、底面レベル10.30m弱

を測る。

遺物はFig28-10、11に図示した 2点のかわらけの他に常i骨裂片などが出土しているが、いずれも

小片のため図示できない。

D-75 

2号方形竪穴建築祉西が検出された。南を 4号方形竪穴建築祉に切られる。 本来は構様の細長い

土壌であったと思われる。幅50-60cm、残存長約 1m、深さ15-20cmをiWJる。

造物はFig28-15に示したかわらけ l点の他に小片の常滑裂片、舶載磁器片などが数点出土してい

る。 15の口径は 8cm弱。

D-82 

土壌墓の西側調査区壁近くで検出された。さらに西側調査区外に延びる。調査部分での規模は東

西60cm、南北70cm、深さ60cm、底面レベノレ9.50mをiHlJる。本来の平商11ヲは円形と思われる。

遺物はFig28-17、18に図示した2点の他にかわらけ、常i賞、瀬戸片などが少量出土しているがい

ずれも小片である。 17は鉄釘、 18はかわ らけ、口径7.5cm強。

D-83 

D-82の南東で検出された。本遺跡検出の土壊で、は比較的規模が大きし、。平而形は東西に長車111を持

つ長方形を呈する。規模は東西2.1m、南北 1-1.2m、i楽さ約50cm、底面レベル9.40m。

覆土内からは多くの造物が出土している。このうちFig28直 20-29に10点が図示て、きた。これ以外

には常滑、瀬戸などの小片が出土している。20は蓮弁文青磁碗、口径15cm強。21は精11台の山茶碗、

美濃糸の製品であろう。口径11.5cmo 22は長方形の砥石。23-29はかわらけ。23-26は口径7.5cm前

後の小皿、 27-29は口径12-13cmの大皿で、ある。lJ台土はいずれも砂をやや含んだ粒の粗い土で外底

面には回転糸切り痕とスノ コ痕が残る。側壁は24、25の口唇部が外反気味であるが、{也のものは口

唇部が内湾傾向を示している。
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D-84 

D-83の北側で・検出された。 平面~Iヲは東西に細長い溝様の土療である 。 東西約2 .5m、南北60cm-70

cm、深さ1.2m、底商レベル8.80m強。

検出された土墳のなかでも最も深い掘り込みを有しているにもかかわらず、 ，':H土造物は少ない。

図化できたのは図示したFig28-30の l点のみである。30はかわらけ。口径8cm。

以上、検出された土壌、柱穴のうち造物の出土したものについて説明を加えたが、掘り込みの明

確でないものなどについては割愛したため、不十分なものになってしまった。全体をみても、土境

内の出土造物などに特徴的な出土状況は認められなかった。

D-3 

調査区西壁近く、 12号方形竪穴建築祉の北で検出された。本造構は浅い皿形断面の掘り込み内部

に炭化物 ・ 焼土などが堆積し、若干の骨片が出土している等のt~j'殊性が認められる。本来ならば土

墳墓の工頁に含めるべきかとも思われるが、骨片が人骨であるか否かの鑑定結果も出ていないため、

ここで、は土媛として扱った。

本追構は長径50cm、短径40cm、深さ 20cmの柱穴~葉の穴とその周囲に掘りくばめられた。 断面皿形

の土壌からなっている。平商形では判然としないが、キメ細かい植物質の炭化物層と焼土を含む層

が土壌内に堆積している。しかし、血形土壌の底部は、ここで火を使用したと考えられるほど明確

な痕跡は残されていない。

本土域及び堆積土内からは若干のかわらけ小片は出土したが、それ以外の造物はま ったく出土し

中世に属する溝としては 2条が検出されてい

る。これらの溝は追跡内を抜けるような溝ではな

く追跡地内から始まり、 北に向って流れている溝

である。これは、南側に砂丘があるような地形に

影響されているように考えられる。

以下、 2粂の溝について説明を加えるが、講の

番号は確認、調査順に附した。又、溝 lは本来な

らば土墳墓の項に含めるべきであろうが、人骨は

後世の投げ込みであるために、溝を区別して本項

に令めた。

;着 |

6 土壌墓 2として扱った人骨群が覆土上官I1に投げ

焼土・炭化物 勺三¥

1 

戸
-O
円

C
H

，....， 
，....， 

Cコ，....， 

10.30m 

Fig.29 土墳 3

ていない。又、骨片は火を受けた痕跡が明らかに

残っている。

V.溝;

に工コ

にD
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Fig.30 溝1、溝 2

込まれていた溝である。主軸(流下)方向N-15 0-W。 北は現代撹乱によって切られ、南は 3 号方~Iヲ

竪穴建築祉によ って切られている。溝|幅(上)は 1-1.3m、i楽さ約50cm。底面レベルは北が約15cm

低い。北に向って流れていたのだろう 。断面形はU字形に近い。

覆土内からは土媛墓 2として扱った多量の人骨が出土しているが、これ以外には若干のかわらけ

片、常滑片などが出土している。 しかしこれらは小片で恒l示で・きなし、。 Fig30-1に示した土器はIIjfr

ー図示できた出土造物で、ある。JI台土は粒が組く繊維を多く含んだ土で、直立無味の口唇部内側には

指頭整形痕が残る。ルツボの一部とも思われるが、断定できない。

;湾2

M-6グリ ッ卜から調査区北壁にかけて、約8mにわたって検出された。溝幅(上l隔)は1-1.3m、

深さ30-50cm、長車111(流下)方向N-18
0

-W。溝底面レベルは北が約15cmi止し、。北に向って流れてい

たものと考えられる。

溝覆土内からは小量のかわらけ、動物骨、常i骨.~片な どが出土したが、小片が多 く図示できるも
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のは極めて少ない。 Fig30-2に示したものは覆土内出土の須恵器片である。

以上、検出された 2粂の溝について説明を加えてきたが、溝2については、出土造物がほとんど

ないこともあり、中世に属するものか明確で、ない部分も残る。しかし、溝2の下部に別の溝が存在

することを考えると、中世遺構の最も古い時期のものとも考えられよう。

VI.確認面出土遺物

中世遺構を検出する作業中あるいは一部を掘 り下げ調査を実施中に多くの造物が出土している。

これらはすべて確認面出土造物として本項にまとめたが、ここには表土および撹乱層内から出土し

たものは含んでいない。

以下、出土した造物に若干の説明を加えていくこと にするが、かわらけはその出土量が多く、す

べてを図示することはできないので、完全な形のものあるいは特徴的なものに限定して示した。か

わらけ以外のものについては復元実i!¥lJが可能なものは極力図化した。

Fig31-1 -5は舶載青磁。1は蓮弁文青磁碗。内外に青緑色の干111が厚 くかかる。復元口径11cm弱。

2は青磁無文皿1。口径11cm弱。 3は蓮弁文青1i並碗。復元口径16cm弱。4は画花文青磁碗、口唇部は

へラ状具で輪花様になされている。5は青磁鉢の底部片、復元高台径10.5cm、高台畳付を除く全面に

青縁色の~[IIが厚くかけられる 。

Fig31-6は白磁碗。復元口径15cm強、接合しないが胴下部片が存る。白濁色の不透明な紬が口唇

音Il で 1~IJ り取 られている 。

Fig31-7-10は青|当磁。 7は合子の蓋、 一卜而には車ruかいへラ彫りで花文様が彫られているが、破

片のため全体は把めない。8は梅瓶胴部片。 9は合子蓋、径4.5cm、高さ1.5cm弱。上商には花芯およ

ひ7と弁が表わされている。10は合子の身、口径6cm、外而には蓮弁が!形られる。

Fig31 - 11-19は瀬戸窯の製 " ~' o 11は灰干111瓶子の底部。背の高い方形断而様の高台が貼り付けられ

ている。12、13は灰干111折紘}fo 12は口径16cm、 13は20cm 、 14は灰~Ihの盤、あるいは鉢と思われる製

品。 復元底従20cm弱。 15は灰~Ihの鉢底部片 。 内底面外周には 4-5 本の沈線が巡り、中央部にも何

らかの文総ーが彫られていたと忠われるが不明。高台径8.5cm、高台の内側には焼成時に使用した沈線

が裕子 Id に膨 られている 。 16は査の輩、径10.4cm、下1~ll径4.2cm、同形状の蓋は鶴岡八幡宮二十五坊

跡から，LIけ二しているが、これは黄褐キIIJがかけられている。17-19は山茶碗窯製品、17は入子である。

11径 4cm弱、底径2.7cm、器正:j1 cm強をi則り、外底4.5cm弱。19は底径5.5cm、いずれも外底面に回転糸

切りf友が残る。

Fig31-21、22は常i骨窯製品。共にこね鉢であろうが、 小片のため口径、器形の復元はできなかっ

た。.'1'，土点数は比較的少ない。

Fig31-23-45はかわ らけ。23は内而に墨書が残るが、破片のため判読できない。墨書されたかわ

らけは本例 1点だけである。「ハ土したかわらけはいずれもやや砂を含んだ粒の粗い土で、内底面に

は指頭ナデ、外!氏I耐にはIlil転糸切り痕とスノコ痕が残る。口径変化は日程12-13cmの大皿 (24-26)
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Fig.31 確認面出土遺物(1)
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，戸干、
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Fig.32 確認函出土遺物(2)

と1-'筏 7-8 cmの小JlIl(27-45)の2極で、':I'.IULとH乎ばれているものはほとんど出土 していない。

大肌では側壁が比較的直線的に立ち上が り、1..1締者11はやや外反している。

小lllLでも大JIILと同校の傾向が認められるが、総71ヲでは27に代表されるような、やや器高が高いも

のなどが混入している。

Fig32-1は鉄平111の茶入れと忠われる瀬戸窯の製"""01-' 唇音rl は内外に )I~厚 し、 外商にはややl享〈キ111

がかけられる。似jじ11筏2.8cm。

Fig32-2はニ1".製Jん 11台二1".は植物繊維を多く合んだ粒の粗い土。内外面に粘土紐積み上げの後の指

iJti務 )1ヲ泌が伐る 。 内 lúiおよび 1- 1 縁部に決f~~!物がやPt'í してはいないが、ルツ ボの数の製品と考えられ

る。本iiI湖、で2，.;';(IIU-.している。

Fig32-3、4は1J}F)#引l.i，fのある破)'，-である。 3は瀬戸灰手111瓶子肩音rl片であるが、内而および筈11れ口

の一日11 に附いた出がある 。 4 は'.:;け1~' ~~ J 'l・と忠われる破片。 ほぽ方形の破片の外周と一平商に磨いた

1点が伐る。

Fig32-5は切断棋の残る獣'自である。このように何らかの理由により 切断された骨片は本追跡周

辺では多 く ，'1 '，土するが、これを使H J した 'I~J・製品が，'1-'， ニlょするのは希である。本遺跡の西に位置する長

谷小路商追跡では'R製品のうち「楽形」の完成品、未完成品、チップなどが多量に出土して、これ

らに関係のある工!万の作在を推定されている。

Fig32-6 -9は石製品。6はi骨石鍋片を再利丹lしたと忠われる棒状製品。断面形は方形を呈して

いたと考えられる。 7-9は砥石。それぞれに完全な姿を失っているが、本来は長方形を呈してい
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たと思われる。

Fig32-10は銅製品。外径4.7cm弱の輪状の製品で、幅4mm、厚さ 2mm。内外両平面には「松葉Jr竹葉」

「梅」あるいは「桜」の花文様が細かい線でレリ ーフされている。銅製の輪が出土すること は希に

あるが、本例のように細かい文様が施されているのはない。貴重な例であろう。

Fig32-11 -15は銅銭。図示した 5点の他に判読できない銭が数点出土している。

以上、中世基盤層上から検出された各遺構、造物について説明を加えてきたが、紙数の都合もあ

って、不十分で、終って しま った部分も多い。

中世の造構の配置をみると、方形竪穴建築j:J上と井戸、土境墓、溝などに整然とした配置一造構別

による区画形成ーはま ったく感じられなし、。これらの泣構聞には多少の年代差があるため、ある意

味では当然と言えるのかもしれなし、。しかし、遺跡地周辺が、方形竪穴が住居とした場合に、墓域

と居住区が近接した地域(あるいは時代)に構成される地であったということは興味深い。

く中世以前〉

本遺跡、内の白貰褐色砂層下から検出された造構群を ~Il世以前の泣構として本項に含めた。しかし

厳密に区分すると、南接する遺跡地の白貫褐色砂層下の堆積土内からは、少量で、あるが、手づくね

かわらけと鎌倉時代初期に比定できる回転糸切りのかわらけが伴出しているし、木造跡、でも若干の

中世追跡、が出土している。

以上のことからすると、以下に説明を加える造構群は中|止以前としてはあるものの、下限として

鎌倉時代の初期を含んでいるようにも思われる。

以下、木工頁に属する造構群の基盤土層となっている黒褐色弱粘質砂層の追跡内で‘の堆積(包含屑

の分布)について説明を加えた後に、土墳墓、溝、確認トレンチ内出土泣物について説明を加える

こととする。

以下、各項について説明を加えることとするが中世以前の調査は、工事深度、調査期間等の関係

もあり部分的に実施し、確認されたすべての包含層を対称とした調査は行っていない。

1.包含層の介布

包合層である黒褐色弱粘質砂層は調査区内北と荷に多くみられ、中央官I1が最もj享く 堆棋している

のが雌認された。これは、まるで調査区内中央を東凶に椛が抜けているようにもみえる堆積状況で

あった。

中|立以前の泣物包含層が部分的にしかみられないのは、中|止の方形竪穴建築祉、井戸などの;jk，¥り

込みが探く、この層を掘り抜いてしまっているためでもある。 このため、方形竪穴建築祉が多く 検

出される追跡、では、中世以前の黒褐色弱粘質砂層がま ったく検出されないこともある。本土用は広

く堆積しており、確認されている限りでは聞は稲瀬川近く、*はi骨川、北は六地蔵にわたる地域に
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わたっている。この土層は、海岸の砂丘背後に形

成された湿地様の土地が基となっているとの指摘

もなされている。

II. 土域墓

調査区ほぽ中央、 12号方形竪穴の東側 号方形

竪穴との間で埋葬人骨が1体検出された。それ以
Fig.34 土墳墓

外には若干の骨片の散乱が数個所に認められたものの、土壌墓として扱うほど整然としたものでは

ない。したがって、本項に属する土壌墓は l体である。

以下、土墳墓について説明を加えていくが、散乱した状況で確認された骨片については、逃構と

して認められないような点も多くあるため、本工頁では割愛した。黒褐色弱粘質砂層上に若干の散乱

骨(人骨か獣骨かは不明)が存在することを述べるにとどめる。

土墳墓

12号方形竪穴建築祉の東側で検出された。 一部を 3号方形竪穴建築祉に切られる。葬位は東頭佐

北面の仰臥伸展葬と思われる。性別その他は、鑑定結果が出ていないためここでは触れないが、全

身長が1.2m弱であるため、成人男子とは考えられない点もある。

人骨は左右の腕、手指骨、肋骨を除いたほとんどが造存している。副葬品は確認されなかった。

本逃跡に南接する追跡ではやはり東頭位の埋葬人骨がl体検出されており、鉄鎖、骨銀、骨製の柄

付刀子などが副葬品として埋納されていた。

本例では、黒褐色弱粘質砂層を掘り込み、 IPJ 'l~土が覆土とな っ ていたため、 二!こ療を確認すること

ができなかった。しかし、このような状態で検出された人骨は、まず、土壌内に埋葬されていたと

考えても良いだろう 。

草
舟

黒褐色弱粘質砂層上商では 5条の溝が検出された。いずれの溝も、 黒褐色弱粘質砂層上面より掘

り込まれており、覆土内の出土造物にかわらけなどの明確な中世造物はみられない。

以下、検出された 5粂の溝について説明を加えていくことにするが、講に附しである番号は調査

時のものを使用している。そのため、欠番になっているものもある。これは、調査時に溝として番

号を附した ものの、その後、土鍍とされたものである。又、番号は中世造構から順に附しているた

め、 1から始ま っていない。

;務3

中世に属した溝2の下で検出された。そのため講の東岸は部分的な削平を受けている。又、南端

は 号方形竪穴建築祉に切られているため、確認地点より南まで延びていたかは把めない。

講師50-90cm、泌さ20-40cm、底面レベルは西にい くほど低〈、東端と西端では約15cm高低差が
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ある。

造物は、黒褐色弱粘質砂層上の遺構に共通するが、非常に少ない。本構覆土内からは若干の土器

片が出土しているが時期が確定できるほどの大形破片はない。しかし、中世造物は含まれていない。

溝 5

調査区北壁に沿った 卜レンチ内で部分的に確認された溝である。そのため、全体規模、長さ、方

向などには不明瞭な点も多い。

溝規模は、調査区北壁では、上|隔1.5m前後、深さ50-60cmをiWJるが、講底の傾斜方向などは把め

なかった。

造物は溝3と同様に中世以前の土器片を少量出土したが、いずれも小片であり図示できない。中

世造物はま ったく含まれていない。

溝 6

溝7と切り合って検出された。確認長は調査区北壁から約5.5mにわたる。溝幅1.5-1.7m、深さ35

-50cm、長車Ib(流下)方向N-400-W。十jYf底面レベルは南端で‘9.35m、北端で'9.20m強を拠|り、 北端

が低い。

造物は極めて少ない。小量の中世以前の土器片が出土しているが、 11寺代を判定できるような資料

はみられない。しかし、 1:1"世に含まれる泣物はま ったく出土していない。

溝 7

溝6に切られている。両者の切別は溝底のレベル差から確認しているが、明確な切り合いを堆績

土層で確認されてはいない。同一溝の可能性もあるが、調査時点での区別を優先し、ここでは区別

して図示した。

溝l隔1.5111前後、 i楽さ40-50cm、底面レベルは東端が約20cm高い。長車111(流下)方向はN-350- Vi人

溝6とほぼ同軸である。溝の掘り込みも講6と似ている。

泣物は若:ニ|ニの獣骨と、少量の中|立以前の土器、須恵1*}.片が出土したが、いずれも小片であり、図

示できるものはない。又、 H寺代を判定できうるような破片もみられなかった。

;喬8

調査区西壁近 くで検出された。溝3一部7とはやや方向が異なる。溝は上|陥70-1.1m、i奈さ15-25

cmを測り、底面形状などからは 2条の講の切り合いとも思える点もある。しかし、堆積土層の観察

でもそれらが明確に区分でき た訳ではないので、ここでは 1粂の溝として扱った。

滋の主車111(流下)方向はN-650-W。底面レベルは両端がやや低い 0 ・滞底面の両岸下には径10-15

cm、i奈さ 5-10cmの小柱穴柱のピッ トが北岸下10仁l、南岸下9仁l確認できた。これらは約50cmの聞

を持つてはほ平行に穿けられている。部分的で、あるため判然と、しないが、板組み壁を持つitIf.であっ

たのかもしれない。

造物は若干の中|立以前の土器j午、銅銭 l枚の他にはほとんど出土していない。 これらのなかには

中世の造物はま ったく含まれていない。銅銭は 「紹聖元宝J (北末、初鋳1094)である。
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以上、検出lされた 5粂の溝について説明を加えてきた。これらの溝はすべて南から北(あるいは

東から西)に向って流れており、このことからは、講の流下方向が自然地形に左右されているだろ

うことを考えれば、南fJ!iJに砂丘状の高まりがあったと考-えてもよいだろう 。

N. 卜レンチ出土遺物

本項には、黒褐色弱粘質砂層(中世以前包含層あるいは基盤層)が種々の制約によ ってすべてが

調査できなかったため、以下の推移iを確認するように北、束、南の調査区壁下に設定したトレンチ

の出土造物を含めた。

以下、出土した各泣物について若干の説明を加えていくことにするが、各個の出土位置はトレン

チ(北、束、南)各を記すにとどめた。又、 北ト レンチでは講5が部分的に検出されている。さら

に、本項には、調査区東壁近くに設定し、中世迫;構の残存状況を調査した 2本のトレンチ(第 1、

第2)出土の造物 (Fig36) も合めである。

Fig36-1 -9は第 lトレンチの出土造物である。 1-4は中世、 6-9は中世以前、 5は鉄製品

のため帰属は不明。両グループの造物は若干の小土墳が混在していたために、 明確な区分を持って

出土してはいない。

1 -3はかわらけ、いずれもやや砂を含んだ粒の粗い土を使用し、内底T!'iiに指頭ナデ、外底而に

は回転糸切り痕とスノコ痕が残る。 lは口径8cm、総高2.4cm、側壁は直線的に立ち上がり口唇部はや

や外反する。 2は口径12cm弱、 総高3.5cm弱側壁は直線的に外反し、端部はやや外方に引かれている。

3は口径13cm強、器高3.5cm、侭IJ壁はゆるやかな曲線を持って立ち上がり、端部はやや内湾傾向を示

す。

4は瀬戸窯製品。灰キ111の鉢と思われる。外底両市1台内には焼成H寺のj容着を除くための裕子様のへ

ラ彫りが残る。復元高台径7.5cm弱。

5は鉄釘。残存長12.0cm強。断面は方形を呈し頭t}llは折り曲げられている。本遺跡出土の釘て、は最

も大きいグループに入るだろう。中世あるいはそれ以前への帰属決定は困鮒である。

6 -9 は ~llt止以前の造物。 6 は須恵器盤状杯。 口径14.8cm、器高 5 cm、InJ台径8.5cm、外底而に低

く、 断面方形を呈する高台がH占り付けられている。体部は高台f寸近からゆるやかに立ち上がり、 l二l

唇部はやや外方に引かれる。総肉は薄く 、良品である。

7は土師器杯。f本音11はやや直線的に立ち上がり口縁音11は外方に引かれる。外而上半はナデ、下半

はへラ削り、内面はナデ。外而の両壁形聞には明確な綾は形成されず、似IJ壁が曲折している。

8、9は裂の口縁部。口縁部は 「く」の字状に聞く 。8は外商顎音1I以下が縦方向のへラナデ、頚

部以上外面はナデ調整が施される。9も同様の調整が施されている。口径は 2点ともに復元数値で

あるが、 8が19cm弱、 9が26cm強をitlllる。

10-13は第 l卜レンチの南に設定した第 2トレ ンチの出土造物。10は舶載磁器、仁IJ[の白磁!日l。

口径8.6cm、器高3cm弱。外面底部近くから外底而を除く 全国に白濁色のキ111がかけられており、口唇
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部内外はかき取られている。

11、12は瀬戸灰手111おろしlIIl片。11は口径14cm強、 12は16cm強。いずれも、 二次的な火熱を受けて

いるため、キIbが落ちている部分が多い。

13は切断痕のある獣骨。切断而は鋸できれいに切|折されている。このように鋸で切断された獣骨

は市内各追跡、特に本追跡周辺の旧海岸砂丘地待から多く出土する。

Fig37-1 -3は西側トレンチ黒褐色弱粘質砂層中の出土造物。 1は土師器杯。側壁は直線的に外

反し、外面中位にゆるい稜が形成され、以下は縦方向のへラ削り、以上はナデ。内面には指頭整形

痕とハケ状具のナデ痕が残る。復元口径12cm弱、 器高 3cmをmlJる。

5 
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2は須恵器杯。復元口径12cm強。仁l唇音11内側はやや黒色に変化している。 3は土師器杯。級元仁l

径14.5cm、外商はへラナデ、内而口縁部下には斜方向のH音文が施される。

Fig37-4は南側トレンチの黒褐色弱粘質砂層内の出土泣物。区|示した 1点の他に須恵ま品川、土filli

fr号片が若干量出土している。 4は土師器杯。侭IJ壁は胴昔日中位に形成された強い稜線から外反し、端

部はさらに外へ引かれる。外I飼稜線以一|ずはへラ削り、以上及び内而はナデ。

Fig37-5 -7は北側トレンチの出土造物。ほとんどは黒褐色弱粘質砂層の出土であるが、図示で

きなかっ たもののなかにはそれ以下の堆松土層からの ，~J，土品もある 。 5 はカキの貝殻のj正J *，~~を打ち
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欠き、中央に径1.5crnほどの孔を穿けたもの。飾りの一種と思われる。

6は須恵、器裂の口縁部。口縁部は直線的に外反し、口唇部は内外に肥厚している。外商では口唇

下端部がやや縁帯状になる。仁l縁直下外商には波状沈線文が巡る。 7は銅銭。「開元通宝J (唐、初

鋳621)である。背文はない。

Fig37-8-11は遺跡地内の黒褐色弱粘質砂層内の出土造物。8は須恵器葦。復元径14crn弱、上部

のつまみの形状は不明。9は碗であろう 。へラ削り部とナテ官1Iとの聞の稜から上はほぼ直立気味に

立ち上がり、端部はやや内湾する。復元口径14crn弱をiRlJる。

10、11は土師器襲。 10は頚部の接合部が厚くなるが、仁l縁部は 「く」の字に聞く。 11は脚部の付

く器形であろう 。仁l唇音1Iにはへラによるくぼみが細かくつけられ、外商はハケ調整。復元口径27crn

弱をiRlJる。

v.遺跡内採集遺物

本項には発掘調査中によ立構の崩落などによって帰属の不確かになってしま った造物、機械力によ

って表土を除去中に出土した造物等を含めた。本来ならば、本主主に含めないで、}JIJ章で扱うべきか

もしれないが、紙数の者11合もあ り本項で扱う こととした。

以下、図示した各造物について説明を加えていくことにするが、 Fig39に示した造物は造構確認前

tこ掘り上げた現代撹乱のl仕上辿;物で、ある。

Fig38-1 -30はかわ らけ。口径は 7-8 crnの小IIIlと12-13crnの大皿とに分けられる。10-l1crnの

'1' JlJlは図示できなかった。JJfi土は、ほとんどが砂を多少含んだ粒の粗い土であるが、 やや粉質に近

いキメ車!日かい土を使用したものも少量含まれている。

小皿1ではほとんどが部山 2crn以下の低いものであるが、l、16のように2.5crnを越え るものも少量

合まれる。これらの背の，::)-、かわらけはJJ台土がキメ紺1-、。 27点、の小血lのうち灯明血として使用され

たf点が残るのは l、8の2.'λ以白，'，':

人:JTllは3，J_点J_力古;'，ゆ、カ玄J:ii凶x訓|示て、きたカがず、 f也は復元するには困難なほど破片が小さし、。 JJ台土は小皿のほとんど

とliiH哉の相l-、ニ1--。側壁は29、30は口将;:;11が内湾傾向を示すが、 28は端部がやや外反気味である。内

外I(ljの整形は小皿と同 じである。

Fig38- 3 1 、 32は舶戴磁務。 31 は~!怪文の青磁小鉢であろう 。 復元口径 9crn強、内外商に青繰色の利l

が!?/:くかけられている。32は口〕じ白磁Jlllo復元口径11.5crn前後を測る。内外商に厚くかけられた白濁

色の手111がIJ唇tllでかき取られている。

Fig38-33は山茶窯こね鉢。34は硯片。方形硯と忠われる。残存部からみると四隅に線京IJ文様が施

されていたよ うだ。!享さ1.2crn。

Fig38-35 -39は欽釘。全体が残るものはなし、。それぞれが方形断面を持ち、頭部は折り i並|げられ

ている。40は形状から「かすがい」であろうが全体が残っていないため断定できない。

Fig38-41、42は銅銭。41は「開元通宝J42は「烈寧元宝」それぞれ唐、北宋の鋳造銭である。こ
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の他に文字の判読できない銅銭が数点It土している。
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Fig38-43は出土'，W;消袈片の桁影。44は骨製奔片。45は須恵部費片。 46、47は常i骨窯製品。 46は復

元日径約45cm、仁l縁官[1は外に折り 1111げられ織待状を呈しているが、縁帯ィ1:1央部に雑なナデのためな

のか突起様の稜が残る。47は双耳査と忠われる。横方向の耳が付く。

Fig39-1は砂を含んだJJ台土の土器で、ある。内底而には指頭ナデがみられずに、外底面には静止糸

切りに近いゆるい回転による糸切り痕が残る。鎌倉|時代初期!の在地糸のかわらけと忠われる。他に

は破片が数点ある。

Fig39-2 、 3 は土 r:ilí器。 2 は碗であろう 。 直立気味の口縁部と体部との聞に突帯~禁の稜が付いて

いる。体部下半の外而はへラ削り、上半および口縁部はナデ。復元口径9.6cmo 3は復元口径14cm強

の杯。内而には底部近くから放射状の|惰文が細かく入る。

Fig39-4は青白磁椀瓶。Fig39-5 -8は瀬戸窯の製品。5は口径lOcm弱の灰キIliJllLであるが 2次的

な火熱のため軸はほとんど落ちている。器高 2cm弱。底径 6cmo;.(n、外底面には回転糸切り痕が残る。

6は底径6.5cmの山茶碗。やや車IlIJ台である。外底而には断面三角形の貼り付け高台があり、高台畳
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付にはモミ殻痕が残る。 内面は側壁1:1]住から内底面にかけてよく磨かれている。 7、8はやや精良

胎土の山茶碗窯の製品。入子であろう。 7の底径は6.8cm、8の口径12.5cm。

Fig39-9は土器質鉢形手熔り、やや復元に無理があったようだ。復元口径28cm前後。 10は砥石で

ある。長方形を呈し、厚さ 4cm弱、 *5i6cm弱を測る。

Fig39-11は骨製の奔。本体の断面は上古I1にくぼみを持つカマボコ型を呈 し、幅1.3cm、最大厚3mm 

前後。残存長7.5cm。本遺跡ではこのような骨製の弊はあまり出土していない。 地域差があるのかも

しれない。

Fig39-12は鉄釘。先端を欠くが10.2cmが残る。 比較的長い釘である。

Fig39-13-18はかわらけ。11台土は砂をやや含んだ粗い土で、内底面には指頭ナデ、外底面には回

転糸切り痕とスノ コ痕が残っている。口径は13-17が7-8 cmの小皿。18は口径llcm弱、中皿と思

われる。 小皿では側壁が直線的に外反するものが多く、内湾気味のものは少ない。又、器高は 2cm 

以下のものがほとんどで、 2cmより 高いものはみられない。

18は中皿はややゆるなかな曲線を描きながら立ち上がり、日縁部はやや内湾気味である。口唇端

部はわずかに肥厚しているが、これは意図的なものではないだろう 。

Fig39-19-22は銅銭。図中に示した 4点は判読できるが、この他に判読できない銅銭が破片も含

めて数点出土している。
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第 4章 まとめと考察

調査では中世およびそれ以前の 2枚の生活而一版築地行商ーから、それぞれに多くの遺構が検出

され、本泣跡周辺での古代一中世にかけての生活の一端を知ることができた。これらと、すでに周

辺で実施されている多くの発掘調査から得られている結果とを合わせ考えると、本遺跡、の性格、成

立n~(!引などを知ることができょう。

以下、本章では、調査の結果得られた資料と周辺の発掘調査結果などから、本追跡、の年代、追跡、

の性格、追跡、の立地について若干の考察を加える こととする。

1.遺跡の年代

本追跡の発掘調査では、大きく |時代の奥なる 2枚の生活而が確認され、それぞれに追構、泣物が

検出されている。本報文中ではこれを中|立、中世以前として区分している。

中世以前では仰l玖伸展葬の土墳墓1f:本と溝が 5粂検出されている。造物は、遺構に伴うものは少

ないが、土師器、須恵、器、銅銭などが出土している。造物各位lについての説明はすでに前章までに

されているので、ここでは触れないが、概略してみると大きな時代差が認められる。

造物のうちで古し、ものとしては弥生H寺代一古l噴時代初め頃の台付聾と思われるものがあり、新し

いものとしては 9-10世紀に比定できる須恵器の小形碗(外底回転糸切り)がみられる。この他に、

木造跡では出土していないが、南接する追跡、では121:!.!:紀後半一13世紀初め頃に比定される回転糸切

りかわらけと手つitねかわらけが若干量出土している。出土!冒は1:1'1立以前の泣構群の基盤層として

把んでいる黒褐色弱粘質砂層内である。

中世として確認された白黄褐色砂用 |二の泣構群は方形竪穴建築祉を中心として構成される、浜地

では一般的なものである。これらが、ある程度使用されなくなった時点で、この地に土媛墓あるい

は人骨の投棄が行なわれている。

出土造物は、かわ らけ、舶載磁器、瀬戸窯製品、常滑製品など多種にわたり出土している。かわ

らけでは手づくねあるいは鎌倉H寺代初期に比定される回転糸切 りかわらけはま ったく含まれない。

又、粉質胎土(室町後半から戦国)のものも含まれていない。舶載磁器では蓮弁文青磁碗、日正白

磁Jillが主体となり、匝l花文青磁碗あるいは鎌倉時代の初めに鎌倉に入っている同安祭系の青磁は出

土していない。

瀬戸、常滑などの国産製品は比較的多く出土している。瀬戸では灰柑おろし皿、入子、折縁鉢の

他にわずかの灰;flh縁豹llJillが出土している。常滑では、護片が多く 出土しているが、こね鉢、査など

は比較的少ない。その他の国産窯の製品で・は、備前のすり鉢がほとんど出土していない。遺物から
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は13世紀末あるいは14世紀初めから15世紀中頃までの年代が考えられる。

以上のことから、本追跡、の年代を考えると、本追跡の存続年代は弥生時代末期から室町時代前半

頃までと言えよう 。しかし、この間すべての時期に木造跡が営まれていたのではなく、断続的な も

のであったようだ。中世以前については、得られた資料が少ないこともあって、 断定できないが、

少なくとも12世紀中頃 (あるいは13世紀初め)から13世紀末頃に、ブ1])1ヲ竪穴建築祉が建て られ始め

られるまでの約100年の聞はmr;住の地であったと言える。この間に、臼黄褐色砂層が飛砂として厚く
堆積しており、この層からは造物がま ったく出土していない。

II.遺跡の性格

本追跡、の性格は、本追跡が含まれる長谷小路周辺遺跡群内の発掘調査報告書で述べたように ("1.1)

屋地と異なる都市緑辺部である浜地に形成された一種の自由民である手工業者集団に関わる生活祉

と考えたい。

本遺跡、を含んだ周辺の遺構に共通する点としては次の4点があげられる。これらの共通点が「浜

j:mJの特徴でもある。

1.検出される逃構が方形竪穴，建築祉を主体としており、相立柱あるいは礎石建物は少ないが、

井戸が多く、生活の場と言える。

2. 方形竪穴建築士止が埋没した後に単体あるいは集令(投棄)の上境基が形成されていることが

多い。

3.出土造物に鋳造関係あるいは他の手工業に|羽わるようなものが多く合まれている。

4.検出された追構が溝などによ って整然と区画されていることがほとんどない。

上記の 4つの特徴をすべての追跡を満たしている訳ではないが、本追跡ITl"内の遺跡ではほとんど

が3点以上を満たしている。

木造跡ではj荷が2条検出されたものの、方形竪穴建築祉を主体とし、 ;1"戸なども構築されている

生活枇であり 、これらが埋没した後に単体葬あるいは集令葬の土墳墓が作られている。ブj形喉穴建

築祉は約100年という短期間に集中して構築されているが、それが廃絶すると土墳墓が作られ、この

地が墓域となっている。

この状況は中世以前においても認められる。本追跡地内では土墳墓 l体が検出されているにすき

ないが、周辺の遺跡も合わせて考えると、この地域がある時期には墓域に近い状況であったことが

わかる。しかし、土墳墓の近くからは、やや時代が奥なるが、竪穴住Ji日担|εも検出される。

このように居住地と墓域とい うま ったく性格の異なる空間が、i時代が変化しているとは言え、数

回にわたってくり返されているということは、浜地の性格を考えるうえで重要な点のーっと考えら

れよう。
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1Il.遺跡の立地

木造跡の含まれる長谷小路周辺追跡群は現況レベルが海抜10-11mを測り、鎌倉旧市街地(三方を

山に固まれた内側)内では微高地に相当する。現況での市内他地点との比較でも]R鎌倉駅周辺が6

-7m、若宮大路下馬交差点が4m弱、六地蔵周辺が7-8111、鶴岡八幡宮社頭で'10m強で、あるから、

追跡地周辺が高台であることがわかる。この高台は北は佐助川、東は滑川、西は稲瀬川によって画

されていたのだろう。神奈川県立博物館の松島先生の御指摘では黒褐色弱粘質砂層下の堆積も飛砂

によるものであろうとのことである。

この徴高地の周辺には黒褐色弱粘質砂!習が厚く堆積している。この土層の成立には海岩砂丘背後

の湿地様の状況が大きく影響しているだろうとの松島先生の待Jl指摘もある。この土層の上面には湿

地に住む陸生の小虫の住む穴が多くあいているのが確認されている。

自然砂丘のj百l大、後背湿地の形成、 ìff~地の埋没、 居住区あるいは墓域の形成といった状況が何回

となく、くり返された結果が今日の地形を形成したのであろう 。最近の調査では、最も新しい飛砂

による砂丘の形成は江戸時代初期までになされているようだ。この近世の飛砂砂丘は本追跡周辺で

はすでに削平されてしまっているために、確認できないが、若宮大路周辺のーノ鳥居近くでは約 l

mの)平さ にiit:J'l'iしてし、る。

N.調査の成果と問題点

先制調査では'1'世のi叫ん併と明確な臼然堆積層を狭んだ'-1'-111:以前(あるいは中世初頭を含む)の

:ìli:tjYí~洋とが検11'，され、多 くの泣構が検出された。 :ド'i'こ中世以前では、竪穴住居地は検出きれなかっ

たものの仰|伏1'"以葬のj:被告Lが検，'-!-'， されるなどの成巣があげられた。

又、 御指導いただいた先ノUiの jJJl Iお力を受けて臼 îí't褐色砂府(~漂準 3 層 ) が飛砂による堆積であ

り、下の.w.褐色弱キ，~'t1ji少J14 がi4止岸 11少lí-_の後背湿地と関わりのある堆積であることなどが判明するな

どの泣跡の成立に |刻する事'Jr JJ~夫が把めたことも大きな成果であった。

しかし、これと同時に、訓先に|刻わる2-3の問題点も残った。 これらの問題点は、調査の成果

のすべてを削減させるほどのものではないが、その可能性を残している。

問題点の一つは、国土l企収(]I]IIIの使用に関してである。鎌倉市では現在、種々の要因一明確にはわ

からないがーから、各発掘削査団が独自に調査区内にグリッ卜を設定、使用している。ilI'，)これに際

して使用している基準点は私有地の境界地割り杭(コンク リー卜)である場合が多い。この場合、

道路の拡幅などによって，挫物(敷地) I~I 体が変化してしまった場合には、 他の追跡との合体はほと

んど困難で、ある。
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本遺跡の調査では、南接する泣跡の発掘調査の延長上に本追跡の発掘調査が存ったために、両追

跡、問では共通グリ ッ 卜 を使用したが、数十メ ート ル東の造跡とは同-~illlが使用できていない。 調査

担当者が、当面の方法として、両追跡で使用した地割り杭の関係を測量しであるが、これで両追跡

の関係は把めても、鎌倉市内の正しい位置(座標]Iilllを使用した)におとすのは困難で・あり、仮にお

としても正確さに欠ける。

このような状況で、発掘調査が進行していけば鎌倉の正しい復元はまず不可能で、ある。限られた

予算、期間で各追跡、の発掘調査を実施している遺跡発掘調査団が、座楳J!illlからの測量を業者に委託

し、使用するには金銭的な負担が多い。考古学的な発掘調査が良質な造物、貴重な遺構を偏寵しな

くなって長い年月が過ぎている。鎌倉のような ~I:' -I企都市遺跡では講の住置、方向などの一般的な追

構の計iWJ資料の蓄積が重要なのである。

他に も、発掘調査に関わる問題点として、いくつかがあげられる。しかし、発掘調査報告書とい

う、成果を報告する本の中で、問題点ばかりを記すのも問題であろうから、ここでは、割愛させて

いただきたい。

上記の問題点を合めた種々な問願が、早急に解決されることを祈念しながら、調査で得られた資

料に若干の考察を加えた。十分な資料が得られていない部分も 多く 、正確さに欠ける点も多く 残っ

てしまったが、これにより調査者の長をはたすことにする。

註 1.r長谷小路間辺泣跡ー由比ヶ浜三TLl194祷25他地点Jr鎌tr市型政文化財緊急品nl1i:報告書.15 II({和63年、鎌tr

市教育委員会

註 2. 帯広大路近辺の一宮[1追跡では~~! 1当にドlq~{*lh を 設定している調1i 1寸| もあるが、このような例は少ない。
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PLl 

長谷小路周辺遺跡群現況 (気球写真、下の空地は長谷小路南遺跡)
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PL4 

1. 方形竪穴建築士止群 (白線が 3号、南から)

2. 2号方形竪穴建築士止 (南から)
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P L 5 

...1. 土墳墓 1(南から)

... 2. 土域墓 2 (南から)

... 3.同 (西から)
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PL6 

前拍 ‘，<) 

企 1. 土墳 3 (東から)

.... 2. 同 (北から)
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PL7 

... 1.溝2、溝 3 (北から)

企 2.溝 3内獣骨

~ 3 . 埋葬人骨(中世以前、南から)
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PL8 

企 1.獣骨出土状況

... 2. 獣骨出土状況
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PL9 

... 1.溝 6、溝 7 (南から)

ゐ‘

2. ，禽 I (北カ、ら)惨 .
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P L 10 

青磁

白磁 ・青白磁

舶載磁器
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P L 11 

企白磁合子蓬

瀬戸灰紬折縁鉢砂

4瀬戸天白茶碗

舶載磁器、瀬戸
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P L 12 

壷蓋・査・碗イ也

瀬戸製品
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Pし13

瀬戸製品

中世以前

瀬戸製品他
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P L 14 

かわらけ
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P L 15 

‘骨製品・ 算

銅製品砂

‘穿孔された貝殻

骨製品他
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P L 16 

常;骨饗底部

鋳造関係遺物

常滑他
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4.米町遺跡

大町二丁目933番他



{タIJ 己

1.本報は鎌倉市大町二丁目933番地における住宅建設に伴

う発掘調査の報告書である。

2.調査は対称面積70げを鎌倉市教育委員会(教育長 尾崎

貰、担当 松尾宣方)が200m'を米!IIT遺跡発掘調査団(団

長 原成志)が実施した

本報告書に収録したのは昭和63年8月1日から 9月19f:1 

にかけて実施した、鎌倉市教育委員会調査分である。

3.調査参加者は下記のとおりである。

調査 員 原 蹟志

調査補助員 武 淳一 継 実

4.本報告書は、鎌倉市教育委員会の指示を受けて、第 1・

4章を田代郁夫、第 2・3・5章を原 廃志が執筆 し、こ

れを原が編集した。

5.本書に使用した写真は遺構を木材美代治、)京・武が、造

物を木村美代治が撮影した。
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光明寺蔵(鎌倉の古絵図2・国宝館図録第16集より転戦)
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紛 iち
日目守~謬"""""'

図 1 調査地点位置図及び古絵図
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第 1章 調査地点の位置と歴史的環境

当遺跡は、逆川の左岸、小町大路に而してその西側にあり、米町辻のすぐ南に位置している。

若宮大路の東側を南北に走る小町大路と大IIIT大路の交叉するあたりは、鎌倉時代の鎌倉の繁華の

中心であったようである。人の往き交うところに商業地域が構成され、規則ができて公認される。

その増所が所謂町免許の地であり、大IIITもそうした場所であった。

現在もこの大町に属する米町は、穀IIITともいい、 「吾妻銃」建保元年五月二日の条に、武田信光が、

若宮大路米IIIJ 口 で、 l朔夷奈義秀と行逢いまた米IIIJ辻、大IIIJ大路など所々で町役ったとある。又、 ~þ川

光明寺 (津久井群津久井町)所蔵の善宝寺の地を描いた地図に、若宮大路に接して架けられた延命

寺橋を東に渡ったところに米町と記され、その道の両側に家並が描かれている。つまり米IIIJは大IIIT

大路の内にあり、若宮大路の横町であったようである。次に米町辻についてであるが、辻は二つの

道が交叉するところのことで、上記のことから米IIITの通り、すなわち大IIIJ大路と小IIIJ大路の交叉す

るところではないかとされている。

「小早川家文書」の中に次のようなものがある。

譲与 息男政景分所領事

ρ、
口

中略

一、鎌倉米町在家一宇跡 宗次入道居住跡、

右件所領等任譲状可知行也、(中略)仰為後日沙汰譲状如件

正嘉弐年(1258年)七月十九日 沙弥(小早川茂平)

同文書の正応二年二月十六日付の小早川政景のその子政宗宛の譲状にも、布のような鎌倉米IIIJの

在家一宇跡とあるが、建武五年二月二十凶日付の小早川景宗の祐景宛の謎状には、 同じものを鎌倉

米町の屋地としており、貞治二年六月二十九日付の重宗宛の小早川重景譲状にも同様に記している。

この場合在家というのも屋地というのも全く同じ内容であることがわかる。そ して鎌倉の庶民はそ

のほとんど全部が社寺や御家人などの所領の屋地に住んで、いたようである。

明応六年 (1497年)になると鎌倉の中心地である米IIIJII付近には坪の制が行われている。鎌倉はこ

のころになると丈尺の制による戸主の制から坪を単位とする在家の制へと移っている。これは、田

舎の繁華な集落に過なくなったことを物語るものといわれている。先に述べた善宝寺の寺領注文に

よれば、銀細工、紙屋、青物屋もあったし、穀物の売買もしていたようで、中座ということばも残

っている。里座に対するIIIJ座の意らしいが、そのにはなお相当な商業地城を構成していた様である。

なお当遺跡の北側を流れる逆川をi度る橋をJ魚、町橋といっているが、魚、IIITは甘縄にあったようであ

る。
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第2章調査の経過

本追跡に対する発掘調査は、鎌倉市教育委員会による事前の試掘調査を経て実施された。

試掘調査の結果から、かなり涼くまで近 ・現代の盛土層が入っていることが判明したため、本調

査に当つては現地表下 1m前後まで重機で排土した。以下は人力によっる掘削を行ったが、地山面上

(中世基盤層にあたる黒褐色粘質土上面)までは浅いと ころ10cm(東端)、深いところでも30cm(西

端)程であった。調査区西域から東域中央音11にかけての地山面上には、土丹小塊による蒲L、地業層

が部分的に観察でき、これのみが僅.かに地山商よりも上層で確認しえた生活面であった。

調査にあたってはまず、調査区外北西の任意の一点に基準点を設け、東に向けて 4m間隔で、南北ll'lll

を、簡に向けて同じく 4mlM~隔て、東西の車IIJ線を配し、 それぞれにアルファベットと算用数字の名称を

付した。南北車111は小町大路との平行関係を意識したため、真北方位とは一致していない。

今回の発掘調査範囲は、調査対象而J積約330m'のうち、国庫補助事業による本報告書収録音日分が道

路側の70げであり、残りの約270げが原因者負担分である。

調査は、昭和63年8月l円から掘削作業を開始し、同年9月25日をもって終了した。山土品等発

掘調査資料は鎌倉市教育委員会が保管している。

A B C D E F G H 

0一一 -0 

1- 一一l

2- 際川総11市
一-2
道

3- -3 

4一一 一一4

A B C D E F G H 

図2 調査地点位置グリッド配置図
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第 3章検出した遺構

(1)層序及び概要

調査地点は大町四ツ角の南に位置し、材木座に向って延びる小IUT大路の西側に面している。

現地表面から90cm前後まで近 ・現代の埋め土で覆われていた。遺構検出面は中世基盤層である黒

褐色土の地山である。地山上面まで近・現代の削平が及んで、いたが、一部地山面上に20cm程の厚さ

の包含層(有機物腐食土及び具粒 ・砂を含むl培褐色砂質土)も認められた。

この包含層と地山商を掘り込んだ泣構を検出している。検出した造構は柱穴140口以上、土境16基

と井戸が2基である。今回の調査範囲では、削平により上居の追構面が造存していなかったため、

追構の新旧関係は不明なものが大半を占める。柱穴の中には、礎板 ・土丹塊を根固めに入れ込んだ

ものも見られるが、特に各柱穴聞に規則性は認められず、建物祉を検出するにはいたらなかった。

なお、遺構の各称(仔IJえば井戸 5、土按 9)は調査区全体での通し番号をそのまま使用している。

(2)土壌

土墳は16基検出しているが、この内特徴的なものや出土造物のあるもの5基を選んで詳述する。

土域9(図4、図版3-2) 

調査区西側、中央部G-3に位置する。土按10と重複しているが、該祉の方が新しい。土境10とは、

出土造物からみて年代的にはさほど隔りがないと思われる(図示しなかったが、土境10からは渥美

胴部片や手控ねかわらけの小片がある)0 ~IJ~丸長方形を呈 した大型土嫌である 。 東西(長軸) 210cm 

以上、南北(短軸)154cm、i楽さは確認商から42cmをifllJり、底部は平坦で標高2.45mで・ある。

堆積土は上層が具粒や砂を多量に含む時褐色砂質土で、下層が木片を含んだ有機物腐食(植物繊

維)土が認められた。下層から手短ねかわらけが多く1:1:'1土している。

土墳10(図 4、図版 1・2) 

土壌9の東側、G-3にある惰同形土壌である。土壊9よりも古く 、南iJ!lJで重複している土壌より

も新しい。

東西(長軸)92cm、南北(短期h)72cm、i奈さは確認面から52cmを測り、底面はほぼ平坦で-ある。

壁面はかなり急峻に切り立っており、断面形は箱形を呈する。底面の標高は2.35mで、ある。

堆積土は植物繊維、木片を多量に含む明茶褐色粘質土(酸化するとこげ茶色に変化)である。

土壊11 (図 4、図版1・2) 

調査区中央東寄りG-3にある円型の土壌である。 北側の土:贋や土媛12と重複しているが、土;媛12

より古く、北側の土境よりも新しい。

南北(長軸)128cm、東西(短期11)105cm、深さは52cmをiRIJり、底面の標高は2.34mである。底商は

ほぼ平坦で、あるが、壁面は急傾でL字型を呈する。
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堆;fl'i土は上層がl情灰褐色砂質土、下層が有機物!腐食土で、 この屑からかわらけ、こね鉢などが出

土している。

土域 12(1:K14、匡|版 1・2) 

土披11と北東側が重複している大型の円形土撲である。

東西(長車Ih)162cm、南北(短軸)152cm、深さは確認商から24cmをiHlIり、断商形が箱形を呈 し、

底面の標高は2.60mである。堆積土は有機物腐食土の明茶褐色粘質土である。出土造物は糸切り底・

手控ね成形のかわらけや、 こね鉢、 'W;持iなどがある。

土壊 13(図 4、図版 1・2) 

調査区中央G-2に位置する不整円形の大型土墳である。

東西 (長JMI)248cm、南北(短車Ih)182cm、i奈さ確認而から42cmで、断面は深めのllfl状を呈す。底

面の標高は2.5m程である。覆土は明茶褐色の有機物腐食土が堆積し、中からかわらけ(手控ねかわ

らけ多量)や渥美などが認められた。

(3)井戸

井戸 5(図3・4、図版3-1) 

調査区北西隅G-2の交点付近に位置し、井戸6や土媛・柱穴と重複しているが、井戸 6より も本

祉の方が新しい。

掘り方はほぼ方形を呈する。 内部は二段に落ち込んで・おり、泌さは確認面から145cmで、底面の標

高は1 .5m程で、ある 。 規模は上端|隔で長~[lh165cm、短jlilh160cm 、 1 段目で長車Ih146cm、短車Ih 125cm 、 2 段

目で、長軸65cm、短車Ih60cmをiWIる。2段目は波触台を形成する岩盤上両を方形に掘り込んでいる。この

岩盤上までの深さは確認商から97cmで、その標高は 2m前後である。井戸枠は検出lされていないが、

掘り方が 2段目の方形掘り込みの状況からみて、 岩撚から上方には井石枠があったと思われる。

井戸内の覆土は上層が土丹塊や造物をi昆したl培褐色砂質土で、中~下層が大 ・小土丹塊や砂手IJ等

を多量に含んだl培青灰色砂質土であった。覆土中からはかわらけ、常i官、 j屋美をはじめ、多量の木

片が1:1"，こ仁している。

井戸 6 (図 4、臨|版 3-1) 

調査区北壁際にあり、井戸5と重複している。

掘り方はほぼ・方形を呈し、内部はi皮触台岩盤上からさらに一段落ち込んだ方形の掘り込みを もち、

その深さは確認面から106cmである。規模は上端l陥で長4i11I165cm、短期h155cm、下段が長軸80cm、短jlilh

70cmをiHlJる。井戸底及ひ1皮創!台の岩披上の標高はそれぞれ1.60mと1，90m程である。

覆土は上層が具粒 ・炭化物を多く含む暗青灰色砂質土、下層は明茶褐色の有機物腐食土である。

造物は木片が多く、小片の手控ねかわらけも少量出土している。
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第 4章 出土した遺物

調査区内には、包含層が殆んど残っていなかった。従って出土した造物の大半は、中世地山上を

確認面とする遺構出土のものである。

(1)遺構出土渥遺物(図 5・6、図版 4・5) 

土域 9 (図 5-1-4)

1は山茶碗窯系の鉢である。口縁部から体部上半にかけての破片で、復元口径30cmで、ある。 胎土

は長石 ・石英微粒を多く含む。 IJf:;土、器表ともに灰白色を呈する。休部上半片の為か、内面は摩滅

しておらず担鉢として使用されたものか不明である。

2-4はかわらけである。いずれも手控ね成形で、法量 (口径 ・底径・器高)はそれぞれ2が9

1cm・7.4cm前後 ・2cm、3は復元であるが9.8cm・7.2cm・1.7cm、4も復元であるが13cm・9cm前後・

3.3cmである。 2は外底部中央にへソ状の凹みがあり、内底部中央はその分盛り上る。全体の形状、

特に口唇部は受け口状で、合子の身のようである。色調は 2・3・4ともにくすんだ肌色で、焼成

も良好であ。

土域11 (図 5-5 -10) 

5 -7はかわらけである。 5、6は底部糸切り、 7は手提ね成形である。法量 (1二l径・底径 ・器

高)はそれぞれ5が7.5cm.5.6cm・1.6cm、6が復元で、 8.6cm. 6 cm前後 ・1.7cm、7が復元て;'13cm・

8 cm前後 ・3.3cmである。 5. 6はいずれもやや砂を多 く含む胎土で、内底面には横方向のナデが丁

寧に施される。いずれも外底部には板状の圧痕が認められる。 7の)1台土は白色の針状物を含む比較

的精成土である。 5-7はし、ずれも灰白色を呈する。

8・9は箸状木製品で、 8は長さ29.5cm、径は最も太いと ころで0.8cmで、ある。 9は片側端部をわ

ずかに欠く 。残存長27.2cmで、筏は最も太いところで0.6cmで、ある。この 2本は形状からみてセッ ト

のようである。

10は草履の芯材で、左右2枚の薄板からなる。 この薄板に誌を巻いた痕跡が残る。

土域12(図 5-11-12) 

11は常i骨の鉢である。口縁部及び{本部上半の破片である。側壁は直続的に聞く 。胎土は長石粒が

多く、小石を少量含む。器表は全体に灰褐色を呈する。 内面下半が摩耗しており担鉢として使用さ

れたことがわかる。

12はかわらけである。 4分の l程の破片で、底部は糸切り。板状庄痕は観察できない。法量は復

元口径7.0cm、復元底径4.5cm、株高1.6cmで、ある。胎土は微砂を多く含み、白色針状物を含む。焼成

は良好で、、 くすんだ肌色を呈す。

土犠13(図 5-13-17) 
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13・14は渥美の聾で口持部及び胴部片である。 13は口唇部を欠くが舌状を呈するものであろう 。

内外商とも刷毛塗りで施~I" されている 。 IW土は13 ・ 14 ともに砂目で、 14が長石粒を極く少量含む。

14は輪積の継ぎ目下にスダレ状の敵きが巡る。いずれも灰黒色を呈す。

15はかわらけである。手控ね成形で、法量は復元日経14.0cm、復元底径8.5cm内外、器市3.1cmで、ある。

16-18は箸状木製品である。16は両端を欠き残存長20.1cm、最大径0.5cm、17は長さ23.7cm、最大

径0.65cm、18は長さ23.5cm、最大径0.65cmである。

井戸 5 (6-19-24) 

19は常滑の鉢片で復元口径26.0cmで、ある。胎土は長石を多く含み、粘性がある。仁l唇部上端にー

粂の沈線が認められる。口縁部付近の破片の為か、内而に摩耗した痕跡は認められない。

20-24はかわらけである。 21、22は底部糸切り、 20・23・24は手担ね成形である。法量は20が復

元口桂9.0cm、底径5.5cm前後、器高1.9cm、21は口径9噌Ocm、底径6.2cm、器高1.7cm、22は口径10.0cm、

底径7.0cm前後、器高3.5cm、23は復元口径10.0cm、底径7.0cmj'jij後、器高3.5cm、24は口径13.5cm、

底径8.0cm前後、器高3.5cmである。20・21は燈色、他はくすんだ肌色を呈す。胎土はいずれも白色

針状物を含み、土丹微粒を含むものもある。20は内底及び外底に焼成後の未貰孔が2ヶ所づっ認め

られる。

25は骨製の弊である。

26は草履の芯材の片側で、誌を巻-いた痕跡、がみてとれる。

27は箸状木製品で、長さ24.2cm、最大径0.6cmである。

(2)包含層中出土遺物(図 6-28-43) 

28-32は青磁である。|阪の広い複弁の鏑蓮弁文碗で、淡緑色を呈し)j台土は灰白色で粘性があり、

気泡が多し、。 29は同タイプのものの底部であろう。 28に比して ~IIIの透明度は高い。高台畳付及び高

台内まで一部制がか りしている。30は折織の鉢の底部であろう 。外商に蓮弁、内底面中央付近にrUi

付 文の一部がみてとれる 。 双魚文であろうか。 高台畳i，Jーを除く 内外面に施~I" される 。 )j台土は黒色微

砂を含むも、キI~性強 く監轍で、気i包はみられなし、 。 淡緑色を呈す。 3 1は櫛掻文碗の体音13片で、外面は、

櫛歯状工具による縦位の条線が施され、内而は口縁下2.0cmのところに一条の沈線が巡り、櫛歯状工

具による雷光文と片切りのへらによる書IJ花文が施される。内外市に灰緑色の透明手illが施されるが、

外而体部下半は、露)j台である。32は書IJ花文碗の口縁部片である。内面の施文は飛雲文か。透明度の

高い灰緑色荊iIが施される。 胎土は灰色で岩石質。

33は所間口正の白磁である。復元口径9.2cm、底径6.1cm、器商1.7cmて、ある。口唇部以外乳白色の

キIIJが施される。胎土は灰色昧がかった白色で、気j包が多い。

34は瀬戸の片口小鉢で入子状になるものかも知れない。無手rlJで)j台土は灰白色。口径4.8cmで‘底部貼

り付高台、径は2.3cm、器高2.0cmで、ある。35は山茶碗窯系の鉢で、常i骨あたりの製品だろう 。長石、

石英、小石粒を多く含む。

36は常 ~'l~'の裂の口縁部。

217 



土咳9 ミ孟斗d
亡豆長弓 ミミご二干ーグ6

ミミ=----d 
8 

9 
土咳11

コ

て二正三グ
土咳12

二♂う

。 10cm 14 
16 17 18 

図 5 遺構内出土漬物

218 



二ヰ ，1

。
守m 

p
M
 

《

H
U
'
E
A
 

26 
=コ=コ 27 

包含層中
ICl 
o-
-Oー

図6 遺構外出土遺物

219 

43 



37-42はかわらけで37"38は手控ね、 39・40は庭部糸切 り、 41は子授ね、 42は糸切りである。法

量 (口径 ・底径 ・器高)は)1阪に8.8cm " 6. Ocm前後・ 1.9cm、9.2cm・8.0cm前後・ 1.9cm、9.3cm・6.4

cm・2.0cm、9.1cm"7.4cm" 1.6cm、13.8cm" 10.0cm前後 ・3.2cm、14.3cm・10.2cm"3.1cmで、ある。

糸切痕は糸の燃が粗 く、 40は底部に板状圧痕が無い。43はm途不明木製品である。

第 5章 まとめ

木造跡は、 逆川の左岸、 小1111大路に面してその西側にあり、大IIIJ11.9ツ角のすぐ南に位置している。

若宮大路の東側を南北にえEる小町大路と大111]大路の交叉するあたりは、鎌倉時代から鎌倉では繁華

街として栄えていたようで、 このような人の往き交うところには自然発生的に商業地域が生まれ、

規制ができあがって公認される。そんな場所がPIT免許U呼称、される地であり、大IIIJもそうした地域

であった。現在 も周辺一帯-を大IIIJといい、米IIIJもこの中に属する。米町はまた穀111]ともいい、 『吾妻

鋭 『には建保元年 (1213)の和田合戦で若宮大路米町口や米IIIJ辻、大町大路など所々でl絞ったとい

うことが記されている。また津久井群津久井町にある串川光|りJ寺所蔵の善宝寺の地をti'li~、た古絵図

に、米川と記られた家並が描かれている。これらによると、米町は大町大路の南側に位置し、 若宮

大路の横IIIJであったようである。米IIIJ辻については、米PIJの通りで大IIIT大路と小川大路の交叉する

ところではないかとされ、現在の大IIIJ四ツ角あたりを考えてよさそうである。遺跡地の紘一相は、こ

うした歴史的な環境からみて、簡単な梢造の建物が、雑然と，建ち並んでいる姿が推測されよう 。今

回の調査で検出 した追わも群が、規格性のない柱穴や数多くのゴミプ〈的な土墳に I~H られていたことは、

上記のことを物語っているのかも知れない。

〔参考文献〕

「鎌倉国宝館図録第16集J W鎌倉の古絵也1 (2 ) ~ 1969年

黒板勝美 「吾妻鏡 第一J W国史大系~ 1989年

貰達人 ・ 川福IJ武胤 『鎌倉廃寺事典~ 1980年

『鎌倉市史総説編~ 1959年
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図版3
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5.材木座町屋遺跡 (Noお 1)

材木座四曲目260番|外



仔IJ 言

1. 本書は鎌倉市材木座凹丁目260番l外に所在する住宅建

設に伴う発掘調査報告書である。

2. 発掘調査は、 u;g和63年 9刀19日から同年 9rJ30 11にか

けて実施した。向調交は材木庄町屋遺跡発掘調:代|寸|に

よる発射調査と併行して実施した。

3. 本書の執筆は、 UJ代郁夫があたった。 ~I版作つえは1J~li，'i

志 ・継実 ・大畑町1子 ・土屋浩美 .r6J野腿 ・"1[I:j充脱が
あたり 、141がこれを編集した。

4 . 写真織影はiii;構写真を木材美代治 ・ 原が、 i立物1j:~~は

木材美代治が行なった。

5.調査体制は以下のj凶リ。

担 当者 松尾宣方

調査員 山代郁夫

調査ネr1iM員 継 実 ・村上和久

6. ，" '，土品等発f阿部i査資料は鎌倉市教育委員会が1-~~Ç:: して

いる。
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第 1章調査地点の位置と歴史的環境

当遺跡は鎌倉市材木座四丁目260番l外に所在する。市遺跡台帳に材木座町遺跡No.261と登録され

ているものである。

材木座の名は鎌倉時代の文献には見えて来ない。しかし、材木座は鎌倉時代からあったとされて

いる。「佐々木文書」の貞治六年九月五日付の足利義詮の御教書には、これを佐々木道誉に返付して

いることが見える。材木座を返付するということはその収入を返してやるということであり、そこ

に材役とか座銭があったことが容易に推測できるからであるという。

ところで、幕府は建長三年十二月鎌倉中の在々所の小町屋に制禁を加えて大町以下七ヶ所を指定

して免許した。文永二年三月再び令を発して大IIIT以下の所々を指定して免許した。材木座などは明

らかに町免許地以外の地である。しか し、町免許の地以外にも商人はいたのである。当追跡付近も、

和賀江の津に近く、小坪路から小町大路にかかる場所であってみれば、陸掲げされた、常滑 ・瀬戸

製品などの陶磁器や各地の産物が売られる場所であったのだろう。

この造跡付近には感応寺という 真言宗京都三宝院末の寺があったようだが、今回の調査では掘削

深度の問題もあって全体として一面しか調査していない為、それについての成果は得られていない。
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第 2章検出した遺構

建築基礎の巡る範囲内でしかもその掘削深度内の調査であったため造構の全貌を把めないものが

多い。また狭い 卜レンチ内のため調査区壁の崩落の危険があり完掘していないものが多い。以下主

な追構について記す。

(1) 土丹面1

東側卜レンチ北端付近で検出されている。地表から厚さ20-30cmの表土を孝IJぐと、小土丹やかわ

らけ制片を少量含む黒灰褐色土が30cm程堆積している。その下に小土丹粒、かわらけ紺l片、木炭片

を含む崎灰褐色土が40-50cm推和し、この土丹而の包含}曹を構成している。この土丹而は北から商

へlOcm程傾斜して低くなっている。小範囲で調査区全体に広がっていない4非常に薄く弱し、版築で

この下而を調査区全体の第一両としている。

(2) 1号講

調査区東側を南北に走っている。表土下祭灰褐色土下から掘り込まれている。上端|幅約180cmで1楽

さ約90cm、断面U字形である。

(3) 礎石 1、2、3

調査区南側で検出されている。礎石1と2は、真々で'llOcm、礎石1と3は同じ く其々で94cmであ

る。礎石は全て安山岩で、径:20cm強である。

(4) 土顕

1号土壊は土丹面1の南に検出された。土丹蘭1の上を覆うH音灰褐色土の上而から掘り込まれて

いる。覆土は褐色砂質土で、平而形は円形と思われるが調査区外に拡がる。深さ70-80cmである。

2号土墳は東西が調査区外の為、 全体)1去は不明。深さ26cmである。

4号土境

調査区ほぼ1:1:r-!.k:に検出された。北I出音liは百!liJ査区外に拡がり、南側は一音1I撹乱を受ける。不務P-J)Iヲで

あろう 。i奈さ約40cmで、ある。

6号土焼

調査区北西II/J¥で検出された。四1Jl1Jは調査区外に拡がるが、検出部からみて円形を呈すると思われ

る。 i奈さ約30cmで、ある。

7号土境

調査区西側で検出されている。大半が調査区外に拡がるものと思われるが、南北|阪は390cmで、ある。

覆土上層には30-40cm大の土丹、1t:-lll岩が投げ込まれており、下貯は土丹粒、 土丹、炭化物を多く

含む|清茶褐色土である。

(5) 方形土蝦

調査区東側で検出されている 。 南側は調査区外に拡がるため全体形は不明だが、東西上端I~ìl\は約
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lOOcmで、 i奈さ約30cmて、ある。

方形土壌4

調査区東南隅で検出されている。東南側は調査区外に拡がるため全体形は不明である。土壌壁面

の立ち上りは緩やかで、、深さ約30cmである。

(6) 方形竪穴建築祉

方形竪穴建築祉と思われるもの 4軒を確認しているが、確実と思われるものは、方形竪穴建築祉

2だけである。

方形竪穴建築祉2

調査区北西で検出された。 トレ ンチ内のダメ押しサブトレンチ内に検出』された。掘削深度との兼

ね合いで、全体を把握するに至らなかったが、鎌倉石切石を基礎に巡らす所謂本覚寺タイプである。

この切石は短辺45cm、長辺74cmのものが最大で、 コーナーにあたると思われるものは、短辺は同じ

で長辺は約56cmで、厚さ約20cmである。
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第3章出土した遺物

工事の際の掘削深度との関係で第 1面を調査したに留まる。造構面の比較的浅い部分については

下の遺構を確認したところもある。こうした状況のため、ここに掲げる遺物は本遺跡の上層の造物

ということができる。

1 青磁 (図 4-1-4、図版 ) 

lは鏑蓮弁文系鉢。小片で3号土撲出土。

2は鏑蓮弁文系碗。小片で4号土噴出土。

3は鉢の底部片で見込に一条の沈線が巡る。高台内の一部が露IJ台の他は、畳付・まで施軸されてい

る。破れ口は気泡が多くザックリとしている。胎土は僅かに紫がかった灰色で、柑は貫入が多く淡

緑色を呈する。 15世紀後半代の製品である。セクション面で確認された 7号土壌出土。4は曲口碗

で厚〈施糊され淡青緑色を呈する。5号土撲出土。

2 瀬戸(図 4-5-12、図版)

5は入子である。無手，11で焼成はやや甘く軟質。5号土壌出土。

6・7は瀬戸 ・美濃の括鉢。内外商と底部に鬼板を施し、胎土はともに粉質で淡黄白色。

8・9は灰利折縁鉢。 IJ台土は 8が灰白色で 9はやや黄色昧を帯びている。ともに 5号土壌出土。

10は灰軸卸肌。IJ台土は灰白色で精製され口縁端に凹帯がみられる。方形竪穴建築担]:2出土。

11は灰f，II銚子 (? )の蓋。手，11はくすんだ濃緑色。上面には波状it線が巡る。つまみ部には横位の

穿孔が焼成前に施される。灰白色の胎土である。5号土壌出土。

12は灰キ，11折縁鉢。1nlヲ竪穴建築祉 3出土。

3 常滑(図 4-13-18) 

13-16は袈口縁部。 17は鉢。18は研磨:痕の有る胴部片。17の内商下端は僅かに磨滅し担鉢として

使用されたことがわかる。 13・17は方形竪穴建祉4、14は6号土境、 15は1号溝覆土、 16は4号土

媛、 18は方形竪穴建築担]:2出土である。

4 瓦質子熔り(凶 4-19・20、図版 ) 

口線は輪花で外而上方に二連の菊花文のスタンプが押されている。方形竪穴建築:l:Jl:3出土。 20も

同タイプのものである。方JIヲ土媛 1出土。

5 瓦器質黒縁碗(図 4-2 1 、 I~I版 ) 

口唇部及び口縁外商が黒色を呈し、それ以下は灰白色を呈す。胎土は精良で、灰白色を呈す。 5号

土壌出土。

6 鍔釜 (図一22、図版)

口縁は直立し端部は外方向に水平に引かれ、鍔部も水平だが端部は上方に僅かに号|かれる。胎土

は微砂を含むが比較的精製されている。鍔下側及び鍔以下が煤けている。包含層出土。
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7 かわらけ(図 -23-39、図版 ) 

法量 (口径 ・底径 ・器高)は23が6.0cm. 3. 4cm . 1. 9cm、24は5.4cm . 3. 9cm・1.5cm、25は5.8cm・

3. 3cm . 2. 2cm、26は7.4cm . 4. 5cm・2.0cm、27は7.8cm. 4. 8cm・2.6cm、28は7.4cm・5.0cm・2.Ucm、

29は7.4cm. 4. 4cm . 2. 2cm、30は8.2cm. 5. 9cm・2.3cm、31は9.2cm・5.3cm.3.0cm、32は9.4cm . 5. 

Ocm.2.6cm、33は9.7cm.6.4cm・2.7cm、34は10.4cm・7.9cm . 3. 3cm、35は10.3cm・7.5cm . 4. 2cm、

36は12.2cm・7.9cm・3.3cm、37は13.8cm・7.7cm・3.5cm、38は13.8cm・7.6cm . 3. 2cm、39は6.2cm・

4 . 8cm . 2. 8cmで、ある。 23-25は板小タイプで23・24は見込みに軽いナデを施し、 25は見込中心が台

状に盛り上がり横方向のナデは認められない。23がl号溝フクド、 24がl号溝上の包含層、 25が5号

土境確認時に出土している。5号土境より上の包含層中出土とすべきかも知れない。25のみ外底部

に板状圧痕が認められる。 26-29は見込にしっかりとした横方向のナデが施され、26・29には外底

部に板状圧痕が認められる。26は方形竪穴建築祉4、27は5号土壊、 28は方形土媛l、29は方形土

境2から出土している。30は内底無調整で見込中央が台状に盛り上がる。34・35と非常に近似して

いる。34は見込に軽いナデが認められる。30は包含層中、 34・35は7号土壊から出土。31は方形土

撰2出土。32は包含層、 33は1号溝覆土、 36は包含層、 37・38は方形土岐 1から出土。39はl号溝

覆土中から出土している。取瓶で緑青が認められる。
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第 4章 まとめ

今回の調査は建築予定建物の基礎部分の範囲に限られ、結果的に トレンチ調査と同様であった。

また建築深度との兼合いで一部を除き第 I面を確認したに留ま った。 しかも表土によ って大半か事構

成される 卜レンチ壁は崩れ易く、土留めの矢板を入れた為、セクションによる遺構の切り合いの確

認もままならなかった。いずれにしても、 こうした状況での調査方法に対し反省するとともに、今

後の課題としたいと思う。

ここでは出土造物を中心に第 l商及ぴ遺構の年代観について述べまとめと したい。

東側卜レンチ北端付近で検出された土丹面 1 (図3参照)は極小範囲で調査区全体に広がりをみ

せない。この土丹面は薄く黒褐色土の上に版築され、この黒褐色土を第 l面相当と考えた。この第

1面上で確認された遺構の中には明らかに上層から掘り込まれたものがある。またこの第 1面が浅

く検出された部分については、建築深度との兼合いを考え更に下を調査した。

l号溝は表土層下の黒色土中から掘り込まれており、第 l函より62cm程上から構築されている。

かわらけ (24)はこの構外の包合層中出土で、講中覆土出土のかわらけ (23・33) と比して後出的

である。これらのかわらけは15世紀末から16世紀代のものと考えられる。セクション商で確認され

た7号土墳は15世紀後半代の青磁とかわらけ (34・35)を出土しておりやはり15世紀後半から16世

紀代と思われる。かわらけ (37・38)は方形土壌1から出土しており、その年代観は14世紀中頃か

ら後半である。他泣構の造物からみても第 1面は14世紀後半以降と考えられ、この面で確認され、

尚上層より掘り込まれている造構は15世紀以降、 16世紀代と考えられる。次に今回の調査で特筆す

べきは方形竪穴建築祉と思われる迫;構の存在である。方形竪穴建築祉2は調査終了後のダメ押しで

鎌倉石の切石による基礎部分(写真図版参照)を確認しているが他のものについては、建築深度と

の関係で全貌を握んでいないが、その可能性は大である。この方形竪穴建築祉が確認された遺跡と

しては、大町、材木座付近では最も東に位置する。111]"屋としての米町、和賀江に近接する当追跡、の

歴史的環境が理解されよす。方形竪穴建築祉の;哩土は明らかに15世紀代の遺物を含んで、いる。

また 1号溝覆土からは緑青の付着ーした取瓶が出土し、方形竪穴建築士止 lからは多量のフイゴの羽

口とスラク。が"11'1二仁している。
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図版1

企調査区全景 (北から)
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図版2

企 I I号溝(北から)

.2 方形土域 I(北から)
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図版4

出土遺物(1)
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6.若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

扇ヶ谷一丁目74番8外地点



例 言

1.本報は鎌倉市扇ヶ谷一丁目74番8外地点に所

在する遺跡の発掘調査報告書である。

2.調査は、 70m'対象地の内20m'を国庫補助事業

調査として鎌倉市教育委員会が実施した。

3.本報の執筆は菊川英政が担当し、図版作製は

関口真理、南保由利、:jJT茂芳則、 長田夏子が

あたった。

4.本報に使用した写真は、遺構 ・造物とも菊川

が撮影した。

5.調査体制は以下の通り 。

担当者菊川英政

調査員関口真理

補助員山田健二、折茂芳則

協力機関 (社)鎌倉市高齢者事業団、 (株)清

興建設、(有)角田組

6.出土品等発掘調査資料は、鎌倉市教育委員会

が保管している。
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第一章調査地点の位置

調査地点、は、 ]R鎌倉駅ホーム北端の踏切を西側に進み、今小路と交差する手前約18m程の所にあ

る。周辺の標高は約8.5m。東方の二の鳥居付近では約 6m。南方の鎌倉駅西日付近でiま約5.5mを測

り、地形的には東と南方向に低くなっていくことが判る。

遺跡地の西側を走る今小路は、 「吾妻

の粂が初見でで、ある。近|世止に至つては、遺跡地北方の巽神社以南が長谷村に属すことから、ホ長谷小路。

とも称されていたようである。

遺跡地の南側を東西に走る小路については、 残念ながら史料がない。今小路と若宮大路とを結ん

であり、 、字津宮辻子。と呼ばれる小路に該当 しそうだが、確証はない。

本遺跡、に最も近いNo.5地点(第1図)の調査では、追跡地前の道路と並行する旧河道が検出され、

旧扇ヶ谷川の流路は、より南側にあったことが確認されている。

第二章 調査の概要

調査は昭和63年11月4日一12月10日までの期間に

行われた。土砂搬出用地を確保するため、調査区を

2分し、北側の I区を先行して調査した。 I区終了

後、 II区の調査に入ったが、調査期間と経費の関係、

から、仮設事務所を置いた西側約3.5m分は調査を断

念した。

検出された生活面は 3商ある。 I区では第3面ま

で調査を行ったが、 II区では本工事掘削深度の関係

から第 2面までしか調査していない。

本報告には、国庫助事業分として、第 1面までの

調査結果をまとめである。泣構平面図は、 I区と II

区を合成して使用したが、土溜めのシートパイル内

側でiRIJ図した範囲となっている。

南北グリ ッドラインは磁北に対し、 30
0

55'20"東

へ傾いている。

一l

-2 

¥ 
¥ ¥ -3 

I I -4 

一5

-6 

-7 

E 

ー

D C B 

一一一一一一
。 5m 

第2図 グリッド設定図
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第三章 検出遺構

調査開始後、地表下約80cm程の所で中世造物包含層が検出された。同層は約25-45cmの厚さをも

ち、破砕された鎌倉石、挙大一人頭大の土丹塊で構成されている。範囲は調査区全域に広がってい

るが、上面を精査しでも遺構は確認されなかった。同層除去後に第 1面が検出された。(第 5図)

第l面は地表下約1.3m、標高にして約7.2mを測る。基本的には茶褐色土上に薄く海砂を撒いて生

活商としているが、柱穴列以北では下層の土丹地業が露出し、礎石列以西では土丹版築面、かわら

け地業商が広がっている。また、礎石列より東側の海砂面は、不明瞭で、はあるが、火熱を受けた痕

跡がみられた。以下、各泣構について説明を加えていきたい。

切石予Jj(第 3面)

I区と II区との境界部分で検

出された短辺50-60cm、長辺80

cm、厚さ10cm程の鎌倉石切石を

2手Jjに並べたもので、東西方向

にまだ続くと思われる。

北側の切石下には、焼けたi'tリ

砂而が続き、扇平な伊豆石が検

出された。

柱穴手Jj (第 4 • 5 ifri) 

む
。 1m 

第3図切石列平面図

I 区で検 1':1'1 された。 切石手Jj との~1}r;lIIはがJ4 .5m (15尺)をi!IIJり、はほ平行する。周囲を精査したが

南北方向で対応する柱穴はなく、東西にのびる棚列と考えられる。調査区内では3穴がみつかった。

柱穴の掘り方ーは方形ないし長方形を呈 し、確認而からの深さは大体30cm程度である。西端の柱穴は

礎板を置かず、柱痕らしき小穴が底而に残る。各柱穴聞の真芯距離は、約1.65m (5.5尺)と約2.4m

( 8尺)をjWjリ、東側の11¥'j隔が長くとられている。

礎石亨Jj (第 4・5区1)

かわらけ地業の東端部でみつかった。切石列に直交して並ふ、が、北から 3番目の礎石が抜けてい

る。礎石聞の距離は約 1111 (3.3尺)を測る。廟あるいは縁に相当するものと思われるが、建物自体

が礎石手J]の東西どちら側に存在したかは確定できない。 ~J石列下で検出された礎石は、礎石列を更

に南へ 1m延一長し、そこから東へ約1.2111 (4尺)行った所にある。

251 



一旬 聞 画
7.5m 

柱穴列

-0 f-ー、l
l 、ノ
。Cフー
乙二二コ ζ二二L

礎石列

6.5m一

理翠翠

礎石

川…総附 議 ill\i\\~\\\\\~認扇橋寂寂ー「

かわらけ地業断面図 。 1m 

第4図 遺構ヱレベーション図

かわらけ地業而(第 4・5図)

礎石列の西側、土丹版築面との間で検出された。切石列からは約1.2m(4尺)離れている。かわ

らけ皿を多量に集め、 1 cm'J程の細かさまで砕き、日["Jき締めたかわらけの密集部分である。通常み

られる、かわらけ漏り。とは明らかに異なり、 地業の一種とみなされる。中央部分で、約10cm程の厚

みをもち、東および南側に広がる第 1面とは段差をも って接している。

土丹版築面(第 5匡J)

かわらけ地業面の西端から版築面は始まる。 しかし、確実に版築されているとわかる良好な範囲

は、調査区西壁寄りの部分に限られる。版築上商は平坦で、かわらけ地業上商と同じ高さを保ち、

南側に広がる第 1商より約lOcm程高くなっている。切石列の延長ラインとは約1.2m(4尺)離れて

いる点も、かわらけ地業面と同じである。
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第四章出土遺物

包含層出土造物(第 6図)

第1面上包含層は、土丹塊、鎌倉石砕片を主体とす

る地業層で、上面を精査した際に、少量の造物が出土

した。

1 -8はかわらけ皿。いずれも完形ないし略完形品

である。 1-3は器高の高い小l[Lで、 lは体部下半に

強いナデが一周し、体部中位が張った形となる。器壁

は2・3に較べて厚く、底径も大きめである。 2 • 3 

は体部外面が滑らかな曲線をも って立ち上がり、器壁

も薄い。IJ台土・焼成・整形の点で、 lとは若干趣きを

異にする。 4-6は器高の低い小1lll。器形は3点とも

多少異なる。 4は底部際から大きく開いた体部をもち、

ミ弓~史二土ゴ

\~に二g5

k二戸3己ヒグ6

宅ヨ三L
ミ主歩8 ⑬9 .~ 

第 B図包含層出土遺物

5は口唇部を強く ナデて少々外反させる。 6は体部下半を強くナテ¥中位が張った器形となる。7

は灯明皿として使用されたもの。口唇部全面に煤が付着する。体部中位と口縁部に強いナデがめ ぐ

る。 8は異形のかわらけ小皿。体音1)中位から直立気味に立ち上がり、口唇部は少し内側に丸め込ま

れる。IJ台土 ・焼成 ・色調は 2と酷似する。

9は北宋銭。元豊通宝(初鋳1076年)である。

10は青磁錆蓮弁文碗の小片である。i炎青緑色の利lが厚く かけられ、大きな貫入がみられる。

11は鉄釘。錆が著しい。頭部は折り曲げであり、全長7.5cmをiWJる。

かわらけ地業出土遺物 (第7図)

ij:IH片が多いかわらけ地業中からも、接合可能な略完形品が出土している。

1 -5は器高が高く、体部が滑らかなdJ:1illiをも って立ち上がる小皿である。器壁は 2を除いてlt!j.

手で、整形も概して丁寧な一群である。4と5は胎土・焼成 ・色調とも非常に良〈似ている。

6 -13は器高が低い小皿類。6は口縁部に強いナデを行うため、外反気味に開く器形である。 8

も同様で、ある。8は器形に歪みがあり、 IJ台土中に白色針状物質を多く含んでいる。7・9・10は体

音1)~Il位に弱い稜が出来るが、概して側面は丸l味を もつものである。 11は底部穿孔かわ らけと H乎ばれ

るもの。焼成後、内底面から直径3.5mm程の孔を2箇所にあける。用途は不明で、ある。12は口縁部に

強いナデを施し、外反気味に閉し、た側面観をもっ。f本部中位の稜は比較的はっきりしている。13は

底径と口径が大きく、器高が低い、償れたような側面観を もつもの。 外底面は上げ底状に もち上っ
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ている。

14は瓦質の子熔り。i支鉢形を呈すものである。復原口径は約32cmをiRlJる。口縁部はナデ。体部外

面の屈曲部以下はハケ調整を行う 。口縁部内面にほ煤が付着している。

15は灯明肌として使用されたもの。口縁部の約半間に煤が付着している。体部はi骨らかな丸昧を

もち、器高が高く、器壁は薄い。器形的には中皿に属するものである。

16-28は大皿に分類され得るもの。16は体部中位に強いナデを行う 。17・18は口縁部に強いナテー

を行い、口唇部が若干外反する。19は明燈褐色を呈す。器壁はj享いが、消-らかな曲面の{本部をもっ。

20は体部中位に強いナテーを行う 。灯明皿である。21は丸昧を帯び、大きく外方へ聞く体部をもっ。

灯明皿である。22は底部際にやや強いナデ。灯明皿である。23は口縁部をやや強くナテソレ。24は器

壁が薄く、 i'自らかな体部をもっ。器高は低い。口唇部は内替気味に丸められる。25は体部下半に強

いナデ。26は口縁音Jlが短く直立する。 27・28は器高が低く、体部中位に弱い稜ができる。

29・30は異形かわらけ。JJ台土 ・焼成・ 器形に差異がある。 29は口縁部が短〈 直立し、 JJ台土中に砂

を多く含む。第一而上包含層出土のものと似る。30は口唇部が内側へ丸められる。胎土は精良・焼

成は竪轍である。ともに底部は回転糸切りを行う。

ミニLこグ7史芹=三「ラ名
手i----jl8丈三玉二プ(2

ーイに 三平二日

号三~~ヰイ

宇二イ丈弓二三三三~ d，; 
三七イビ二ιィマ三~
ミ三寸__d， τ三~4，モ二立三j;8

τ主イビ三1ーィーー::m
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第五章まとめ

第1面で検出された遺構群は、柱穴列と切石

列が完全には平行しないものの、かなりの規格

性をも って配置されていた。第8図では、想定

される遺構を復原し、模式図に示しである。

礎石列は半間間隔に並ぶことから、踊あるい

は縁束の礎石と考えられる。想定的では、かわ

らけ地業、土丹版築面を基壇と考え、基壇上に

建物があったものとした。実際の調査では基壇

上に礎石や柱穴は確認されていない。

基壇上建物の背後(北側)には、目隠し塀あ

るいは隣地との境界を示す簡単な棚、塀が作ら

れている。これより北側は、 i毎砂を撒いて生活

面を整地することもなく、土丹塊が露出した荒

れ地となり、敷地外という外観を呈している。

基壇上建物の前面(南側)には、 鎌倉石切石

を敷き並べた通路を作る。切石下に検出された

伊豆石の存在から、東側に別の礎石建物があり

何らかの理由で取り壊されたと推定される。こ

の建物と基壇上建物とが同時存在したか否かは

明確でないが、焼けた海砂商が周囲にみられる

敷地外(? ) 

ヘ
o 4尺
トー』一一一一一一一司

第B図遺構想定図

ことや、かわらけ地業中に混在する炭化物片などから、 火災後に焼け残ったかわらけ皿を集めて基

壇を作り、その上に建物を移 したのではなかろうか。また、同時に切石による通路も付設したもの

と思われる。通路を狭んだ南側も海砂を撒き、丁寧に整地する。何も遺構は存在しないが、同ーの

敷地内と考えられる。なお、通路を西側に延長すると、現在の今小路と調査地点前の道路が交差す

る辺りに出るようである。

第 1面の年代観は、かわらけ地業中より出土したかわらけ皿の特徴から、大体14世紀中半一15世

紀初頭までと考えられる。第 1面上包含層上面で得られたかわらけ皿も、全く閉じ特徴を備えてお

り、短時間のうちに大規模な地業が行われたことを示 している。
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図版 1

...1区第|面 (南から)

....1区第 |面(西から)
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図版2

A.n区第 |面 (西から)
4 

V第|面会景(北から)

/ 
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図版 3

企第 1面上包含層出土

第|面かわらけ地業層出土V

娼瞳唾園惨
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7.若宮大路周辺遺跡群 (No.242)

小町二丁目280番 2地点



」一一一

例 言 1.本書は鎌倉市小町二丁目280番 2所在の若宮大路周辺遺跡群

(No.242)内の発掘調査報告書である。

2.調査は対称商積3分のlを鎌倉市教育委員会(教育長 尾崎賞、

担当者 松尾宣方)が、 3分の 2を若宮大路周辺遺跡群発掘調

査団(団長 田代郁夫)が実施した。

本書に収録したのは、鎌倉市教育委員会調査分で、平成元年 1

月19日から1月27日にかけて実施した。

3.調査参加者は下記のとおりである。

調査員田代郁夫

調査補助員 継実

4.本書は、鎌倉市教育委員会の指示を受けて、団代郁夫 ・原股志

が執筆 ・編集した。

なお、両名以外に継 実 ・大畑町j子 ・櫛橋典子 ・土屋浩美 ・高

野麗らが図版作成にあたった。

5.本書の写真は追構を田代が、造物を木村美代治がf最影した。

図版目次

図版 1 1 全景 (東から)

2 南壁土層

堆積状況(聞から)… 一 (277)

図版2 出土陶磁器類(1)........……・ (278) 

図版 3 出土陶磁器類(2)… …・…H ・H ・-… (279)

図版4 出土陶磁器類(3)…・…・…...・H ・.(280) 

図版5 出土陶磁器類(4)……… ……一 (281) 
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l 調査地点 (小 ~IT二IIIT 目 280番 2 地点)

2小町二町目279番2他地点
3小IIIT二111]目282番地点

4.小IIIT二111]目276番他地点

5雪ノ下一丁目274番2地点

6.雪ノ下一丁目273番口地点

7雪ノ下一丁目271番 1地点

|い》ら 8雪ノ下一丁目293番 1地点
γ((9 雪ノ下-T目210番!m.02.
~.U~~;;:' lO 雪ノ下一丁目 37 1番 1 地点

ti'与ぷぷ11雪ノ下一丁目372番 7地点

図 1 調査地点、位置図
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第一章調査地点、の位置と歴史的環境

鎌倉市小町二丁目280番2に所在する若宮大路周辺追跡群 (No.242)は、 ]R鎌倉駅の北方300m程の

地域にあり 、鎌倉の街を二分する形で鶴岡八幡宮から海に向かつて一直線に延びる若宮大路北側に

住置している。この道は中世から現代に至るまで常に鎌倉の最も 中心的な位置を占めた幹線道路で

あって、調査地点はこの若宮大路の北端西側に位置し、大路に面 した一角である。

若宮大路は、 治承4年 (1180)10月、鎌倉入りした源頼朝が、鶴岡八幡宮を由比郷から現在の小

林郷へ移した後、造営を開始した主要街路の一つであり、八幡宮への参拝路としてもよ く知られて

いるところである。 「吾妻鏡」によれば、寿永元年 (1182) 3丹、頼朝の妻政子の安産祈願のために

「段葛」を築造したとの記事があり 、おそ らく この頃までには主要路である若宮大路が、 一応完成

をみたものと思われる。若宮大路について、江戸後期に書かれた 「新編相模国風土記稿」によれば、

大路の三ヶ所の鳥居と、その近くに上 ・中・下の下馬 「駒留木」があって、騎馬による乗り入れを禁

じていたようである。

若宮大路に各下馬で交差する東西方向の道は「上の下馬(赤橋)で横大路、「中の下馬J (小町口)

で宇津宮辻子、「下の下馬」で(米町口)大IsJ大路がそれにあたる。又、若宮大路と平行して、 東側

に小11IT大路を、西側に今小路の二条の街路を設けている。

ところで、調査地点は、県遺跡台帳によれば「若宮大路周辺追跡群 (No.242)J と云われる区域内

の北端中央寄りに位置している。北面には北条時房 ・顕時邸跡(県遺跡台帳によれば)と云われる

区域があり 、東面を若宮大路に12:ff，み大路を挟んだ向い側には「若宮大路幕府跡」と伝え られる区域

もある。本調査地点に近接して、北側に図 1-2地点の長沢屋旅館用地と、南側に図 1-3地点の大

路ビル北用地がある。この両地点追跡、からは大路に沿った近世河川を検出していて、本調査地点で

検出した河川の上・下流に住置している。3地点遺跡、検出の河川の時期は17-18世紀にかけての国産

陶磁器類が主体を占め、少なくとも19世紀には埋没した痕跡が造物から窺えた。

第二章 検出した遺構

調査区内は1:1:1世基盤層である黒褐色粘質土下までほとんど削平され、 近・現代の客土や整地層が

入り込んで、いた。特に調査区西域は削平がひどく、中世基盤層下に堆積した貰褐色砂層にまで及ん

でいて、遺構の確認すらできない状態であった。若宮大路側では中世の地山にあたる黒褐色粘質土

の薄い堆積が観察され、ピットや溝の遺構を検出したが、これのみが僅かに近世以前に遡り得る造

構であった。以下に中世・近世遺構の概要を記す。

中世の遺構(図 3、図版

溝 1条とピット 2口を検出した。溝は調査区東端に位置し、大路と平行して南北方向に走ってい
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調査区

図 2 調査区配置図
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南側は調査区外まで延ぴている。溝の規模は上幅が25る。北側端部は調査区内で確認されたが、

-43mで、下幅が12-23mほどである。断面形はほぼ 'UJ字形を呈する。深さは確認面から30cmほ

どで大半は削平により壊されていた。底面の標高は北端で'6，25mで、南壁直下が6.40mで、あり南に向

かつて緩やかな傾斜をもっている。覆土は上層が黒褐色粘質土で、以下は有機物腐食土と灰黒色の

主として砂分の多い土が堆積していた。

ピット 2口は講の東側で検出されたもので、 北に佐置するピットは長径50cm、短径35cm、深さ確

認面から20cmほどで惰円形を呈する。南に住置するピットは円形で直径15cm程、深さ15cmて、ある。

覆土はともに黒褐色粘質である。

近世の遺構(図 3、図版

調査区東端で、出土造物からみて近世の所産と考えられる河川を検出している。確認面は、 地山上

で、それより上層は削平、盛土が繰り返されていたため、実際の掘り込み面は、不明である。この河

川の西岸は確認できたが東岸については、調査区が狭少であり、また残土を場外へ搬出する条件が整

わなかった為確認していない。従って、この河川の上端幅は不明であるが、現況で， ~ ;土 4m30cmで、ある 。 同

様に河床を完全に検出するには至らなかったが、同じく現況で、深さ2mを測る。覆土の土層観察によっ

て、中層に大少砂利を含む遺物を多合する層が確認され、少くとも 3時期に及ぶ河床が認められる。
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第三章 出土した遺物

調査区東側の河川覆土中から多量の近世陶磁器類が出土している。特に覆土中層に確認された二

時期に及ぶ河床を構成する砂喋層中及びその上下に造物が集中して出土した。調査面積が狭少であ

るため、二H寺期にわたる遺物を別個に取り上げることは困難であったが、後述する如く、その年代

幅は170年間に及ぶものであった。造物の中には、中世の中国陶磁器なども少量合まれてはいたが、

大部分は近1世立肥前系の製品及ひ

えば、その生産時期は1630年代か ら18世紀にかけてのものであった。中でも17世紀後半から18世紀

前半にかけての製品がその主体を占めている。19世紀以降の製品を含んでいない点は、この河川の

埋没時期を知る上で特筆されるべき事柄である。

こうした傾向は、 1:R11-2地点では同様で、あるが、図 1-3地点では覆土上層から19世紀代に下る

広東碗等も出土していて、この河川全体について述べ得ることか否かは、今後のこの付近の調査に

おける課題のーっといえる。

造物番号 古品 F重 文桜その他 11主 I也 H奇 j明 法 量 (cm)
"1壬 1伝径 ~ii- Î~':j 

|き1-1 染 f、J'大 1111Lil 7ド 文 IJ巴 i'J'J 1630年代-1650年代 9.0 一一一

2染付小町、 l_，1 イと 生業 JJ巴 i'J'J 1701'$定

3染 付小 1111iJr 校 文 )J巴 Ij'J 1640JIニ代-1650年代

4 I i.i!:f.J鎖、't:て(? ) 竹 X )J日 Ij'J 17C'-I'$定一18C

5染 十l li9ii 捻 イと )( )J日 ~I 'J 1650年代-1660年代

6染 f.J 目前j制 u X )J日 M'J 1650年代-1670年代

7染 十l li抗j I，J. X )J日 J1'J 17C後半 4.0 一一一

8染 十l li抗j1.t.' . イと 文(? ) )J巴 I'I'J 17C後半

9背lii.f.~ 1.]"1111 I ~ : J台蛇ノ口幸111ノ、ギ )J~ M'J 17C後半

10 染 f.J h抗j )J巴 II'J 17C後半一18C前半 4.4 一一一

11 キ且製J'I lilll111 比込蛇ノH手111ハギ市台無利l肥前(波佐見) 17C後半-18C前半 3.7 一一一

12 染 付小原 )J巴 1'1'1 17C後半-18C前半 2.5 

13 色 絵 ilFi査 IJ巴 1'1'1 17C後半-18C前半

14 白磁(?) Jm JJ~jj~ (i皮佐見?) 17C後半-18C中葉 11.3 一一一一一ー

15 染 '(，J 皿l Ji:ili ( ? ) )J巴前(有国) 1690年代:-18C初E頁

16 染 '(，J 碗 草 :fE 文 )1巴 i'JIJ 1690年{-'(一18C初目頁
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造物番号 器 種 文様その他 産 I也 11寺 期 法 量 (cm)
口径 j底径 器~::;

図-17染付小碗 型紙摺り JI岡部波文 J1E Il'J 1690年代-18C初頭

18 染付小碗 型 紙 摺 り肥 円IJ 1690年代-18C初頭

19 染付小碗 型紙摺り・口鋳・雨降り文 肥 目IJ 1690年代-18C初頭 8.6 一一一 一一一

20 染 付 碗 草 花 文 月巴 Il'J 17C末-18C初頭

21 染 イ寸 碗 草 花 文 月巴 目IJ 17C末-18C初頭 10.4 一一一 一一一

22 染 f寸 碗 梅 :fil:t 文 月巴 目IJ 17C末-18C初頭

23 染 イ寸 皿 月巴 fllJ 17C末-18C初頭

24 染 付 碗 松 文 肥 目IJ 1690年代-18C前半

25 染 付 碗 高台 内 大 明年製 J1E 円IJ 1690年代-18C前半 4.0 一一一

26 染 付 皿 口縁日銭 ・雪ノ 輪文 月巴 円IJ 1690年代-18C前半 9.8 一一一 一一一

27 染 付ー 皿 口縁部唐草文 月巴 円IJ 17C末-18C前半

28 染 付ー 皿 口縁部塁弾きによる波頭文 J1E 目IJ 17C末-18C前半

29 染 付 碗 菊 j定

* 文 月巴 円IJ 1690年代一18C中葉

30 染 付ー 碗 草 花 文 月巴 fllJ 1690年代-18C中葉

31 染付猪口 J1E 円IJ 1690年代-18C中葉

32 染 付今 I宛 菊 i古II~ * 文 J1E 日IJ 1690年代-18C中葉 10.6 

33 染 付 碗 J1E fllJ 1690年代一18C中葉 10.9 一一一 一一一

34 染 付 碗 J1E Il'J 1690年代-18C中葉 10.4 一一一 一一一

35 染付蓋物身 月巴 Il'J 17C末一18C中葉 9.6 一一一

36 染付 蓋 物身 j皮 E頁 文(ハートつなぎ)}I巴 目IJ 17C末-18C中葉

37 染 イ寸 皿 月巴 目IJ 17C末-1780年代 12.4 一一一一一

38 白磁(?)碗 }I巴 Il'J 1690年代-1780年代 9.8 一一一 一一一

39 染 fサ 皿 次 士克 成)J1E 円IJ 17C末-18C代

40 染付紅皿(? ) }IE 円IJ 17C末一18C代 2.8 一一一

41 染 イ寸 碗 山 * 文 月巴 Il'J 18C前半~中葉 10.4 一一一 一一一

42 染 付 碗 梅 樹 文 肥 fllJ 18C前半~中葉 11.2 一一一 一一一

43 染 付 U宛 梅の折枝と銀杏 文 肥 Il'J 18C前半一中葉 10.0 一一一一|

44 染 付- 百宛 草 花 文 1巴 目IJ 18C前半~中業

45 染 付ー 碗 二重網目文・見込菊花文 }IE Il'J 18C前半~中葉

46 染 付 碗 雪込持五笹弁・花高文台(コ内ン大明印王i三判製) 見 ニャク 肥前(波佐見?) 18C前半~中葉 4.8 一一一

47 染 イ寸 石宛 雪込持五笹弁・花荷文台(コ内ン大明年製見 ニャク印判)肥前(波佐見 ?) 18C前半-1780年代 4.7 一一一
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遺物番号 器 種 文様 その 他 1可生，: 地 時 期 i法 量 (cm)
口径 底径 総J5

図-48染 付 皿l側而梅花文 ・ -見~.~込古内五大弁l明花年文製(コンニャク印判) 製 肥 前 18C前半-1780年代 8.2 一一一

49 染 f寸 碗 nE IiIJ 18C前半一1780年代

50 染 イ寸 碗 月巴 IiIJ 18C前半-1780年代 4.4 一一一

51 染 fヰ 碗 日巴 IlIJ 18C前半一1780年代 10.2 一一一 一一一

52 染 イサ 皿 f!!lm込ii菊五花弁文・高台内大11月年製・見 花文(コンニャク印判)IJE IiIJ 18C前半-1780年代 7.7 一一一

53 染 付 碗 主年「ノ輸に傍樹文・;fJi台内大明製のクズレ IJE前(波佐見 ?) 18C前半一1780年代 10.1 一一一 一一一

54 染 付 碗 肥前(波佐見?) 18C前半一1780年代 9.8 一一一 一一一

55 白磁(7)火入れ 蛇 ノ 目大 型高 台 IJ巴 !iIJ 18C代 8.4 一一一

56 染 付小碗 尊 花 文 IJ巴 IiIJ 18C代 3.4 一一一

57 染 付 碗 (焼 成 不 良)日巴 I'JIJ 18C代 3.8 一一

58 染付蓋物の蓋 :tJf 校 文 月巴 IiIJ 18C代

59 染付碗(蓋?) IJE 目IJ 18C中葉ー末

60 染 付ー I宛 矢 5j5j *R 文 )J巴 J'JIJ 18C後半

61 大 lIll 島 手 唐 ;宰 系 17C後半-18C代

62 大 血l .島 手 唐 i掌 系 17C後半ー18C代

63 大 皿1 島 手 唐 ij世 系 17C後半-18C{l::

64 大 皿 島 手 唐 i!f! 系 17Cf&半-18C{l::

65 大 1111 島 手 E当ー ij柱 系 17C後半-18C代

66 大 Jll1 ，匠uιJ 子 唐 i挙 系 17C後半-18C代

ー
67 大 血l 島 手 唐 i孝 系 17C後半-18C{l::

68 1I1l ハケ目 砂 .IJ古土日 j者 i!f! 17C後半-18C初頭 一一一 12.0 一一一

69 大 Jlll 三 九 手 砂 ・)J古土 目 唐 i!f! 系 17C後半-18C初E頃 一一一 11.2 一一一

' 
70 持k ノ、 ケ 自 唐 i!f! 系 17C後半-18C中葉

' 
71 JJll 庖守 i章 唐ー i宰 相t 山

72 大 1I1l 二彩唐津砂 ・1古土目 唐 ì~t 17C後半-18C初頭
' 

73 大 皿l二彩唐津 砂 ・)J古土目 際 i幸 17Cf&半-18Cキ万E頁

74 碗 唐津 系 青緑 和l徳野内野山窯 17C後半一18C中葉 4.4 一一一

75 74と同一個体 鹿 j宰 系 青緑 紬 嬉野内野山窯 17C後半一18C中葉

76 JIIl 唐津 系 青緑 紬 嬉野内野山祭 17C後半一18C中葉 12.0 4.3 3.3 

77 1I1l 初(岡小県!r京';jI{lt焼系
石黛系) 17C後半-18C中葉 13.5 5.6 3.8 

78 JIIl 福岡県高取焼系 17C後半-18C中葉 5.8 一一一小石原窯系)
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第四章 まとめ

調査区全体は、中世地山層まで近現代の削平整地を受けていた。中世遺構としては、柱穴や溝な

どの痕跡かと思われる若干の凹みを検出したに留まる。 一方、近世追構として河川を検出したこと

は、その覆土内から出土した豊富な近世造物とともに特筆すべき発見であった。

本追跡は若宮大路に接して、その西側に住置し、同じく大路に接して北側に長沢屋旅館跡地造跡、

(同一追跡名で、小IIIJ二丁目279番2他地点遺跡)と、南側に大路ビル北遺跡(同一追跡名で、 小町

二丁目12番34地点追跡)がある。この両追跡はともに調査区東側で、大路に沿った近世河川|が検出

されていて、今回検出したものの上 ・下流になる。それらの時期は17-18世紀を中心としており、

19世紀には埋没していたようである。

これらの河川の描かれた近世絵図等を発見する ことはできなかったが、明治初期につくられた地

図には、大路の側溝と思われる。直線的なj茸が南北住に拙かれている。現存する明治時代の写真に

も、この溝の上に架構したと見られる小橋が各家前に写っている。この明治期の溝は、若宮大路の

両側にあり、現在も両側の歩道下を流れているi'fJfに相当するものであろう。この溝と検出された河

川は近接していて、かつて両者が平行していたものとは忠われなし、。溝は河川を;埋めた後に大路寄

りに新に構築した ものであろう。

それではこれらの近世河川、j市がどこから流れて来るかといえば、現段階では不明としか言えな

い。大路西側の河川については、現在の鶴岡会館(小町二丁目276番他地点遺跡)までは確認されて

いる。しかし、 北粂時房 ・顕IIW:邸跡といわれる地域で、現在のポロ・ ラルフローレン用地調査 (雪

ノ下一丁目274番2地点遺跡)で、この河川は検出されておらず、それ以前で東西いずれかに逸れる

であろう 。もっと も、大路を横断するとは思えず、西側に逸れていくと考えるのが妥当であろう。

八幡宮付近に聞かれている谷は、小袋谷や扇ヶ谷である。扇ヶ谷は、勝ノ橋から窟堂(窟不動)

の前方を通って、現在の二ノ鳥居付近に流れ込む扇ヶ谷)11がある。この扇ヶ谷川については瀬古邸

追跡(雪ノ下一丁目210番地点追跡)で、旧河川|が検出されている。これは現在の河道よりも東側

を流れているので、 おのずと二ノ鳥居よりも北側を流れていた可能性も考え得るわけで、それが今

|百l検，':1"， された河川であるのかも知れない。 一方、 小袋谷からの流れは、八幡宮の現在の三方堀に流

れ込むものだけである。今回検出した河川もあるいは、小袋ヶ谷あたりから流れ込むものであろう

か。いずれにせよ、 今後の調査成果に期待したい。
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註

1. 両逃跡とも平成元年に発掘調査され、河川造梢にi!l'って大訟の近世陶磁類が出土した。

2.昭和62年調査、報告書末刊

3.吉田章一郎 ・原 股志 ・福岡 誠「北条|侍房 .~JiI埼邸跡一哉t倉市雪の下一丁目 274番 2 地点発掘調査報告書ー」 北

粂|時房 .~即時邸跡発持Ii調査団 1 988年

4.調査担当者の烏淵和雄氏に御数示を受けた。

尚 、 J1~ ~íl系陶磁器類の生産地及び製作時期に関しては、佐賀県立九州陶磁文化館学芸課の大橋康

二氏より多大な御教示を賜った。記して感謝の意を表する次第である。
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図版 1

企 1.全景(東から)

A 2. 南壁土層堆積状況(西から)
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出土陶磁器類(1)

278 



図版3

出土陶磁器類(2)
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図版4

A島

出土陶磁器類(3)
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図版5

司砂

2ζ 
~二:::;j

' 
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• 
出土陶磁器類(4)
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8.笹目遺跡

笹呂田J330番|地点



例言

1.本報は鎌倉市笹目IIIT330番lにおける共同住宅

併用住宅建設に伴う発掘調査の報告である。

2.発掘調査は国庫補助事業として、鎌倉市教育

委員会が実施した。調査期間は平成元年 1月

28日から 2月21日までで‘ある。

3.また、笹目追跡発掘調査団(団長大三輪龍彦)

により、隣接した地点の発掘調査が昭和63年

10月11日から平成元年2月28日まで実施され

ている。同調査は検出遺構などが不可分の関

係にあるが、本幸I~では国庫補助事業分の調査

成果を記載し、調査団分の調査成果は略述す

るに留めた。本追跡全体の成果は、近く 刊行

予定の調査団発行の報告書を参照されたい。

4.本報は鎌倉市教育委員会の指示を受けて、大

河内勉(笹目遺跡発掘調査団担当者)が執筆、

編集した。また溝手美穂、 ・片岡睦校 ・三枚み

ゆき ・浦田優子 ・石田真由美の協力を受けた。
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図 1 発掘調査地点
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第一章 地理的・歴史的環境(図い 2、図版 1) 

調査地点は鎌倉市笹目町330番 1に所在する。鎌倉旧市街の南西方にあたり、 旧市街を取り囲む複

雑に派生した丘陵と平地の接するところに位置する。]R鎌倉駅より西南西に約lkm、由比ヶ浜の海岸

線より北方約750mの距離にある。

調査した地点は笹目ヶ谷と呼ばれる支谷の最前音li西側に住置する。笹目ヶ谷は途中屈折するが、

北から南東方面に伸びている。全長約450m、|阪は最奥部で約60m、最前部で、約130mを測る。調査地

点付-近も含め、谷戸内には中世期の所産と思われる尾根裾の掘削、削平面の造成の跡が随所に見ら

れる。谷戸内は現在住宅地になっている。

本調査地点ならびに調査団調査地点は、谷戸商より 4-5m程高い平坦面に位置する。標高は海抜

約17mで、ある。平坦面の西側はi4Ti.抜60m前後の南北に伸び、る丘陵となっていて、東側斜面はかなりの

勾配を有する。調査地点の平坦面は両調査の結果、 2本の小さく派生 した尾根を切り崩し、その土

砂を利用し前面を拡張し、造成されたことがわかった。この平坦面は不等辺四角形を呈し、規模は

南北約75m(最長)、東西約45m(同)をifillる。本地点は明治初年以降、島津家の別邸地になってい

る。なお、昭和63年12月一平成元年 1月に本地点の南約40mの丘陵裾部の発堀調査が実施され、や

くやらが2基検出されている。

「笹目(佐々目)J という 地名は、 『吾妻鏡』や 『金沢文庫古文書』中の鎌倉期の文書ーなどに見ら

れ、古くからの名称である(註 1)。笹目には追身院 (鶴岡八幡宮別当寺)、 長楽寺があったといわ

れる(註 2)。泣身院は聖教類の奥書に名を記したものが多いことから、学問所であったと思われる

(註 3)。ま た長楽寺は北条経l侍が建立し墓所と もなるが、文応元年 (1260)に焼失したという (註

4 ) 0 r鎌倉廃寺事典J所収の 「鎌倉廃寺地図」では笹目ヶ谷を泣身院、現在鎌倉文学館のある谷戸
を長楽寺の所在地と比定している。

(註)

1.白井永二編 『鎌倉事典Jr笹目ヶ谷」の項 1976年 東京堂出版

賞達人 ・川高Ij武胤 『鎌倉廃寺事!!I!Jr逃;身院」 の項 1980年有隣堂

2. 前掲『鎌倉廃寺 41'~!!1!J r泣身院」・「長楽寺」のrTI

3.前掲 f鎌倉!宛奇事典jrはじめに(第三百IOJのJu

4.前掲 『鎌倉1ft寺事典Jr長楽守」 のJi'(

「鎌倉舵勝考」巻七廃寺 「長楽寺廃寺」の項 『大日本地誌体系J24 1985年雄山肱l
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J 図 2 調査区及びグリッド設定状況

調査の概要(図 2、図版 1) 

発掘調査は鎌倉市教育委員会と笹目追跡発掘調査団が並行して実施したが、調査方法等は全く 同

じである。新設される集合住宅 ・併用住宅は遺跡地の南側と北東fWJの2ヶ所に跨る構造であり、発
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掘調査では南側の調査区をI区、 北東側の調査区をII区とl呼称した。II区の北側陥が本報に掲載し

た教育委員会実施の調査区、 II区のその他の範囲と I区全域が調査団実施の調査区である。グリッ

ドは遺跡地の南東隅を基点と し、北北西方向に数字 (1 -16)、西南西方向にアルファベット(A-K)

を付した。グリッド軸は地形に合わせて設定したため、磁北より29度振れている。グ リッドは 4m方眼

で、南東隅の交点を以ってそのグリ ッドの名称とした。なお、両調査とも調査深度は新設建物基礎

工事での根切底である地表下約120cm迄で留め、それ以下は必要に応じ トレンチを設定し調査した。

調査団の発掘調査では、 I区で2面以上の遺構面、 II区で4面以上の遺構面が検出され、 両地区

とも東側で地業による敷地の拡張が見られた。I区のEライン付近以西、II区のC・D-ll・12グリッド

付近ては下面で岩盤削平面が現われており 、遺跡地の平坦商造成以前はそれぞれ、そのあたりまで小

さな尾根が伸びていたものと思われる。I区では礎石建物祉、掘立柱建物祉、布掘り棚列、 玉石敷、

かわらけ溜、土媛、溝などが、 II区では基壇 ・雨落溝を有する礎石建物社、 方形竪穴造構、玉石敷、

土媛、溝、畝状遺構、埋納造構、 炉状追構などが各商から検出された。

II区では第 2面期に 8及びDライン付近より北東側で掘り下げが行なわれ、第 2面より 2m弱下

に平坦商が造成されている。この平坦面はおそらく 、II区北東側の現在宅地になっている一段低い

面に相当するものと思われる。しかし、後にこの平坦面は西側から徐々に地業され埋め立てられ、

近世までには現在の地形が形成された。調査では前後の時期を含め10期にEる地業 ・埋め立てが確

認された。うち 9期が中世、 l期が近世の所産である。本報に掲載した地区では、そのうち 4期の

地業 ・埋め立て及びそれに伴う石垣が検出された。II区の第 l商は中世期の地業 ・埋め立ての際の

客土の上面を主に利用している。

第三章 検出遺構

本調査では遺跡地の北端部が対象となった。調査区は長方形を呈し、 南北約10m、東西約 8m、商

積約80m2で、ある。グリッド表示ではA-C-12-15グリッドが相当する。下水管埋設溝や試掘墳など

があり、 一部撹乱されている。

調査ではまず第 I面までの表土を重機で鋤き取り、それ以下は子掘りの作業を行なった。第 1面

以下には敷地を拡張(計 4期)した際の地業 (埋め立て)土が堆積していて、その下面に遺構面が

存在するものと思われるが、調査限界深度が新設建物根切底の地表下約120cmのため、北側に設定し

たトレンチ部分も含め、各地業土の途中までしか掘り下げなかった。そのため本調査区では下面の

遺構面の存在は確認していない。

1. 第1面(図 3、図版 2-上)

第 1面は現地表下15-40cmで、検出された。重機での表土恭IJぎ取りの際、 一部掘り過ぎてしまって

いる。この面は各地業土の上面が生活面となっているが、明瞭なものではない。遺跡地の縁辺に住
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図 3 第 1面平面図

置するためか、遺構も浅いピッ トが3口検出されたのみである。各ピッ トの大きさはPlが径38X34
cm、深さ10cm、P2が径70x 50cm、深さ24cm、P3が径40x 34cm、i奈さ13cmで‘ある。調査区東附で近
世の地業土(灰褐色土)ーが一部検出されている。そのため、中世の最終時期では調査区東壁あたり

が追跡地の東側の境界であろう 。現在は約 2m東側に住置する。

2.新設建物線切底での状況(図 4・5、図版2-下 ・3) 

泣跡地の東縁部を東側に拡張した際の地業(埋め立て)及びそれに伴う石垣が検出されている。

本調査区では 4時期の地業が確認された。石垣はそのうち 2時期に見られた。地業及び石垣の番号

は調査団の調査区とf井せて、新しい時期のものから通しで付している。本調査区では地業4・5・
7・8、石垣3・4が検出された。石垣3・4はそれぞれ地業5・7に伴うものである。すべて中

世期の所産である。調査区の西端で一部岩盤が露出しているが、 もともと尾根はそのあたりまでせ

り出していたのであろう。誹l査区北壁際に50cm程のIPffiの トレンチを設け、根切底より約60cm下まで
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図5 詞査区壁セクション図

掘り下げ、各地業土の堆積状態を確認した。

地業4

地業4は調査区の東fJ!lJy3程を占める。地業 5に伴う石垣3を埋めて、その東側を地業 ・拡張して

いる。南北方向に細長く、南側の調査団調査区でも検出されている。第 l面調査時に東側の際が一

昔I1検出されている。幅2，4-2，9m(本調査区内)、長さは調査団調査区も含めると22mをiWJるが、さら

に北側の調査区外に伸びている。調査団調査区内の本造構の南面には石垣が築かれているが、東面

はほとんど検出できなかったため、石垣の有無は明 らかでない。地業土は灰賞褐色土 ・黒褐色土な

どで、径 1-15cm程の土丹(破砕した凝灰質泥岩)の粒子 ・ブロックを多量に含む。非常に堅くし

まっている。下而まで全掘してお らず、下層の土層状態は不明。

地業5

地業 5と石垣3は同H寺期の造防である。地業 5の束而に石垣3が築かれている。地業 5は調査区

の"1'央%程を占める。地業7に伴う石垣4を埋めて、その東側を地業 ・拡張している。地業4と同

じく南北方向に細長く、南側の訓l査団調査区でも検出されている。|幅は本調査区内で'2，5m前後(石

垣部分合む)、調査団調査区の南端付近ではやや狭くなる。長さは調査団調査区も含めると22.4m確
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認されたが、さらに北側の調査区外にも伸びている。地業土は灰貰褐色土・灰褐色土で、径 1-10 

cmの土丹粒・ブロックを多量に含む。土丹粒 ・ブロックを多く含んでいるため、しまりは悪いが堅

い。石垣3の裏側は土丹粒・ブロックを特に多く含む。下商まで全掘 しておらず、下層の土層状態

は不明。

地業5に伴う石垣が東面(石垣3)と南面(調査団調査区内一石垣2)が検出されている。石垣3

は全面にわたり良好に遺存している。石材には径15-40cm程の調整していない土丹を使用している。

石材は基本的に縦住置に置かれ、石商を外面(東商)で合わせている。いわゆる 「野面積」である。

調査区北壁セクションの観察では、上下5段の石積みが見られるが、さらに下部にも続いているも

のと思われる。 勾配は約70度である。

地業7

地業?と石垣4は同時期のものである。本調査区では地業 7の東商に石垣4が築かれている。地

業 7は調査区の西側%程を占める。調査区西端で一部検出されている地業8及び岩盤の東側を埋め

て、 地業・拡張している。地業4・5と同じく南北方向に細長く、南側の調査団調査区でも検出さ

れている。l隔は 2m前後(本調査区内)、長さは22.3m (調査団調査区含む)確認されたが、 地業4・

5と同じくさらに北側の調査区外にも伸ぴている。地業土は暗褐色土・灰貰褐色土で、径 1-10cm 

の土丹粒 ・ブロックを多く含み、部分的に土丹粒 ・フロックの集積層が見られる。上層は竪く締ま

っている。下層の土層状態は不明。

石垣4は地業 7の東面に間断なく築かれていたと思われるが、石垣3に比べ造存状態が悪く、失

われている個所がある。石垣の用材、築造方法などは石垣3と類似するが、用材は石垣3に比べ小

さく、また築き方もやや粗し、。南側の調査団調査区に設けたサフトレンチでは、上下4-5段の石

積みが見られたが、下商まで完掘しておらず、全体の規模は不明。勾配は約60度であった。

地業 8

地業8は本調査区内では西端で一部検出されたのみである。本調査区北西部に見られる岩盤はさ

らに南に伸びているが、その岩盤が落ち込む際(東側)を埋めて、地業している。 南北方向に細長

く伸びるが、南端(調査団調査区内)で屈折している。調査団調査区では幅 1m前後、 長さは本調査

区も含めて22.8mを測る。本調査区内で、は地業土は灰褐色土で、径 1c叩m程の土丹

査団調査区も合め、掘り下げたレベル迄では本造構に伴う石垣は検出されていない。

第四章 出土遺物(図6、図版4) 

本報では地業4・5・7の各地業土中より出土した造物を掲載した。それぞれ本調査区内での造

物出土量が少なく、また調査団調査と並行して調査を実施したため、両調査での出土造物は一括し

て取り上げており、ここでは同一遺構の出土造物は調査団調査分も含めて掲載した。また、第 1面

上、地業7の一部、地業8、金属製品等の出土造物は除外した。
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地業 4

1は瓦質の子熔りである。復元口径39.6cm、総高11.0cm、復元底径30.8cm。体部は内轡し、口縁上

端はほぼ水平に整形されている。口縁上端・体部外面は横位の箆磨き、体部内面は横なでが施され

る。 外面の体部上位に 2粂の沈線及び亀甲文 ・)lL文の連続:t1fl印が見られる。器表は灰色、 )j台土は灰

白色で徴砂粒を含んで・いる。体部外面中位一外底面は、器表の多IJ離が激しい。おそらく鍋として使

用され、火熱により剥離したものと思われる。

2はかわらけ。口径11.8cm、総高3.4cm、底径7.0cm。体部はほぼ直線的に立ち上がり、口縁部は外

反気味である。鞭磁成形で外底面に回転糸切り痕 ・スノ コ状庄痕が残る。 内底面には検位の指頭な

でが見られる。

地業 5

3・4は舶載磁器。 3は龍泉窯系の鏑蓮弁文碗で、 f本部下半の小片である。蓮弁の幅は比較的狭

い。手lhは深緑色。)j台土は灰色で竪級。 内面には擦痕が多数見られる。 4は白磁口正皿の口縁~体部

片。f本部は外傾し、口縁音11でやや外反する。手IHは字L白色。 )j台土はほぼ白色で堅轍。黒色微砂粒を含

んでいる。内面に横方向の擦痕が見られる。

5-7は瀬戸の製品。 5は折縁皿の{本部片。口縁部は斜め上方に折り 曲げ‘られるが、欠失してい

る。休部は緩やかに内轡する。手lhは灰キIHと思われるが、 内外商とも変質して白色を呈する。胎土は

淡褐色で精轍。 6は査j]しllllの口縁~体部片。復元口径14.4cm。口縁部は肥厚で、 端部は角ばる。内外

而とも灰利lが薄く施されるが、変質し白色を呈する。)J台土は淡褐色で精轍。 7は入子片。口縁部を

欠失している。底径4.0cm。丸形を呈する。 体部内外商は離職での横なで、 内外商はかわらけに見ら

れるような横位の指頭なで、外底而は箆による調整が行なわれる。無施軸だが、わずかに降灰が見

られる。 )J台土は灰白色で精鍛。内而及びf本部の筈IJれ口に紅が付着しており、破損後も紅血lとして利

用している。

8 . 9は常滑の製品。8は裂の口縁~頭部片。頭部は内傾し直線的に立ち上がり、直角近く 外反

し口縁音11となる。口締端昔11の縁俸は上下に 5rnrn程引き出され形作られる。縁帯の幅は2.2cm、頚部よ

り1.6cm離れている。全体に械なでが施されている。T.号表は焦げ茶色。胎土は灰色で白色砂粒を含む

が竪級。9は担鉢の1-'紘一体音11片。直線的に外傾する。口縁端音11は角ばるが、 中央がややくぽむ。

内而及び外而口縁音11下まで横なで、体部外商は縦位のなでが施される。器表 ・胎土とも淡褐色を呈

す。!J台土は白色 ・黒色の微妙、粒を含むが堅轍。内面下部は使用による摩滅が著しい。

10-14はかわらけ。すべて糠臨成形で、 10・11は大型、 12が中型、 13・14が小型の範鴫に入る。

10は復元口径12.2cm、器j;.;.j3.3cm、復元底径7.2cmo i本部は内皆、し、 外面に 2粂の弱い稜が巡る。 11は

復元口径13.5cm、器i守j3.2cm、底径7.7cm。休部は比較的肥厚で、内轡 して立ち上がる。 外商に1条弱

い綾が巡る。12は復元口径11.1cm、総高2.8cm、底径5.8cm。体部は比較的薄く、{l!IJ面観は丸みを有す

る。!J台土はやや粉質である。13は1-'径7.5cm、器i苦i1.5cm、底径5.7cm。口縁部は短く、斜めに鋭く立ち

上がる。14は小型皿の中では大振りである。復元口径8.4cm、器官'j1.8cm、復元底径5.2cm。体部はやや
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}j巴厚で内管気味。 外而体部下位に弱い稜が巡る。

地業 7

15・16は舶載陶磁器。15は龍泉黛系の鏑蓮弁文碗7で、、体部下半の小片である。蓮弁の幅は比較的

広い。内面にも箆描きの文様が見られる。キ111は厚く深緑色を呈する。胎土は灰白色で竪級。 16は緑

~III蝶の口縁部片である 。 仁l 端部は玉縁状を呈する。 f本音rlの器壁は薄し、。 粕は変質が著しく、銀色の

光沢を有する。胎土は灰色ないし灰白色で、黒色微砂粒を多く合みやや粗い。

17は瀬戸の香炉あるいは折縁皿の底部片である。粘土を指で担ねて、粗略な足が付けられている。

復元底筏17.3cm。外底面中央に糸切り痕が一部残るが、外周部.f木部下位は鞭継による箆自1)りが施さ

れる。利lは内面に刷毛塗りで灰キ111が施されるが、部分的に白色ないし灰褐色に変質している。 内底

商に目痕が見られる。)j台土は灰色で竪轍。

18・19は常滑の製品。 18は饗の口縁~頚部片。頚部は直立し、仁l縁部は水平近く折り曲がる。縁

帯は iNJ字状に折り返されて成形される。|隔は広しミ。縁i帯と頚部は1.4cm程の間隔がある。全体に

械なでが施される。器表は茶色ないし焦げ茶色。胎土は淡褐色で白色徴砂粒を含むが竪織。19は担

鉢の口縁一体部片。直線的に外傾する。片口が見られる。口縁端部は角張るが、中央がややくぽむ。

口縁部内外商は横なでが施される。内面は灰色、外面は淡褐色を呈する。胎土には白色微砂粒を合

んでいるが竪織。

21-24はかわらけ。すべて離職成形で20-22が大型、 23・24が小型。 20は復元口径12.2cm、器高3.

Oc爪復元底径7.2cm。休部外商には糠離挽きの際の細かな凹凸が明11資に残り、口縁部 下に稜を持つ。

体部が比較的外に聞く器形である。器壁は厚い。21は復元口径12.0cm、器高3.4cm、底径7.0cm。口縁

部下に稜が巡る。22は復元口径13.1cm、器高3.5cm、復元底径7.3cm。体部はやや長く、聞き気味に立

ち上がる。 体部外面に稜は見られなし、。23は復元口径8.0cm、器高1.8cm、復元底径5.8cm。口縁部は肥

厚で短く、直線的で、ある。24は口径7.9cm、器高2.2cm、底径4.5cm。体部は比較的薄く、内轡する。外

面に弱い稜が2条巡る。

第五章 まとめ

本調査は約75m (最長)x約45m(同)の広さを有する追跡地の北東隅の一角(約80m2) を対象に

実施した。対象商積は同H寺に実施された調査団の1/10程度しかなく、しかも周縁部のため本調査成

果のみで本遺跡のまとめを記すのは不可能である。そのためここでは、本調査で検出された遺構 ・

造物についての若干のまとめをするに留める。

本調査で検出された造構は、東縁部の敷地拡張に伴う地業(4時期)及び石垣 (2時期)、各地業

土上商の生活面 (第 l而)である。第 I面ではほとんど遺構は検出されなかった。各地業に使われ

た客土は、土丹ブロックなどが多量に含まれることから、西側の丘陵の一部を切り崩して用いられ

たと思われるが、遺物が混入していることから、 同時に平坦面の整地も行なわれ、その廃土も含ま
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れている可能性が高い。石垣の用材は土丹であるが、これは各地業土に含まれるものと同じもので

ある。石垣の用材も丘稜を切り崩した際に生じたものを利用したのであろう 。

地業 (埋め立て)の回数は、調査団調査区検出分も加えると10期に及ぶ。ただしそれぞれの地業

の規模は小さい。 地業の行なわれた年代は、最も新しいものは近世であるが、 他はすべて中世の所

産である。今回検出された各地業は、地業4が15世紀以降、地業5・7が14世紀以降と考え られる

が、出土造物自体が原位置を保っているものではなく、土砂の移動に伴って連ばれたもののため、

年代は確定 しがたい。今後、年代やそれ以外の事項について調査団検出分との比較・検討が必要で、

ある。

巻頭の口絵 1-2に参考資料として掲載した造物は、調査団調査区のII区第 1面C-10グリ ッドで

検出された埋納遺構の出土品(一部)である。本遺構には白磁lIIl1点、白磁水注 l点、水注の蓋 1

点、天目茶碗1点、銅製銚子l点、釘数点が納められていた。
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図版 1

遺跡現況

遺跡、空撮(調査範囲は震下部)
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図版2

1.第|面

2.新設建物根切底での状況
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図版 3

1.新設建物根切底での石垣検出状況

2.調査区北壁セクション

3.向上(石垣部分)
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図版4

出土遺物

地業4

4 6 

3 

7 

13 14 

事圃圃留。 11 
輔魁歯固 12 

地業 5

15 

23 

20 

地業 7
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9.若宮大路周辺遺跡群

小町二丁目 5番23外地点、



例 言

1. 本幸lilは、鎌倉市小IIIJ二丁目 5番23外地点にお

ける庖舗併用住宅建設にf半う発掘調査の報告

である。

2.本報の執筆は福田 誠が、医|版作成には福田、

小宮恵美子があた り福田がこれらを編集した。

3.本却で使用した写真の内造構全景を木村美代

?Eiが、個別泣構は福田が分担し、造物は木村

が搬影した。

4.発掘調査は凶j車複llJJ事業として鎌倉市教育委

員会が実施した。
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調査体制は以下の通りである。

担当者稲田誠(鎌倉市教育委員会l属託)

訓査員同焼志、佐藤泉、木村美代治

調査複llJJ員 小宮恵美子、中島絹U1:

作 業員制シルバー人材センター鎌倉高

齢者事業団



' 

学三
ラら

図 1 周辺の主な調査地点

図 2 調査区設定図
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①小IIIT二丁目5悉23外地点(今回調査地)
②小IIIT二丁目12番18地点

③小IIIT一丁目106番地点

④小IIIT-丁目116番地点

⑤小IIIT-丁目116番3地点

⑥小IIIT二丁目345番2地点
⑦大巧寺旧境内

@二ノ鳥居西追跡

⑨小IIIJ一丁目75番 I地点
⑬蔵屋敷遺跡、

。蔵屋敷東追跡

⑫小IIIT-丁目309番5地点

⑬本党寺旧境内

・その他の調査地点

!羽辺の主主・制アE地点名



第一章調査の概要と経過

調査商積は建物建築範囲の約77m'で、ある。地表下約60cmまで近現代の客土及び撹乱が激しいため

に、この深度まで重機を使い残土は場外に搬出した。

調査に当たり若宮大路の中軸線を基軸として、 4m方眼で・グリットを設定した。南北の基軸である

若宮大路の方住と真北とのはずれはN-27.5"-Eである。調査地点は二ノ鳥居より北に36m、西に88m

地点に住置する。調査は 4月21日より掘削を開始して 6月2日に図面及び機材を撒収して終了した。

第二章 遺構と遺物

層序

現地表の標高は約7.5mで、ある。地表下約60mまで近現代の客土による整地層がある。地表下約30

cmの所で、中世の生活面(第 1面)をわずかに検出したがほとんどが撹乱商のため、調査は第 2面か

ら行った。中世の基盤層である黒色粘質土層は地表から約1.2m下で・検出された。

第 2面までの遺物 (図4、図版)

舶載陶磁器

1-4までは青磁、 5と6は青白磁、 7は白磁である。

1は無文の青磁査の蓋である。利iは青緑色を呈する。2は酒会査底部細片である。利lは青緑色で、

内外面共に厚くかかる。 3、4は鏑蓮弁文碗である。細片のため口径の復元は出来ない。粕は青水

色を呈する。 5は青白磁小査で体部には蓮弁が浮き彫りにされる。口縁の形から香炉の可能性もあ

る。 6は梅瓶底部片である。粕は薄水色で、ある。体部の聞きが大きいのでブド注の可能性もある。7

は白磁口正皿である。口径9.8cm、器高2.6cmで・ある。粕は|培い灰褐色を呈する。

常滑

8は常滑の饗で、口径38cm、器高68cmである。体部最大径は器高の下から 3分の 2の所にある。

口縁はN字状を呈する。

かわらけ

9 -21までは口径7-8 cmの小型品である。すべて底部に糸切り痕と、スノ コ痕を残すロクロ成

形品である。 9、11、12、14、16-18は壁が薄く体部は器高があり内湾気味に立ち上がっている。

22-34は口径10.8cm-13cmの大型品のかわらけである。器壁が薄く f木部が内湾気味に立ち上がるも

のとやや厚手の器壁でずんぐりしたものとが見られる。

この 1面までの遺物は多少撹乱による混在が見られるが概ね鎌倉第V期以降のものと思われる。

第 2面の遺構 (図3-1 ) 

第2面は基本的に土丹による地業面である。部分的に上面に海砂を使って張り増している。 地業
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図4 第 2面までの遺物

面が残っているのは調査区の南東部だけである。特に調査区の北西部では土丹地業面の下まで撹乱

を受けていた。約40穴ほどの柱穴を検出したが規格性などは不明で‘ある。

第2面の遺物 (図 5、図版)

舶載陶磁器

lは同安窯系櫛掻文青磁碗である。口径11.6cm、底径4.5cm、器高 4cmで、口径に対し器高が低い

ために体部の聞きが大きい。内面のみに櫛掻文が施される。利lは濁った青白色で、 害Ijれ口に麦漆が

付着 している。j奈を接着剤替わりに使い補修したものと思われる。

てゴ三ヲ3
Lーと~4
\ーヒ~5
¥ トーーグ6

ヒL2
ヤ-i-j 。
図5 第 2函の遺物
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瀬戸

査か高台付きの鉢の底部片である。内底面の隅まで灰が観察出来ることから、査より鉢状の器形

かも知れない。

かわらけ

3-6は口径7.5-8.5cmの小型品である。 7から10までは大型品である。7は口径ll.4cm、器高3.

5cmで、ある。体部が内湾して口径が小さいために深い感じを受ける。8は口径12.5cm、9は13.4cmで、

体部はともに内湾しながら立ち上がる。10は口径12.5cmで、体部中程でやや湾曲し軽く陵が付く 。1

の櫛掻文碗を除き概ね鎌倉第V期の造物である。遺物は少ない。

第 3面の遺構(図 3-2 ) 

道路状遺構、柱穴、土壌、 i布を検出した。遺構は灰色粘質土層から掘り込まれている。

道路状追構

調査区の東壁に沿い南北方向ほぽ若宮大路と平行する道路状遺構を検出した。検出したのは、長

さ約 7m、幅約1.5mの範囲である。比較的細かい土丹を叩き締めて構築している。土丹と土丹の聞

に細かい粘質土層が観察できることから、少なくとも 3回以上の補修が行われていると思われる。

規模からみて表通りなどではなく、建物と建物の聞の通路的な道路と思われる。

柱穴

約40穴を検出した。道路状追構に沿うような方向性がみられるが、柱穴から建物は確認できない

が方向性が見られることから棚列のようなものが考えられるか。

土境 ・溝

6基検出した内、土壌5は東西溝と関連しているものと思われる。東西溝はこの土境5につなが

り、終わってしまう 。;憤にある井戸2の排水施設の可能性も考えられる。

で一 一→二二二二亡マR

\ー上~1
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で面伊| メ

巴7，
包
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¥ーよ二二グ19

¥ー」ニプ20

にーところI

Lー=ニク22
¥一一よ二二三ク

10cm に」二d.\d~s ~二4
図 6 第 3面の遺物
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第 3面の遺物(図 6、図版)

舶載陶磁器

1 -4は白磁皿である。 口径が9.4cmまでの口正皿である。l、2は底面まで粕がかかる。3は

外底面には利lがかけられておらず体音Ilの削りによる調整がよく観察できる。 5は白磁凹耳査の耳で

ある。やや青みがかった白色の粕がかかる。6は蓮弁文青磁碗である。やや緑がかった水色の軸が

厚く かけられている。 7は書IJ花文青磁碗である。紬は淡黄緑色である。 8は青磁盤である。粕は透

明感のある淡緑色である。9は二彩大盤である。細片のため大きさなどは不明で、ある。内底商には

緑色の豹11がかかるが、外底面は施手111されない。

白かわらけ・滑石・控鉢

10-12までは白かわらけである。10、11は皿、 12はコースター状の小皿であるが、細片のため口

径などは不明で、ある。13はi骨石鍋である。細片のため日後は不明。 14は山茶窯系担鉢である。底径

13.5cmで、比較的高い高台が張り付けられている。外面は箆削り、内面は撫でによる調整がなされる。

また内閣は使用のために摩耗している。胎土は灰色を呈 し、多くの砂粒が含まれている。

かjつらけ

15-23までは口径7.8cm前後の小型品で、ある。 24-26が口径12cm前余の大型品である。いずれも鎌

倉V期と比べる と器高が低くな り、体音11外面は湾曲し稜線が入るようになる。

第 3面遺構の遺物

井戸の造物(図 7、図版)

J1kli三一三三三 7 

六，-71， ;cーτ
ヨ11 大12

入二土J14

ヒゴ5
¥上三兆

\づ~

~二J
午二1 交

。 10cm 

」 込ことプ16
~ミミとニグ17

半叫----こcイ ヒ ユイ
図7 第 3面井戸の遺物
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1 -7までが井戸l、8から20までが井戸4の出土である。

1 -6まで渥美の製品である。 1の査は肩の余り張らない器形になるものと思われる。 2は比

較的大型の査の口縁部細片である。1、2ともに)J台土は暗灰色を呈し素地には砂粒が多くみられる。

3 -6は喪の口縁部片である。いずれも大きく外反する頚部を持ち口縁端部は砂粒が多くみられる。

いずれも口縁部、頚部に刷毛塗りの痕跡を残す。 7は手控ねのかわらけである。

8は白磁四耳査の口緑部片である。口径10cm、素地は白色を呈し柑は透明で、ある。9は青白磁梅

瓶の底部である。底径12cm、外面に 2 状の沈線が巡る。 10は青磁蓮弁文鉢である。底径11cm、 ~IU は

青緑色、 11、12は常滑護である。共に口径は不明で、ある。 11にくらべ12はやや小型の製品である。

11は大き く外反させた頚部を丸〈収めて口縁を造る。 12は水平まで急激に折り曲げ、端部を上方に

つまみ上げて口縁を造っている。 13は瀬戸の鉢である。外面には箆削りの痕跡を残す。 14-17まで

は、 小型のかわらけである。 14、15ほ底部に糸切り痕とスノ コ痕が残る ロクロ成形品である。 15は

底部が高台風に突出し、体部外商に陵が付くなど古い形態を持つ。16、17は手控ね成形品である。

16に比べ17は器壁が薄く、竪く悦き締まっている。口縁端部の造りも丁寧で‘古い要素を持つ。 18-21

までは大型のロクロ成形品である。外商に陵の付く 19、21と器壁薄い18、20がある。

井戸 1は渥美の形態、かわらけから、鎌倉第III~UI前半に属すると思われる。井戸 4 は 2 時期の弁

コて」凶2ヒ二二b;;14亡 ゆ 6

i ←一十一つ3 ¥z土ゴ9、斗イ。¥一一 「UP7

¥二斗」 」三7d，2官 6 死

「ートIて長工Jシミ斗三5

可 18

22 

~ ~ ID24 才
て~J25 てー トイ29

ミ:ユイ26 ミγ|;ス。
ミ二一| イl。 10cm 

ヒエイ9 完l

に二i~

¥
 

、¥
¥、

¥
 

-----rかJ
図 B 第 3面柱穴と土墳の遺物
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戸が切りあっていたために造物の混在がみられ、鎌倉第III期一第V期までの幅がある。井戸の使用

期間と切りあいのためと思われる。

柱穴と土壌の造物(医18、図版)

柱穴の造物

1は柱穴7出土の渥美口縁部片である。頚部から口縁にかけてくの字に外反し、口端部は丸く収

める。 2は柱穴4出土のかわらけで口径7.4cm、器高1.6cmて、ある。 3は柱穴 l出土のかわらけで、口

径7.8cm、器高1.4cmで、ある。器壁が厚く 、体部の立ち上がりが低いために浅い感じを受ける。 4は柱

穴8出土の大型かわらけで、口径12cm、器高2.7cm、底径 9cmと底部が大きいため体部の立ち上がり

は急で体部中程が湾曲し、稜線が入る。 5は柱穴9出土の手提ねかわらけで、口径14.8cm、器高2.9

cmの大型品である。指頭痕が明瞭に残り、底部中央急、が大きく中に湾曲する。口縁端太は丸く収め

ている。 6は柱穴10出土の青白磁合子である。 外商には社丹文がf寸〈 。

土棋の造物

7、8は土壌 l出土である。 7のかわらけは口径11.8cm、器高 3cmで、体部には緩やかな稜線が付

C 8は常j骨裂の口縁部で口径17.5cm、|隔は狭いが頭部に張り付く ように縁帯がf寸く。 9-14は土;蹟

2出土のかわらけである。 9意外はすべて手控ねの製品である。 9は底部が大きいため外面の立ち

上がりが急になる。底部は突出気味にな り高台風になる。 10は臼かわらけである。口径8cm、器高

2 cmで、素地は臼 く焼き締まる。 口縁部は上方に尖り気味になる。11-15の手控ねのかわらけはい

ずれも体部の指頭痕が明 11資に残る。 12は沈線が巡る。 16は書IJ花文青磁碗で ~JIi は青緑色である。 17は

小型の青磁鉢細片である。 18-23は土撰4出土である。 18は常i骨饗口縁部片、口緑内側に降灰が見

られる。くの字に折り曲げた頚部の先端を上方につまみ上げて口端部を造る。 19、20はかわらけで

19は口径7.3cm、器;.gj1.3cmと浅い器形である。 20は口径12.4cm、器高3.5cmで、体部外面に湾曲のため

稜線が何る。 21は青磁鉢の*IH片である 。 ~JIiは青緑色である。 22、 23は常滑裂の底部片である。外底

而は砂底で、指頭及び撫で調整痕が観察される。24は土壌5出土の、青磁香炉細片である。表面に

牡丹文が見える。25-27は土壌6出土のかわらけである。 25、26は口径が7.5cm、器高1.6cmと2cmで、

26の方がやや器高がおい。 27は手控ね成形で、口筏9.8cm、器高1.7cmと25、26より も大降りなかわら

けである。素地は白色、利|は淡青緑色を呈す。 20、30、31のかわらけの内30は白かわらけである。

かわらけは器高が低く 、体部外商に軽〈稜線が付く 。

第3而で初めて手控ね成形かわらけが出土した。渥美窯の製品、青磁書IJ花文碗など多少混入があ

るが概ね鎌倉第IIIJtflの造物が主体である。

地山商の遺構(図 3-3)

滞状追構、柱穴約60穴、土媛、井戸を検出した。

第3面道路状追桝の下で方向を同じくするl陥30cm3長さ 8m'こ波って滞状の遺構と柱穴を検出し

た。講状追構の中には薄し、板を交互に合わせた網代の残存を確認した。しかし周囲の柱穴は、南北

の方向性は見いだせるが広がりにはならなし、。建物に伴うものではなく、状況からみて屋敷地内の
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目隠し塀的なものと思われる。

規格性のない柱穴、大きな土媛、井戸などの存在から屋敷地内とするならば、けして中枢部分で

はなく中心からかなりはずれた場所と考えられよう 。

地山商の造物(図 9、図版)

1 -16は地山面上層の造物である。 1は青白磁合子の荒である。素地は白色を呈しキ111は透明な淡

青色である。 2は手提ね成形の白かわらけである。 口径9.8cm、器高3.3cmで、指頭痕が体部下半に残り、

f本部中程で明瞭な境目となる。素地は精良で、堅く焼き締まっている。3-11はかわらけである。 3

と5はコースター状のかわらけで、 3は口径6cm、器高0.9cmと小型である。5は口径7.8cm、器高1.

3cmの子担ねの製品て、ある。 4、5は手担ねの大小で、ある。指頭痕と体部の撫で成形の境目が明瞭に

付く。 7-10の小型のかわらけは口径8.8-8 cm、器高1.8-2.2cm、体部外面にt経く稜線が入る。11は

口径12cm、器高3.3cmで、休部には明11資に成形時の稜線が特徴臼に残る。12-15は常消である。12は

頚部をくの字に外反させて口縁を造り、端部を上方につまみ上げて収めている。13-15は担鉢であ

る。 13、14が端部を丸く収めているのに対し15は断面短1111状の端部を造る。内外面共に撫で調整で

ある。 16は山茶碗である。底径6.3cmIVj-商三角のも籾殻高台が付く。素地は灰色でさっくりした砂っ

ぽい土である。

17-34は地山而の造物である。17は白磁合子の身で、口径4.8cm、器高 2cmて、ある。手IUは透明で内

面と外面上半のみに施されている。18は白磁日正皿で口径は10cmで、ある。器表面が荒れているので

熱(火災)を受けているものと思われる。19は白磁四耳査のf本音ri片である。内外面ともに厚く透明

の手ill薬が施されている。20-24はかわらけで内23だけがロクロ成形品である。24の器形は全体に丸

みを持ち器高も高く20-22に比べ新しい様相を呈している。24は体音11外商に横撫でによる稜線が明

11策に残る。 25、26は渥美の壷である。 25は外面肩部に箆書きによる記号が拙かれている。27は山11ll

で、 口径7.6cm、器高 2cmて‘ある。底而に糸切り痕を残す。28-33までは'，lif;滑饗で、口縁はくの字に

外半し上方に摘み上がるものもある。底部は砂底で内外而に指頭による調整痕が残る。34はj崖美裂

である。口縁と肩部に刷毛塗りによる灰手111が見られる。

地山の造物は鎌倉第II-IIl期の造物が混在しているが中心の時期はII!~j と思われる 。
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て三二二え ¥ーと二元

34 。 lOcm 

図 9 地山面の遺物

~I~ 世以前の遺構(図 3-4 ) 

中世地山の下層で北東から南西に向あって流れる幅l.3m、深さ 1mの断面V字形の講を長さ 6m

検出した。それに伴い周辺でいくつかの柱穴を検出した。図示できなかったが土師器の細片が溝の

覆土に見られたことや、講の方向が若宮大路に平行する上層の遺構と異なっていることなどからこ

の溝は中世以前に開削された ものと思われる。造物が余りにも細片だったため時期の決定に至らな

かっfこ。
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第三章 まとめ

中世の遺構と造物では、鎌倉 I期に相当するものはほとんど認められなかった。造物から大きく

分けて活動が3時期認められた。一つが鎌倉II期に相当する13世紀前期から中期、そして鎌倉1Il期

に相当する13世紀中期から後期、鎌倉V期に相当する14世紀代の造物である。

この地点は若宮大路から 94m西に佐置している。この当時鎌倉の中心として若宮大路を基~ilh に幕

府、有力御家人の武家屋敷等が粁を連ねて立ち並んで、いたと思われる。 当調査地もこの地域に含ま

れているものと思われる。舶載陶磁器の青磁酒会査、白磁四耳査など細片だが出土品からこれらの

高級品を手に入れることの出来た有力御家人達の姿をかいま見られる。しかし泣構は不揃いの柱穴

のみで規絡性のある建物(屋敷)は確認できていない。このことから調査地は屋敷内の中心からは

ずれた所と見ることが出来よう。

最下層で検出 した中世以前の溝は、頼朝入府以前から鎌倉の沖積地に、耕作等で人の手が加えら

れていたことの証拠となるものである。
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図版 1

企 1.第 2面遺構全景 企 2. 常滑wi出土状況

.... 3. 第3面遺構全景

T 5. 古代溝全景

.... 4. i也山面遺構全景

315 



図版2
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10.若宮大路周辺遺跡群

雪ノ下一丁目210番他地点



例 昌

l 本報は、鎌倉市雪ノ下一丁目210番地点他における集合住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査のう

ち、国庫補助事業にかかる個人住宅部分約480m'についての報告である。

2 本報に掲載する資料は、 lに述べた理由により部分的な成果にとどま っているが、資料的価置

の高いものは、出土地区を問わず本報に掲載した。調査地点の総括的な成果は、原因者負担分

の本報告書において提示する予定である。

3 調査体制は次のとおり 。

担当者 馬決IJ和雄(鎌倉市教育委員会l属託)

調査 員 杉山春信(現地調査)・瀬田哲夫(同前)

調査補助員 及川加代子 ・渡部律子 ・太田美知子 ・梅木信之(現地調査)・小林重子(同前)・

南保由利(同前)・作田あゆみ(同前)・石田真由美(間前)・浦田優子(同前)

調査参加者 吉田文一 ・吉田茂夫 ・吉田茂 ・青木綾子 ・池谷ツル・ 安田 ヒデ・成田サキ・ ifi

瀬ツル子 ・太田兵四郎 ・岩間敏雄 ・神谷敏一 ・平子重雄 ・福本寿夫 ・高橋儀一 ・石井正夫 ・UI

上玉恵(資料整理)・松永ありさ(同前)・石原範子 (同前)・ 赤坂祐子 (同前)・徳光哲也(同

前)・ 浅見志津枝(同前)

4 本報の執筆 ・編集には馬測があたった。

5 本幸I~で使用 した写真は遺構は馬淡IJ他調査員が、造物は折茂芳則が織った。

6 発掘調査 ・資料整理に際しては、次の諸氏 ・諸機関から賞重な御教示と援助をたまわった。記

して深く感謝の意を表したい。

大三輪龍彦 ・吉田章一郎 ・田村晃一 ・鎌倉考古学研究所 ・石井進 ・内山直三 ・亀井明徳 ・森浩

一 ・合田芳正 ・百瀬正恒 ・江上幹幸 ・志田原重人 ・佐藤昭嗣 ・清水信行 ・鎌倉市高齢者事業匠|・

柳川清彦 ・中田英 ・服部実喜 ・大橋康二 ・佐久間賞士 ・佐々木達夫 ・小松大秀 ・加藤寛 ・白井

永二 ・岩橋春樹 ・i良川幹夫 ・大槻恒久 ・三井建設
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第一章調査地点の位置と環境

本地点は 「若宮大路周辺追跡群」と呼ばれる遺跡地の西北城にあり、都市鎌倉の基幹道路である

若宮大路から西に約250m前後に位置する。 ここからさらに西に約150mほどで、これも基幹道路の

一つである南北に走る今小路綱引に行き当り、約200mほど北側の山裾には、頼朝入部以前から存在し

ていたと言われる 「窟堂」がある。ここはまた、 「北条H寺房 ・顕時邸跡」と名付られている区域の南

辺を東西方に向走る道路の北側に当る場所でもある 。 北西約300m ~こは鎌倉五山の三位寿福寺が存在

し、 言うなれば本地点付近は中世都市の中心部に佐置していると言えよう。 地勢的にみれば、この

付近は、旧市街地西北部に大きく開析された谷戸 (r扇ヶ谷J)の入口に当 り、 谷から流れ出 した湿

潤な粘質土が深く堆積して、場所によっては堅い地山国まで実に4m近 くにも及ぶところが認められ

る。

ところで先に触れた窟堂は、 「石屋堂J ( ~海道記~ ) ・ 「岩井堂J (r鶴岡別当尊運避状J) などと書か

れる不動堂であり、 『吾妻鏡~ ~随開私記』 等の鎌倉時代の史学|ーには頻繁に一帯の火事や事件などの

記事がみられる。この点については 『鎌倉廃寺辞典~it2等に詳しいので、ここでは概略のみ記すが、そ

れによれば、建保元年 (1213)五月三日、土屋大学助義清が窟堂前路次を通り、承久二年 (1220)

正月二十九日、窟堂辺焼亡、同年三月九日、付近民家火災、寛喜元年 (12?-9)十二月二十五日、窟

堂辺焼亡、正嘉二年 (1258)正月十七日、窟堂炎上、弘長三年 (1263)三月七日夜、結堂辺騒動、

などとあり、 このうちでもとりわけ 「窟堂辺Jr窟堂下辺」とあるのは、まさしく木地点付近に相当

するものと思われる。のみならず、第三章で紹介する 「いわやどう 」と書かれた木簡が、本地点の

試掘の|燦に出土している点は、この一帯が窟堂と深いつながりのあることを示す証拠であろう。

なお窟堂前を、八幡宮西南角の「鉄の井」から寿福寺門前まで通じる路地について、往時には武

蔵大路と呼んだ、という説1E3がある。

この付近の発掘調査としては、本地点南側を走る道路を西に突き当った今小路沿いの扇ヶ谷一丁

目131番 l地点制や、本地点から南東に道路一本隔てた小町二丁目39番6他地点住5がある。前者の調

査では今小路の側溝や、中|立の rlllr屋」と覚しい長屋様の建物祉の検出、あるいは工房祉にほど近

いことを窺わせる多量の吹子羽日の出土をみており、後者からも囲炉裏や板列など、中世都市の民

衆生活をしのばせる追構が検出されている。

註 l 今小路の呼称については諸説があるが、ここでは使宜上現在の呼び方を用いる。

2 1'1:達人 ・川副武胤有隣堂 1980 11・12頁

3 高村11正寿 『鎌倉市史 総説編』 吉川弘文館 1959 

4 烏扶1)和維「今小路間ili跡 扇ヶ谷一丁目131番 1地点j r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告暫 5J 鎌倉市教育委

員会 1989 

5 旧代郁夫 「若宮大路周辺追跡群 小IWf二丁目39番6他地点j r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書5J 鎌倉市教

育委員会 1989 
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第二章 調査の概要と経過

本調査に先立って実施した試掘調査によ って、地表下約70cm前後まで近 ・現代の客土層の及んで
いることが確認されていたので、本調査の際にはこの客土層を重機によ って排除した。調査面積は

全体で、約1500m'で‘あるが、本報の掲載対象となる国庫補助にかかる個人住宅部分は東南部の443m2で‘
ある。調査期間は1988年4月から翌年1月であり、本報の対象部分は大体その後半三分一程に相当
する。ただし、地点、期間とも発掘調査という性質上、原因者負担分と明瞭に区分することはもち

ろん不可能なため、とりわけ調査範囲に関しては境界線に最も近い溝状、あるいは道路状遺構によ

って分けた。いずれにせよ詳細については、後日刊行の原因者負担分の本報告を参照されたい。

調査に際しては、若宮大路中心軸上に以前設定しておいた任意の原点 r1点」を基準とし、ここ

200m 

図 2 調査地点位置図

321 



1
1 ~7 ! 13 

~ fI 

I点、北60m

K 

L 

11 12 

。 20m 

110 111 112 113 114 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

「一一~ い寸i
G 

本報
H 

I点西250m

掲
!l設
井I

し ¥ ¥ J 

fぶ:
19 110 III 112 1131114 

N-27S -E 

図3 調査区設定図

市j蓋

から西に250m平行移動した南北軸と、北に60m移動した東西車lliを基ililllとして調査区内に設置し、こ

こを中心に各々5m方眼の区画を配した。ililh線の名称は南北軸が1-14、東西刺lがA-Lであり、各方

眼の区画は西北角交点によって明示される。南北車111方位はN-27S-Eである。

調査は、廃土置場の確保のため、前期と後期に分けて行なわれた。先行の重機による排土作業の

後、 4月27日より開始され、 1989年 1月16EIをも って終了した。
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調査結果第三章

上層の遺構と遺物第 1節

近 ・現代の客土を除くと、約80cm程度で‘中世遺構商に達する。調査地点全体では、西側を大きな

石組を持つ流路(溝1一旧扇ヶ谷川か)が、西北角から、途中調査区外に消えながら、調査区東南

端に向けて流れている。また東壁際の一部 (13-1'J)に道路と覚しい固い面が細い側溝(溝52)を

これらによ伴って、認められる。さらに調査区東南端にも固い砂の面の空閑地と溝が残っており、

って、この地区の境界が示されている。ここは若宮大路から大体250m程西にあり、今小路と も目と

鼻の先の距離にある場所であるが、都市鎌倉の基幹道路であるこの二本の間にあって、方位を全く

しかし、調査区内でも、溝 l西岸の遺構はかなり調査地点主体部の方位とずれ、近異にしている。

隣の今小路(号|いては若宮大路)の主軸に一致しかけており、また東壁際13-1'Jの道路状遺構と溝

H 
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10m 

上層面遺構図(一点鎖線以南が本報掲載対象範囲)
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も似た状況にあるの

で、本地点のみ町並の

なかで特異な様相を示

していると思われる。

また、調査区東寄り

に、ほぽ南北方位に一

致して走っている溝3

があり、これと直交し

て溝、および道路状の

遺構が調査区を横断し

ている。今回の報告は、

このうち北から 3本目

の、 9・10-F'Gを東

北西南に走る道路状

の石畳以南にかかわ

る。なお報告にあたっ

ローマ数字層序

大文字アルファベット一大区画

アラビア数字一中区画

小文字アルファベットー小区画

図5 上層遺構面区画概念図

ては、掲載範囲の9・10-F'G以南を溝3と溝51およびその延長線で 4区画に分け、便宜上、西北

区画から図 5の通りに1-1-4の番号(仮称)を付した。なお原因者負担分の区域と伴せて統一的

な呼称も別に用いており、その対応関係も図 5に示した。

l 区画 1-1

南北辺を石敷の路、東辺を溝3、西辺はおそらく溝 1によ って区切られた区画である。面積は推

定で、約160m'o

掘立柱建物 1棟、板固いの住居 1軒、土横群、棚手IJ、石敷路等がみられる。この区画は西側の調

査区外から伸びてきた石敷が、板囲い住居と掘立柱建物の問に入って北に向い、 一本北側の路に通

じる空間構成になっている。南東角には、土問状の土丹(泥岩)版築而が存在する。また、土問と

板囲いの聞には土媛236が取込まれた格好になっている。

掘立柱建物は、西にさ らに伸びると思われるが、現状で東西 31mx南北2問、北端の柱列の西{J!IJ

を欠く (今後、本報告までに再検討の予定)。南側は様、あるいは棚のようなものが伴なう。

板固い住居は、南壁と東壁南半が縦板、東壁北半がJ横板であり、おそらく板の組み方の境界にし

きりが存在していたと思われる。 ITIiiは北壁で'2，9m、南壁で'2，2m、長さは東壁4m、西壁3.8mと、不

整の長方形の平面形を呈する。深さ約20cmの浅い竪穴で、ある。

土墳236は1.6mx2.6mの隅丸長方形のものと不整円形のものとが重なっているが、時期差は把め

なかった。
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1.黒褐色砂質土

2.明黒褐色砂質土
3.黒褐色粘質土
4.暗黒褐色粘質土
5.黒褐色粘質土
(木片多く含む)

6.黒褐色粘質土
7.黒褐色砂質土
8.黒褐色粘質土
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図 B 区画 1-1 
。 5m 

南東の土問状遺構は、西辺に縦板列を持ち、板囲住居の西壁の延長線上にあるところから、聞に

土壌を挟んだ一連の建物、あるいは住居に付随する作業場か三和土のようなものである可能性があ

る。
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出土造物

板固い住居22出土遺物 1-土製火鉢。口縁部は横に折れ、外面下半部へラ削り。 肘木を持つ

三足が付 く。底部の穿孔は、諸説あるが、熱によるひずみを逃がすためのものか。内面に二次焼成

痕。

土域236出土遺物 2-漆椀。家の板塀と思われる文様がある。外底面に意味不明の線刻が漆下

にある。「口七」と読めるが、一字である可能性もあろう。木師屋、あるいは塗師の屋号のようなも

のではあるまいか。 3，...._， 6一漆皿。いずれも無高台で、 3は菊花、 4は秋草、 5は垣根?、 6は車

輪文が描かれる。 7一漆塗りの木製品。底面には漆が塗られていない。 8一漆塗膳の脚。 9一同前

肘木。10-木製の台。表面に細かな切傷が沢山認められるので、祖板替りに使われたと思われる。

脚の横板は各々 3本の木釘で留め・られる。

面上出土遺物 11一瀬戸灰柑碗。内面のみ柑薬がかかる。12一同前行平注目部。注目部の上に

丸い粘土紐が貼り付けられている。 13一同前。内面に熔着痕と煤がみられる。14一同鉢。外底面は

へラ削り。利l薬きわめて薄く、 はけ塗り。15一間前。柑薬は浸けがけ。 16一同前。仏花瓶口縁部。

17一同前。水注。内面は、指頭痕・とへラ整形痕が顕著に残る。 18-i骨石印判。元の鍋の鍔を残し、

把手を差し込む孔を2孔穿っている。19一木製鋤。破損が著しし、。20一木製円板。中央にほぽー列

の穿孔があり、うち 2孔に木釘が残る。また、ゆがんだ平行四辺形に焼けた印(? )が見られる。

用途不明。 21 - .F，~\形。中央に斜めの小孔がある 。 22一赤銅製飾金具。 藤の文様が打出されている。

2 区画 1-2 

北を溝51、東を構 3、南を道路状追構、西を溝 lに限られた区画である。商積は約115m'で、 l戸

主 (50平方丈一約455m')の4分の lだが、南側の方形竪穴南辺まで含めると190m'程になる。

この区画は、大体二期に分けられ、それぞれに掘立柱建物、方形竪穴、土境等が伴い、井戸を二

期で共有 している。なお、鎌倉市教育委員会が事前に行なった試掘壌の一つが当区画内にあり 、「い

わやど う」と書かれた木簡が出土している(層位は不明)。

新しい時期の造構 冊立柱 1棟 .:;)=1二戸 1期・方形竪穴 1基 ・土壌 l基で構成されている。掘立

柱建物は、西側調査区外にす11ぴる可能性があるが、現状で東西 3間×南北 4問、東側に半聞の様か

隔が付ーく 。北辺の柱手IJは構51に接し、東から 3手IJ目の南端はもう 1本商に柱通りを延すことができ

るが、方形竪穴と桜しており、関係は不明。 方形竪穴は東西2.9mx南北3.5m、深さ60cm、東壁際に

鎌倉石(凝灰角喋岩)切石が敷かれている。 井戸は周囲に柱穴を持ち、簡単な上屋が想定できる。

また、溝 3はこの井戸の東)Jあから始まり北に向って流れている。

IEIい|時期の追構は、 掘立柱建物 1・方形竪穴 1・井戸 1・土嬢1で構成される。また北域にはい

くつか 「かわらけ溜り」が見られた。 掘立柱建物は現状で2問x2聞と小さいが、これも西壁外に

伸びるかも知れない。 方形竪穴は南辺を除いた(新しい方形竪穴に切られているので) 3辺の壁際

底面に鎌倉石切石列が廻ってお り、壁体の下部と思われる石積もある。石積には柱座の角柱穴が開
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けられており、それによれば l 辺320cmの方iJIヲとなる 。 土壇2 10は Il/J\JL l七 }j)1ヲで川 Ij~ に柱〉目〈が兄 ら れ、

炭化物が多量に詰っていたため、火処の可能性もある。

出土遺物
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かわらけ溜り 3・4・5は区画の北辺部に集ま っているが、かわらけ自体に大きな年代差は認め

られない。また、3と5はいずれも溝51のへりにあるので、あるいはゴミとして溝に一括投棄され

329 



々
/ 

~ 
I 

l 茶褐色粘i!L1
(かわらけj;(古む、

鎌古石、土丹合む)

2 附背灰色粘t'i-=i

3. a青1・f阪色粘i'LI
(木片多く合む)

4 時背灰色粘質j
(ll¥1石』鬼$(合む)
;). at.背灰色砂1'1:1
(かわらけ炭化物、

炭化物合む)

¥ 
ノ

。
⑨ 

(/) 

I
l
l
-
円
、

庁、、¥

一徒主呈矛fi

. ~~ 
¥:1-' 

⑨ 

m 

& 

@ 

ノ〉く

ート

十

b・

や
N
C
自己、

9.20ma' a 

1. ，'1{制色砂'l't土
(人頭大の土丹含む)

2 . 時!疋掲色弱粘1~ :1
3.灰褐色砂11上
(粒砂含む)

4.灰褐色俗.11ニ|
(j苛灰砂含む)

5.阿武褐色割以佐賀上 9.2~b' b 

5m 。
区画 1-2 (2)一新期図10

とりわけ口径10-11cm前後のた可能性があろう 。かわらけはいずれも薄手で内管するものであ り、

これらが14世紀中葉を中心とした時代のものであることを示 してい

おそらく疾走する四足獣(朕騨か)が描かれ7一白地鉄絵査。最大径22，9cmo )阿部に鉄絵で、
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図11 区画 1-2出土遺物(1)ーかわらけ溜り出土

ている 。 胎土は灰昧を帯びた灰白色を呈 し、やや軟質だが鍬符iで、~毛利一物を含まなし、。 内外商とも臼

化粧が掛けられた上に透明利|が施される。外而は二次焼成でii11分(I(Jに赤l床を帯び、 flhがかせている。

鉄絵は薄い暗褐色を呈 し、 筆描きされている。磁州烹系のものであろう。 12一魚住こね鉢。火鉢が

331 



『 P 〆

L一一一一一一~ー」
C二二コ 25 

モョーョ

ど一一一一一一一一寸

く二コ 26 
、、

〆/

⑦J 

戸予---- " 

2 'ヘ、
PRJ，h'， 
J“ j 
¥正ど

モF
¥竜野'L-=ダ27 て

工二二二二3
34 

O
Hリ
V
V
5

嗣
酬
wj

lOcm 

実主ιヨ二~30

332 

図12

ト ー一一l---::::)'28



わりに使ったらしく 内面底部が二次焼成で余IJれ落

ち、口縁部内側が煤けている。

方形竪穴 |下層出土遺物 19 口径llcmの中

型かわらけ。20一瀬戸のm，11付の袋物(内面無手111)

で暗緑色の薄い失透手111がかかる。 21一瀬戸灰flll香

炉、22一同飴利!香炉。23以下はいずれも木製品で

ある。 23一箸状本製品。 24"-'26一杓子。 27"-'31 漆

皿で27以外は無高台である。29には三ツ鱗文がみ

られ、 28は無文、 30は全面に褐色の漆が塗られて

いる。32・33一漆椀。 36一用途不明木製品。断面

はカマボコ形を呈し、 両端近 くに刻みが入る。37

一木製の地蔵菩薩立像。部分的に赤色の顔料ーが残

る。長さ9.5cm、幅2.7cm、厚さ1.2cm。

方形竪穴 |上層出土遺物 38・39ーかわらけ。

年代的にはかわらけ溜り 3・4 • 5のものや本竪

穴下層のものと変らず、14世紀代に属する。40一魚

住こね鉢。41ー仕上げ砥。京都深草の 11，日ir[t砥で、

板目の而のみが砥而。 誕而には、 切，~P， しの際の工

具痕が残る。 42一三ツ巴文の然高台の漆JIll。

ミ三三ド巧39

41 

口
一一 一一 〆ノ() 

亡 Jアμ -

。
図13 区画 I-2出土遺物(3)

一方形竪穴 1よ尽出土

方形竪穴 2下層出土遺物 43一瓦民火鉢。 輪花型で板状のIU~Iが付 く。 44ーかわらけ。口縁部に

煤が付着。45一瀬戸小鉢。11音緑色の灰干111がかかる。46一同灰干111の水注目縁部。47のものかどう かは

不明。47 同前、 体古11048 魚住こね鉢。49 三ツ鱗文漆椀。50一淡褐色の朱漆椀。天目茶碗型の

iSÌIヲをしてお り 、内Tf:ri に県漆のかたまりが付着している。 5 1 -~! '.f;文の漆椀。

5方形竪穴2上層出土遺物 52"-'55ーかわらけ。55にやや古い (13世紀代)枯相 がみられるが、

総じて、かわら けi~( り 3 ・ 4 ・ 5 に近い。 56-];" ( 白 色の臼かわら け。 内面に指頭ナデを残す。 57一山

茶碗。灰白色で竪級。 58-'1'砥。|三l色できめがやや粗く、群馬県産のものか。4面とも砥面。

土域215出土遺物 59 連的下駄。長さ15.5cm。子供用と思われる。 板目

土域220出土遺物 60一漆塗)j善の!U，IIJN木。

土域229出土遺物 6 1 -i~~腕。 無文。

溝51出土遺物 62・63ーかわらけ。鎌倉時代末期にさかのぼる可能性がある。 64 灰利lの碗。

きめK:IHかなJJ台土で、底部糸切痕あり 。65一磨研常i情。不整形の破片の縁辺音fiを擦っている。 66一仕

上砥。京者11奥殿砥か。 67-~1司法。 群馬上野砥 と 忠われる 。

面上出土遺物 68一黒手111瓶子。11阿部筏21cm。頭部に蓮弁文、体部に牡丹唐草文を線刻する。線

刻はl隔の広いものと狭いものの二種類の線による。11台土は灰白色で、かなりきめ細かく、岩石質に
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近く焼き上っている。 内面にもほぼ全面に褐色の鉄軸がかかる。外底面は周縁部が高台状に低 く削

り出され、 三ヶ所に熔着痕が認められる。肩部は二次焼成を受け、手rll薬がかせている。 69一瀬戸灰

利l行平鍋。牡丹文が体部に描かれている。 70一瀬戸灰キ111仏花瓶頚部。 71ー灰利l山茶碗。72一滑石印

判。花文らしき文様が線刻されている。 73一木簡。「いわやどう 」と読める。鎌倉市教育委員会が事

前に行なった試掘調査で出土したもので、ちょうど当区画の東辺に位置していたため、層位は不明
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ではあるが、当区画の出土造物のーっとして、ここで扱う。 「いわやどう 」とは、無論造跡地背後の

窟堂のこと。

3 区画 1-3 

溝3を挟んで‘、区画lと対称位置にあり 、大半が東壁外に出ている。 ここで検出したのは、掘立

柱建物と土撲3基、かわらけ溜り 1群、および不明瞭ながら、板囲い住居らしい落込み 1軒である。

この区画は、あるいは1-1とセッ トになる可能性がある。 面積は不明。

掘立竪穴建物は西側IJの l間分しかっかがえないが、南北と柱問2.4cm、東西2mとなっており、土壌

225の東半分を取り込んで、いる。

出土造物

板固い住居23出土遺物 |一瀬戸灰利l仏花瓶。 2一常滑こね鉢。角型の口縁端部を持つ。 3-漆

腕。 4・5 同盟lo 5には低い高台がつく。 6一松l会鶴文の椀。 7一漆塗膳の!位110 8一同前肘木。

9一木製円板。曲物の底であろう 。

土壊217出土遺物 IO~ 12はし、ずれも無高台の漆皿。 10はかげろう 。 11は 山水( ? )、 12は秋草

が描かれる。 13・14一木製円板。いずれも曲物の底板の可能性がある。 15・16一木製の栓か。

かわらけ溜り 6出土造物 17がやや厚子の、斜め上方に伸びる器壁を持ち、 13世紀後半にさか

のぼる可能性があるほかは、おおむね他の、かわらけ溜り 3・4 • 5と変らね糠相を持っている。

14世紀中葉頃のものであろう。

而 l二 I~~土造物 22一瀬戸灰flh瓶子。休部に唐草文が描かれる。23一同灰flh小鉢。灰紬は暗灰褐

色で、内面には煤付着。24-瓶子口縁部。 22とは別個体である。25一骨製奔。格子目の条線が家IJま

れている。

4 区画1-4 

東辺を清'52と道路状追構、南辺も道路状遺構に区切られているが、 北側には土抜群が北辺をそろ

えて途切れる以外に明瞭な境界はなく、また西辺も、溝3の消滅した南側 3分の lは板固い住居が

隣りにくい込んでいる。ここでは掘立柱建物は見られず、板囲い住居 2j~f、土峻数基による構成と

なっている。区画の商積は、清一3南端付近まで、で点!.J28m'、南側の板囲い住居(板囲い住居25) まで

含めると45.5m'となる。確証はないが、あるいは西隣の1- 2と組み合せになる可能性がある。この

区画は、溝3と東{JlIJの道路状遺構にはさまれているため、全体に雨{J!lJの狭くなった王子商形状を呈し

ている。

板囲い住居25は、同27と切合っているが、新旧関係は把握できず、同時存在であった可能性が高

い。西北部で溝3の始まりの部分に接するような形になる。隔は南端2.8m、北の27と接する辺りで
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図18 区画 1-3出土遺物(2←面上出土

3.55m、長さ5mで、ある。

板固い住居27は北{J[iJに土按数基があるので北辺は明瞭で、ないが、南辺の幅2.6m、北部で大体3.7m

前後であり、屋内に土携を取り込む形になっていたと思われる。職能民の工房か、周のようなもの

である可能性もある。

土墳22い 222は北端が閉じ線上に並ぶので、これをも って区画の境界とするのが妥当であると思

われる。

出土造物

板囲い住居27出土遺物 |一常i骨こね鉢。赤褐色に焼け、 内面は二次焼成で底而近く恭Ij落が目

立つ。 2一同前裂底部。 3一瀬戸灰手1"折縁皿。 4一同入子。外底面周縁部をへラで削る。 5-青白

磁香炉。透しが入札 三足が付く。 6一木製品。先端近くに刻みが入る。陽物とは思われない。用

途不明。7 人形。折烏帽子を被る立体形。目鼻はなし、。8-q!¥f，文の漆皿。ごく小さい高台がつく 。

9一同前。無高台。10 同前。少し深めで、高台を持つ。11'" 13 滋~ Jlll o 11は藤、 12は鶴丸、 13は

草の文様を待つ。14一漆塗鏡箱。内底の径13.6cm外底面の漆下に 「上」 と刻み込まれている。木師

屋か塗師の屋号のようなものか。15・16一漆塗!婚の脚肘木。17一漆塗の容器蓋。輪花形を呈する。

18 漆製品。組物部材か。ホゾ穴を持つ角柱型の木片。19一木製円板。周縁部に油煤が付着。 反対

{J!lJの面には切り傷が目立つ。

土墳222出土遺物 20一漆Jlll。無高台。

土墳223出土遺物 21・22ーかわらけ。これも年代的に他の一群とそれほど隔りはない。14世紀

代。23一魚住こね鉢。片口を持つ。二次焼成で赤褐色に焼けている。24一仕上げ砥。京都嶋滝砥で

あろう 。

土域230出土遺物 25・26ーかわ らけ。薄手に近く、内轡する器形のもので、 14世紀代。27 山

茶碗窯系こね鉢。外面に煤が付着している。 内面はへラ整形痕が残る。28 常滑こね鉢。片口がお

そらく 三ヶ所付く。内面に煤が付着。 29一中砥。灰白色のおそ らく石英安山岩質凝灰岩で燈色の層

を含む。熊本天草砥か。30一漆椀。外国に秋草文、外底面には朱認さで 「十」と書かれている。塗師

の印だろうか。31・32一漆Jlllo 31はq!¥f，日台。32は高台を持つ。
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39 

日l

北域面上

図22 区画 1-4出土遺物(3←面上出土

て三R
対43司
EF15 
南側道路状追構面

。 10cm 

溝52出土遺物 33・34ーかわらけ。33は棋形に斜め上方に伸びる器壁のもので、 13世紀中葉の

様相を持つ。 34は14t!t紀代のもの。 35一中砥。4商すべて砥面に使用されている。灰黒色の凝灰岩

で、群馬上野砥と思われる。

面上出土遺物 36-黒漆の付着したかわ らけ。かわらけ自体は14世紀代のもの。 37一土製灯明

具。白かわらけ質。 ロクロ成形のあと外而下半昔日をへラ肉IJ1)、凸音11を貼り付ける。 38一瀬戸灰軸香

炉。体部下半音11に蓮弁文を持つ。 39一角型をした木製品。栓か。40一漆塗りの櫛。目が粗い。 41ーエ

ビと魚の描かれた添碗。茶色の添が前而に塗られ、 エビの頭部・海草 ・魚の上辺が燈色の朱漆で、

エビの尾古11が黒i奈のまま、エビの頭部付け根が淡い茶色の漆で描かれる。子の込んだ絵付である。

魚はブリか。外!氏而には意味不明の京IJ文が朱漆下に見られる。塗師か木師屋の屋号であろうか。

南側道路状遺構面出土遺物 この付近で採集したものを取り上げるが、区匝11-2の南側で出土

したものも含まれている。42 瀬戸版中11は)y縁小皿l。灰豹hは灰緑色。 43一同水注注口部。 44一同小査。

利l薬は半ば以上剥落している。 45一同瓶子口縁部。H音縁色の灰キ111がかかっている。

第 2節下層の遺構と遺物

上層迫構而の卜.3:句30cm前後に存在する。この而においても、上沼sで認められた溝1および溝3は

その下層構造が検出され、基本的な地割や主jlilll方位に大きな変化のないことが確認できた。なお、

ここで・は上層泊二と位置にずれのない市は、それぞれ番JFナの後にアルファベットのbを付して名称と

した(例えば前 1b)。
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図23 下層面遺精図(一点鎖線以南が本報掲載対象範囲)

この面は全体に、上層で多くみられた板固いの住居が少なく、替りにしっかりした柱通りを持つ

大型の掘立柱建物がほぼ全面に検出された。

ここでも掲載対象の部分を、溝あるいは道路によ って区分する。区画の名称は上層遺構と同様に

1 -4の仮称を用いる(ローマ数字のIIは 1;-層面の意)。

1. 区画II-l

溝60に北、 溝3bに束、 i.jYf51に南をそれぞれ区切られた区画である。西側の限界は訊l査区外にある

が、溝1bの想定線を西限だとすれば、而積は約180m'となる。ここからは数棟の掘立柱建物が検出

され、東の溝3bll私には土~'iが並んで、いる 。

とりあえず柱通りの通じるもの 3棟を抽出しておいたが、新旧関係は現在検討中で、拡がり の再

確認とともに、 全体を報告する際までの謀題としておく。ともかくも、現状では、この区画に相当

規模の大きな掘立柱建物が認められるということは宍える。

建物イ(仮称)は、西に伸びる可能性はあるが現状で4x 4問、柱聞各2mで約64m'の床面積を持
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つ。南側塀のような柱

穴列と、東側に大きな

土壌を伴なっている。

建物口 (仮称)は東

西5間×南北4聞の柱

通を持つ。南側は提示

した区画を越えてしま

うが、これは検討課題

としておきたい。 北の

1聞は土蝶をよけた形

で東の溝 3bまで UlNl

伸びる。柱間 2m、床面

積88m'の大きな建物で

ある。

/
 /
¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

文字の指示については
上層逃構区画概念図に準ずる

建物ハ(仮称)は現

状で東西 3間×南北4

聞の規模を持ち、 北側と束。llJに板塀らしき柱穴列を伴なっているが、土撲などとの組合せ関係は確

図24 下層遺構区画概念図

認できなかった。柱聞は大体2mで、床面積約60m'になる。

出土造物(図28)

掘立柱建物の範囲に含まれているものを主としている。

土犠276出土遺物

びた透明手111。

土塀277出土遺物

ト玉縁白磁碗。口径19cm。素地は灰白色でややきめが粗い。手111薬は灰味J帯

2 -青白磁I阻。底径3cm o 水青色失透の~rll薬がかかる。

面上出土遺物 3 -青磁蓮弁文碗。口径16.9cmo 4-青磁皿。仁l筏12.7cm、底径5.4cm、器高2.5cm。

同安祭系。5-白磁印英小IUL。内閣に、界線で区画された牡丹文が型押 しされている。口径7.4cm、底

佳2.5cm、採高 1cmo 6-青白磁栴瓶蓋。口径 6cm、T貞部径5.4cm、器高3.3cmo 7-青白磁令子。口佳6

cm、底径3.3cm、総高1.7cm。内而に赤色顔料が付着している。 8-木製円板。縁辺部に 3つの小孔が

穿たれている。曲物の底部か。

溝59出土遺物 9一人形。折烏帽子を被る。板状で反対側の先端にも加工した痕跡がある。

溝60/1'1土造物 10-白磁口)[げ1m。灰色に失透しており、口縁部は外反する。口筏llcm、底径6.

9cm、総高3.1cmo1卜水Alto下端を車IUかく打ち欠いた痕跡、がある。火打石に使ったか。12一骨製小円板。

上而は丁寧にへラで削られ、縁辺151;は尖る。1:11央部に円干しがあく 。日正径2.lcm。ボタン状。

345 



一
パ
/

吟
'r
同
町

。一
H

-

T
出

一m
l
g
 
一
O

/
-
t
v
h
 

zi
，
⑨
@
 。

一・l
/
①

一
@

〆も

h
q
¥

一一

b.一一、 + @ ⑬ ⑬ s -.b' 

巴L@ @ ⑨ ⑨l 
f/ ・-~~ ~W e @起動⑧ ω ーー『申こ込Z置-
申て@ 盆 三'"

l I jgl 民9伽戸。 I/~~ 
ロ4 ー コ・ 日司 9.00m 

a 
.a 

一一一一寸

9.0Om b' 

9.0Om 

d乞OOm
r-v-一一一.-

1 

e乞OOm

o.f' 9.0 
、J

。 5m 

図25 区画II-1 (1ト建物イ

2. 区匝III -2 

c. 
ー
ナ ⑮ 
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ここは北側を溝51、南側を上層と同じく道路状遺構により区切られる。東側は判然としないが、

土問状遺構東辺をもってとりあえず境界とした。西壁外に溝 1bの想定線を設けると約170m2とな

り、仮りに区画II-1の約180m2と合計すれば、約450m2となり、これは 1戸主の広さ (50平方丈一約

455m2) にほぼ相当する。

この区画は、上層と同様に新旧 2~tfJ以上に分け る ことができ、とりあえずはその代表的な造構を

紹介しておく 。
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図26 区画II-1 (2←建物ロ

新しい時期の遺構(図29)

東辺に幅2m(北端)ー 3m(南端)の土問状遺構があり、この西側に現状で南北4間×東西 2聞

の掘立柱建物が存在する。しかしこの二つの遺構は主軸方住を異にしており(掘立柱建物が9度前

後西に傾く)、組合せ関係が成立するかどうかは検討を要する。土問状遺構には縦板の間仕切りが幾

347 



ロー H、
~ . ー-

ロa

I ii々輔、J¥LJ1| |匂¥1や 11
坦

Cコ CCココ cCココCヨコ ヨ ヨ

a ・一一 θ ⑤も~ ~-'a' 

~b・- <@ 。 @ 。 -.b' 

¥ 
@ 

U"i 。 C 
I)Q 

@ /11 にD
@ 

C・一一 (お ⑥ ⑥ 
ヨ
Cコ ....， 、

~./ ⑨ 
¥ぞト吟、、

⑨ @ ③ -'d' 。
。

e.- @ @ 。
ゐ¥〈?弓

一一・巴'

I l I 1 1 ¥ 
汀・ I)Q 、 Ao 、 、 I)Q 、、 、

9.00m _， 
a .- 一一.a

/ーーーー

b一一
9.0001.b' 

-1J ¥j LJ 「J
9.0001 c c.一一

「一一¥_.! ---------------
90001 d' 

d-

9.0001 
e' 

一'--ノ 、ι
。 501 

図27 区画II-1 (3ト建物ハ

っか見られ、南端のものには、版木と覚しい三枚の板が出土した土壌258が、長楕円形の東半分を取

り込まれる格好になっている。

旧い時期の遺構(図30)

東西 3間×南北6聞の大きな掘立柱建物が存在する。柱間 2mで、床面積72m'となる。北端は溝51b

に始まり、南端はほとんど道路状遺構までおよんでいる。

なお、この時期にはもう何棟か掘立柱建物が存在するが、総括的報告書に詳細は委ねたい。

出土造物(図31-33)
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| 常滑こね鉢。角形の口縁部で、片口が付く 。 2一魚住こね鉢。灰色のや

土域258出土遺物 (図32・33)

10cm 二「一一一一=:-n-，:D8 

図28 区画II-1出土遺物

や粘り強し、胎土の もの。 3・4-Ul茶碗窯系こね鉢。4の口縁部内側には煤が付着している。 5-瀬

戸袋物蓋。 ロクロ成形。6-0.大子羽口。直径5.5cmo 7-水品。下端を細かく 打突した痕跡が見られる。

火打石に使ったか、あるいは何かの未成品で、あろう 。

小鳥や竹などを陽刻した板が三枚重なって出土した。 |の片面

( 1 aftii)には三羽の雀が、もう片面(1b商)には画面左上から次第に下がってくる曲線と、笹が

浮き彫りされている。 1a面と 1b商を合わせてみると、組合せ試案 (図33)下段に示したように、

1a面手前の後ろ向きの雀が、 1b而やや右寄の笹の窪んだところに都合よく組み込まれることがわ

かる。 1b面上方の斜めの曲線は、 山の端だ、ろうか。なお 1a面左側の雀の下方にある草葉の形は、

密着して出土した 2b面凸部の圧痕である。これは 2b面も、また 2a面と 3a面も同様の状況であり、

つまり相互にネガとポジの関係になる。2は簸 (2a面)と、 渓流または岩場の笹(熊笹 ?)が浮き

彫り される。 組合せてみると 2a面左方の空白部分に 2b面の模様が収まる。2b面右上方の、 曲げら

れた竹のように見えるものは何かわからない。3には両面に竹が彫られ、これは上下につながった。
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大きさは卜56.2x 33.7cm、厚さ2.2cm前後、 2-55.6 x 34.8cm、厚さ2.3cm前後、 3-52.5 x 34.5cm、厚さ

2.3cm前後で‘ある。なお 3b面右端は焼けこげている。三枚いずれも文様以外の地の部分は、浅い丸型

の彫刻万によって粗く削り出されたままで、しかも何より 、表裏が組み合わされて文様として成立

するところから、これらの板自体が装飾品でないことは明らかである。すなわち版木の如きものと
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区画II-2出土遺物(1)図31

判定せざるを得ない。図33の組合せ試案は、例えば鶴岡八幡宮所蔵の 「雛菊螺IDIE蒔絵硯箱」等の文

この位置でタテ ・ヨコの比率は 3: 2になる。文様部分に使われ~禁を参考に構成したものであり、

た彫刻万は相当に鋭利で・、木の材質も細かな考Ij込みに耐え得る粘りを持っているようである。 川瀬

一馬氏によると、江戸時代頃までは天然の山桜が使われていたという(，東国の印刷文化と金沢文庫」

『金沢文庫研究J第17巻9号1971)。

9 矯め8 -青白磁栴瓶輩。鳳風文と思われる文様の一昔11がのぞいている。旧期面上出土遺物

雪ノ下一丁目395番地点」に出木。釣り竿等の曲りを矯正するためのもの。「北条泰H寺・時頼邸跡

(r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書5.11989)。
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3 区画II-3

溝 3bを西限、溝58を南限としており、東側は調査区外に伸び、北側は明確にし得なかった。この

区画は一体に面自体が明瞭ではなく、遺構の追存状態も悪かったが、板固い住居と党しい板組や落

込みがいくつか観察できた。

板固い住居34は区画内の北端にあり、横桟または住居の板仕切りと思われる 2本の角材(長さ1

4mと1.5m)が、溝3bに直角に置かれている。板固い住居33は、北側の34とは多分同時期に存在し

たものと思われ、中央部やや商寄に囲炉裏を持つ。南側の32と重なるが、新旧の確認はできず、あ

るいはこれも同時期であった可能性はある。板固い住居32には、南辺近くに曲物が上に載った板組

の囲炉裏がある。さらにこの32の南には、まことに不明瞭ながらもう一棟板囲いが存在した可能性

がある。もし、これらが一連の住居であるならば、例えば、 『一遍聖絵』鎌倉小袋坂の場面などに見

られる町屋住居に近いものであろう 。

出土造物(図37)

板固い住居32南出土遺物 卜環状の骨製品。平たいので玉聾形に近い。上面に菊花文が彫られ、

側縁には黒漆が塗られる。また、三ヶ所が不整形に削り取られ、表面に漆が塗られている。

溝58出土遺物 2 -木簡断欠。

4. 区画II-4

北側を溝57・58に、南側を道路状遺構に区切られた区画で、東側は調査区東壁外に伸び、西側は

区直III -2新期の、東側土問状遺構東辺をも って境界とした。

区画北側には、隅丸長方形の土壌がいくつか群集し、中央部には柱穴が多数みられる。また南半

部で柱穴群の下から木組井戸、長楕円形土壌等が検出された。

新しい時期の造構

掘立柱建物は、東側IJの調査区外に伸びる可能性はあるが、現状で東西 2問×南北4問、北側と南

側には板塀のような柱列がある。建物の柱通とはずれるので、踊とか禄ではないと思われる。柱間

は平均して 2mに少し足りず、「本京間J 6尺 5寸(l97cm)が用いられている可能性がある。床面積

30.03m'o 

土墳は 4基ほどが切合っていたが、新旧関係は明確にし得なかった。非常に近い時期の掘り直し

であろう。土壌244には、これを取り囲むように柱穴が存在するので、上屋が想定される。

区画南端には、かまく ら石切石が道路状泣構の上に置かれ、南側壁際の溝に関係のある、f9IJえば

橋のような施設が考えられる。

旧い時期の追構

木組み井戸 ・長楕円形土媛、板囲い住居等が検出された。土壌と井戸は板囲い住居に伴なう形で

存在し、東西に伸びる土嬢271は、その西半分が板囲い住居に取込まれる形になっている。また南北

356 



a・ー一一 。d副 @ 

@ ~ 。 @ 

b・一一 。@一 @ 
J"""""'"、
。

、lJ 
。 @ も

...J. 

c.ー一一 ⑨ ⑬ @ 一一一・ C

.!s.__ 
⑥ ⑥ 

d・一一 r市 f.5l -= 一一.d'

--!s bI) 

5m 

a・一一一 乱J
9.OOma'a:， 

ー一ーーーーーーー司、ーーーーーーーー

乞.2_qmb'

9.OOmc' 

d.- 9.00rr]d' 

。
図35 区画II-4 (1ト新期

357 

、山
町~目。
。、

」
日
割
-m

bI) 

gi 
。、



に主軸を持つ土嬢272は板囲い住居の酉辺に接する。板囲い住居の上には、角材が住居と平行または

直交して存在していたが、何であるかは不明。建物の構造材が潰れたものである可能性がある。

出土造物(図37)

新期柱穴出土遺物 3ーものさし。一端を欠損するが、目盛の総長は24.2cmまで読める。間隔は、

大目盛が3.25-3.65cmと均一ではなく、従って、その半分の区画の小目盛も1.55-1.9cmとパラつきが

ある。5番目の大目盛には漆による、おそらく中心を示す印があり、ここまでだと17.3cmで、倍数は

34.6cmとなる。これが当地点の l尺であろうか。13-lt主穴3009出土。

新期土域243・249・250出土遺物 4-青磁鉢。口径20.5cm。

5高麗青磁ぶどう文瓶子。図の黒く塗ったと ころが黒土、線描の旧期板固い住居38出土遺物

ところが白土の象台矢である。体音11中佐から下半部にかけての急激にすぼまる部位で、内面にはロク

ロ 目が残る。素地は器表近くで灰色、内側でやや貰昧を信・ぴ、岩石質に近く焼き上っ ている 。 ~Ili薬

は灰緑色透明で、柑表に針穴大の小孔がある。

旧期面上出土遺物 6-白磁口正げ血。素地は灰黄色で利l薬は灰色を呈し、焼成不長のため溶け

切っていない。 7一白磁合子身。素地は乳白色結品質で、和li薬は無色透明。

旧期柱穴出土遺物 8-将棋駒。表面に「桂馬」、 裏面に 「金」が読める。13-1柱穴3432出土。
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第3節他区画からの出土遺物

原因者負担による調査地点出土造物のうち、いくつかを本報で報告しておく 。その他は総括報告

書を待たれたい。

1.上層遺構面出土遺物

ト緑fls磁器。白磁の外商~高台畳付内側まで鉛緑キ111がかかる。素地は灰白色で気孔多く、ややき

め粗い。透明手IUが内面のみかか り、高台内外底面は露11台。高台は左回り ロクロで高く削り出される。

高台内に熔着痕。福建省の産であろう 。7. 8 -C. D土焼7出土。 2-三ッ鱗文漆血。三ッ鱗文は朱

漆の線描。無高台。9-E土壌10出土。 3-1児符木簡。上から、鬼の異字、目玉が4つ、鬼の異字、「急々

如律令」と ある。九 E土壌42出土。4漆皿。菊花または車輪が描かれる。無高台。8-B土嬢77出土。

5漆塗膳脚肘木。出土地点同前。6• 7-いずれも 6-G土壊203出土。骨製弊と漆塗膳閥108-陽物。

土壌213出土。木の枝分れ部分のこぶをそのまま亀頭のふくらみに利用。9.10いずれも土境216出

土のかわ らけ。14-1:!1:紀。

1 1"""" 18-8-G • H土媛218出土。11・12一漆塗膳脚。13-漆椀。内面に梅花文。14・15・16-木製円板。

14は穿孔があり、独楽である可能性がある。15は紡維車の形をしているが、 質量がやや不足してい

るかに思われ、不明。 16も不明。17-おそらく 、のみのような工具の握り部分。巻きつけられた繊維

や残る。18一人形。19一骨製品。中央部に干しがあけられ、 三羽の蝶が上而に陽芸IJされている。20一漆皿。

無高台。

21木製の面。12.8x 9.5cm。目と 口の形姿、および額とこめかみのしわから、笑顔が表現されてい

ることがわかる。上辺と眼簡の上部に墨が塗られており、それぞれ理髪と、おそらくまっ毛の表現

であろう 。頭部両側に、紐を通すための小孔が2孔ずつあけられているが、位置が不自然で、 子供

用に して も顔につけたものとするのは留保が要る。9-B板固い住居6出土。22一漆塗堅櫛。8.9-F. 

G板囲い住居26出土。23木製の容器蓋か。小孔が二ヶ所ある。出土位置は岡市]。

24""""28-10・ll-F.Gかわらけ溜り 7のかわらけであり 、区画I-1板囲い住居22と溝3の間にある

(追加資料)0 141立紀中葉を中心としたもの。

29""""33面上および面の柱穴出土の瀬戸。31は仏花瓶脚部、 33は瓶子。 34・35一骨製小円盤。双穴

の駒か。36-現在高台漆皿。37-木製の、おそらく容器の輩。38おそらく女びなであろう 。頭部から背

にかけて、 髪が墨で描かれている。高 4cm、幅3.4cm(推定)。凶43-57と一対になる可能性が強いが、

ひな人形としてはおそら く最も古いものと思われる。 5. E柱穴tl'，J'.。

39滑石製印判。上下の木口に、おそらく 把手を差込むための小孔が穿たれている。 6-Gtl'，土。

40一呪符木PSi。圭頭型。「もろもろのなをのそくふた」とあり 、「諸々の慨を除く 札」 のなてあろう 。

「な」は 「なむ(難)J の書 き 誤 りである可能性 も あ るが、いずれにせよ追l~ltの呪意が込められてい

るのは間違いない。釘で打ちつけられた板の裏に書かれたものであり、 家屋の入口や梁などに貼ら
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れていたと思われる。 8-Cl溝 3西裏込め出土。

41'""'-'43-漆塗膳の、 41は脚肘木、 42・43は脚。いずれも 8-G出土。

44一鏡箱蓋天井部。朱漆で鳥が描かれているが、金粉が付着しており、蒔絵であったことがわかる。

7-G. H出土。

45かわらけの表裏に墨絵がある。内面には地蔵と不動明王等が描かれ、間げきを宝珠で充填して

いる。外側面には宝珠が描かれる。内底面に二つね小孔があけられており、懸仏のようにイ変われた

可能性がある。8-B内の溝3出土。かわらけ自体は14世紀前半~中葉のもの。 46一骨製弁。出土地点

は同前。47一瀬戸灰幸111折縁鉢。溝 l上層出土。48同前水注注口部。溝 1上層出土。49-鉄皿。内面に

少量の煤が付着。 外底面には、湯口と思われる小さな突起が残る。溝 1i奈掘出土。

50・51は事前の試掘の際に出土したものである。もとより別の個体であるが、二点がほほ、重なり

合って出土した。試掘按は本調査区北東の区外にあり、位置および本調査との層位の対応について

は検討中である。50-漆塗の食龍蓋。小さな返しを持ち、大きく朱漆で芙蓉文が描かれる。内面には

褐色の漆が塗られているが、租板替りにf変われたとみえ、切傷が無数に残り、漆は縁辺部に環状に

しか遺存していなし、。口径36.2cm、器高3.3cm。引 酢紫文の盆。細長い角材が平行して二本、木釘で

裏に留められて脚とされている。酢紫文は朱漆の印判。裏面にも黒漆が塗られているが、大半刺れ

落ちて、やりがんなのよ うな工具痕を残す木地が見え る。直径33.8cm、器高2.4cm。

2.下層遺構面出土造物

52ーミニチュアかわらけ。 5・6-D. Eの方形木組遺構出土。 53瀬戸入子。片口が付 く。 9-F柱

穴出土。

54-耽皮キ111のかかった瓶子底部。図の黒く塗りつぶした部分が黒の鉄利lで、白ヌキにした部分が淡

賞褐色の、多分松灰キIHで・ある。外底商も施手111されており、 畳付部のみへラで削って露胎させている。

内面は顕著にロク ロ目を残し、淡褐色に酸化しているが、あるいは下地軸がかかっている可能性が

ある。胎土は、胎芯部で灰色、器表近くで淡灰褐色を呈し、岩石賀に堅 く焼き締っている。また胎

芯部は恭IJ離し始めて、 気孔が無数に見らる。吉州窯産 として大過ないと思われ、亀井明徳氏の御教

示によれば、博多第36次調査で類品が出土している。底径llcmo 10-E出土。

55一青白磁合子身。口径7.5cmo8・G柱穴出土。

56銅製六器。口径6.3cm、器高1.8cmo5・6-D. E方形木組遺構出土。

57一男ぴなであろう。立烏帽子姿の座ひ、なで、烏帽子と髪の部分が墨で黒く塗られる。高さ4.8cm、

幅3.7cm。図40-38と対になる可能性がある。 8-B柱穴出土。

58一骨製算。面上出土。

59-銅製品。 一方の塞った トンネル形を呈し、トンネルの中には、閉じた壁の方から角型の細い棒

が、隔壁状のしきりに支えられる形で伸びている。外側には閉じた方の端部上縁には刻線が廻り他

方の端部の平坦な方の面にも二条の刻線が見られる。用途不明。仏具の一種か。 9-F土壌255出土。
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品J62 C二二コ 61 10cm 。
他区画からの出土遺物(5ト下層進構面他図43

とある。民俗例で検討中だが、米を入れた福袋のようなものが縁起物とし60-木簡。「ふくまし、」

2 -E柱穴出土。てあったのかも長11れない。

7 -G. H出土。 62-ì~~塗の銚子。朱漆の文様の入った注目部。 面上出土。61ー竪櫛の一種であろう 。

63-μ形。先端を欠失するが、現存長で、34.5cm、翼長13.2cmをillilる。 胴体は翼より上で菱形、翼よ

りfは九)1ヲの断而を星し、 J..{iliの側織に小さな棋11ヲの刻みが入る。石川県穴7)<111]"白山橋追跡に類品

(r四川島一能登における中世村落の発掘調査』石川県 ・穴水IlIr教育委員会1987)
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第四章 まとめ-総括に向けて

本報の報告対象範囲は、調査地点の東南部3分の l弱に過ぎず、原因者負担分の調査区である残

り3分の 2強は、全体図と出土造物のごく 一部を紹介したにとどまった。だから、本地点全体のま

とめは、残り 3分の 2の整理結果を侠たねばならないが、本報の整理段階において、総括報告書ま

でに解決せねばならない数多くの疑問を抱え込んだ。今回は、それらの疑問を思いつくままに提示

してまとめとしたい。

なお、年代観を簡単に示しておくと、今のと ころ、上層遺構面は、いくつかのかわらけ泊りのか

わらけからみて大体14世紀中葉に、下屑逃構面は大体13世紀後半-14世紀前半に比定している。

一、町並の主制l方位について

若宮大路と今小路(今大路)という 二本の基幹道路に挟まれた位置にあるのに、全くこれらとi]ilh

線を異にしている。調査区西端の溝 1の西似IJではかなり今小路に一致し始める様子であり、また本

地点から東に30m程しか寄っていない小IIIT二丁目39番 6他地点(r鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書

5 .1 所収)でiますでιこ若宮大路の~ilh線に一致している 。 また調査区内の東南隅に検討した道路状

追構にも、 i]iUI線の変化の兆しがのぞいているので、本地点イ寸近のみが特異な基軸に従っていると考

えざるを得ない。それが単に椛 lの方向に倣っただけなのか、それとも北側山裾の街堂の前面に展

開する区画であるので、その門前町的な性格を持つためなのか (，いわやどう」の木簡が出土してい

るので、 f可らかのつながりがあったのは石雀実である)、あるいは別の要素が倒jいているのか、 この点

追求する必要がある。

一、造構の性格とIIIT害IJについて(附図 1・2参照)

上層追構而と下層迫;構聞は、かなり様相を異にしている。たとえばu脅而では方形の小さな板間

い建物が多いのに、下層面にはそれが少なく、逆に総柱の大規模な掘立柱建物が数多し、。逆に上!日『

面の、特に北域での掘立柱建物は、多く隅柱のみで、柱通りも雑なものが多し、。ごく粗雑な言い方

をすれば、下層では大規模掘立柱建物が主屋で、板固い，建物がそれに付随し、上層では逆に板岡い

建物に掘立柱が付随したかのように見える。予察として言うが、下!脅から上層にし、たるI:nに、住民

の主体に変化があったのである。おそらく、 当初は武士の居館のなかの主屋 ( 大規模府立柱建物)

と家人達の住居( 板囲い建物)であったのが、上庶zの時代(おそ らく 南北朝期)には、庶民の住

居( 板囲い建物)とその作業場 ( 附柱のみの掘立柱娃物)という組合せに移行したのではなか

ろうか。 ただしこの点は、認可査区内においても、北域と雨JE~では様相がg~なるようなので、 ili物"命

をも踏まえたf子市Iflな』食言すが必要となろう。

さらにここからは別の問題が派生する。それは111]羽lについてであって、例えば武士のfiIiにはT;-i:
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の単位が存在し、庶民のIUT割には保の単佐が存在する。前者は一戸主と して積50丈(約455m2)が充

てられているが、後者については鎌倉ではまだよく分っていない。試みに下層面の区画に従って面

積を(復元も交えて)概算してみたところ、区画IIB-3が約275m2、IIB-4 (本報の仮称II-1 )が

約180m2で、これは合計すると約455m2とな り、一戸主としてまことに都合の良い数値が得られた。

この点は溝の変移を詳かにして、さ らに検討する予定である。(区画区分については図24を参照)。

保の制度に関しては、 例えば上層遺構商では 2基しか検出きれなかった井戸など、 町の共益施設の

分布を検討することによって、手掛りの一端が得られるのではないかと考えている。

一、下層遺構面IIB-2aで検出した、細長い板囲い建物の性格について

今のところ、これについては、例えば 『石山寺縁起』の大津浦の場面などに見られる 「町屋」で

はないかと想像しているが、確証はない。長屋のように、中がいくつかに仕切られているのは明ら

かで、その右隣りにも通路状の忠郎、空間を挟んで存在するようにも見受けられる。 これらの南側に

は道路と党しい空閑地が認められるので、道からは短冊状の建物が並列しているかに見える。これ

らと、他の板囲い建物との速いも検討せねばな らない。なお長屋状の建物としては、今小路西遺跡

の扇ヶ谷一丁目131番 l地点 n鎌倉市埋蔵文化財緊急、調査報告書 5 j)に同様の例がある。

以上、雑然と述べた他に、迫;物論も含めた数多くの疑問があるが、とりあえずはこれで措く 。
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1.上層遺構函南半部全景(西から)

3.上層遺構面本報対象部介全景(北から)
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図版3

2.溝 3とかわらけ溜り 6 (北から)

1.区画 1-1 (東から)

3. 区画 1-1・1-2問の石敷路 (東から)
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1.区画 1-2方形竪穴I(手前)・2(上方)

図版4

2.同前援体切石除去後

3.同前西壁

区
画

I
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1
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5. 区面 1-I板固い住居22と土域236・区画 1-3 
(東から)
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図版 5
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図版7

1.区画II-3板固い住居32"-'34(北から)

2. 同左溝36遺物出土状態

3.向上中央部遺物出土状態
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1.区画II-2

2. 向上土壊258(西から)

図版 8
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4.同上角材

5. 同上井戸
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図版 9
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図版10

1. 図12-37出土状態

2.図14-49出土状態
3.図14-50出土状態

4. 図38-3出土状態
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図版11

1. 北半部下層遺構面出土壊105(南から)

2.北半部刀子出土状態

3. 北半部土城218内遺物出土状態
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図版12
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図版13
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図版14
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図版15
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